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鳥取県は東西に長く、日本海沿いには河川によって運ばれた土砂により形成

された平野部が存在するものの、県域の多くは中国山地に連なる山間部が占め

ています。そのため、県民の活動域はこの平野部が主たるものであり、道路・

鉄道などの交通網は平野部を東西方向に横断するルートが地形的になだらかな

こともあり主要なものとなっており、整備が進められているところです。しか

し、山陽方面に向かうためには南北方向に中国山地を縦断する交通網の整備も

欠かせません。

鳥取県西部地域では、古くから日野川とその支流が山地を開析して出来た谷

筋で人が生活することで道が形成され、山陽方面に向かう交通路として利用さ

れてきました。日野川の中流域に位置する日野町は交通路の要衝にあたります

が、これまで発掘調査はほとんど実施されておらず、偶然発見された遺物がわ

ずかに知られるのみであり、その歴史的な変遷はほとんど未解明のままとなっ

ています。鳥取県の委託を受けた財団法人鳥取県教育文化財団では、一般国道

183号の道路改良事業に伴って失われる日野町内にある遺跡を記録保存するた

め、平成10年度に発掘調査を実施いたしました。

発掘調査では、土器類などの遺物や、住居跡や土坑などの遺構が見っかりま

した。縄文時代の住居跡と考えられる遺構は、鳥取県内であまり見っかってい

ないものであり、当時の生活環境を考える上で貴重な資料となるものです。

本書は、この発掘調査の成果に学術的な考察を加え、「記録」として保存す

るためにまとめたものです。本書の「記録」が、文化財に対する認識と理解を

深める一助となり、教育及び学術研究のために広くご活用いただければ幸いと

存じます。

最後になりましたが、調査に際しまして、多大な御理解と御協力をいただい

た地元の方々をはじめとする関係各位に対し、心から感謝すると共に厚くお礼

を申し上げます。

平成11年3月

財団法人鳥取県教育文化財団

理事長　田　測　康　允



例　　言

1．本報告書は、一般国道183号（生山道路）の道路改良事業に伴い、1998（平成10）年度に調査を実施した日野

郡日野町大字上菅字才ノ木原1334番地、1336番地、1343番地に所在する上菅荒神原遺跡の埋蔵文化財発掘調査

記録である。

2．調査地には道路予定地のセンター杭に対応する10m単位のグリッドを設定し、南北方向をアルファベット、

東西方向をアラビア数字で表示しグリッド名とした。方位は国土座標第Ⅴ系に基づく座標北、レベルは海抜標

高である。なお、全体遺構図には国土座標第Ⅴ系を併せて記載してグリッドとの位置関係を示した。グリッド

方位は、国土座標第Ⅴ系の方位に対し東に25度47分31秒振れている。

3．本報告書の遺跡周辺地形図に使用した地図は鳥取県根雨土木事務所から提供を受け、周辺遺跡分布図には国

土地理院発行の5万分の1地形図「根雨」（平成2年修正版）、「上石見」（平成7年修正版）を使用した。

4．本報告書の作成は調査員の討議に基づく。本文は調査員が分担して執筆し目次に執筆者を記載した。遺構、

遺物の実測並びに浄写は調査員を中心に実施した。

5．石材鑑定および地質に関する現地指導を鳥取大学名誉教授の赤木三郎氏にお願いした。

6．土器の胎土分析および石器の産地同定を岡山理科大学自然科学研究所の白石純氏に依頼し玉稿をいただいた。

7．住居跡の判定を東京国立文化財研究所の宮本長二郎氏に依頼し玉稿をいただいた。

8．鉄棒の成分分析及び炭素14年代測定をそれぞれ業者に委託して実施し、結果を掲載した。

9．出土遺物、図面、写真等は鳥取県埋蔵文化財センターが保管している。

10．現地調査および報告書作成にあたっては、下記の方々に指導・協力を頂いた。記して感謝いたします。

古賀　信幸　　谷岡　陽一　　中越　利夫　　根鈴　輝雄　　平井　勝　　家根　祥多　　矢野　健一

山解　実　　　山田　真宏　　（五十音順、敬称略）

凡　　例

1．出土遺物にネーミングした遺跡名は下記の略称を用いた。

上菅荒神原遺跡：上コウジン

2．本報告書における遺構記号は下記のように表す。

SB：壁立式平地住居跡・梁問1問型平地住居跡　　　SH：主柱2本型伏屋式平地住居跡

SK：土坑　　　SD：溝状遺構　　　P：柱穴・ピット

3．本報告書における遺物記号は下記のように表す。

Po：土器　　S：石器

4．遺構図中においては、土器の出土位置を○●で、陶磁器を☆★で、石器を△▲で、鉄棒を×で表す。

5．遺物実測図中における記号は以下の通りとする。
／ヽ′J

←‥ケズリの方向（砂粒の動き）＿．．・・・・・・・：擦り面瑞辞烹：敲打面
ト一一」：擦り範囲　仁一‥　」：敲打範囲

6．遺物観察表の法量欄の丸数字は下記の意味で、数値の前につけた※は復元値、△は残存値であることを表す。

①器高　　②口径　　③底部径　　④高台径　　⑤長さ　　⑥幅　　⑦厚さ

7．遺物観察表の色調欄の記述は農林水産省農林水産技術会議事務局監修の『標準土色帖』に基づく。

8．遺物観察表の備考欄に記載した「清水－1」等の番号は実測者番号であり、遺物特定のために記載した。

9．発掘調査時におけるピット番号と本報告書におけるピット番号では変更があり、対照は挿表1～20で行った。

なお、実際に遺物に記載されている遺構名は発掘調査時の遺構名であるが、遺物観察表中では変更後の遺構名

を載せた。なお、遺物観察表の備考欄に調査時の遺構名も併せて記載している。
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第1章　調査の経緯

第1節　発掘調査に至る経緯

第1節　発掘調査に至る経緯

周囲を急峻な山々に囲まれた鳥取県では、他地域との交流をはかる上で交通網の整備が不可欠である。しかし、

山陽方面との間には、中国山地の山々とその間に形成された狭くて屈曲を繰り返す谷筋が発達しており、交通網

の整備に対して大きな障害となってきた。そのため、道路には幅員が狭く勾配の急な箇所も多く、特に冬季の通

行に際して大きな障害となっていた。そのため、住民の生活環境の向上のためにも強く要望されている道路改良

工事が順次実施されているが、その一環として鳥取県西部から広島県北部に抜ける将来の幹線道となる地域高規

格道路江府三次線（生山道路）工事が鳥取県によって実施されることになった。工事に先立って鳥取県埋蔵文化

財センターと日野町教育委員会が踏査を行ったところ、日野郡日野町荒神原地内から土器散布地が確認された。

そこで遺跡の範囲を確認するために日野町教育委員会が国及び県の補助金を得て試掘調査を実施することとなっ

た。平成9年10月から実施された試掘調査の結果、いくっかのトレンチから土坑などの遺構や縄文土器などの土

器類が出土し、遺跡の存在が確認された（註1）。そこで、調査の結果、鳥取県根雨土木事務所長から文化庁長官に

対し発掘通知が提出され、発掘調査の指示を得て、財団法人鳥取県教育文化財団（以下、財団）が発掘調査を行

うこととなった。鳥取県から発掘調査の委託を受けた財団は、文化庁長官に発掘調査の実施を届け出た上、平成

10年度に西部埋蔵文化財米子調査事務所日野分室を設置して2名の担当調査員を配置し上菅荒神原遺跡の調査を

実施することになった。

第2節　調査の経過と方法

調査地は日野川右岸及び持ケ瀧川左岸に形成された河岸段丘上に位置する上菅荒神原遺跡である。日野町教育

委員会が実施した試掘調査によって、縄文時代後期から弥生時代前期にかけての多数の土器片、土坑・溝状遺構・

ピットなどが検出された。遺構面は2面が確認されたために2面調査が必要と判断された。調査予定面積は総計

6，912I迂であり、発掘調査期間は平成10年の4月から10月までとなった。

調査地は便宜上北側をI区、南側をⅡ区とした。

発掘調査は、4月6日に重機による表土剥ぎから開始した。表土剥ぎはⅡ区から開始し続いてI区に移った。

排土は調査区外の道路用地部分に搬出した。4月13日には作業員の稼働を始めた。日野町教育委員会による試掘

調査はI区部分に2っのトレンチが設定されて掘り下げられていたため、土層の堆積状態は概略が分かっていた

ものの、Ⅱ区部分にはトレンチが掘り下げられておらず堆積の様相が掴めていなかった。そのため、南北方向と

東西方向に交差するトレンチを設定して掘り下げた。このトレンチを掘り下げた時点では明確な地山が確認でき

なかったが、幾度にも渡って疎を含む土砂が堆積したことが判明し、I区とは堆積状況が異なることが予想され

た。表土剥ぎ終了後、業者に委託して道路予定地のセンター杭に対応するグリッドを設定するための基準杭を設

置した。そのため、グリッドは国土座標と対応していないが、調査区においては便宜上グリッド方位を使用して

方位を記録した。第1遺構面の調査はⅡ区から開始し、その後I区へと移った。第1遺構面の掘り下げは6月末

で終了したため、業者に委託をしてラジコンヘリコプターを使用した調査区の遺構全体写真を7月1日に撮影す

る予定とし準備をした。しかし、業者の不手際により撮影ができなかったためラジコンヘリコプターの使用を断

念し、代わりにクレーンを利用した遺構全体写真を7月8日に撮影した。その後、I区の掘り下げを開始し第2

遺構面の調査に着手した。I区の調査がほぼ終了した段階で再度重機を使用してⅡ区の土を剥ぎ、調査を実施し

た。そして、10月21日に全ての調査を終了した。調査の工程上現地説明会は開催できなかったが、見学は随時受

け入れ、地元の菅福小学校児童の見学などがあった。

註1『上菅荒神原遺跡試掘調査報告書』日野町教育委員会1998
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第3節　調査体制

○調査主体　財団法人鳥取県教育文化財団

理事長

常務理事

事務局長

田　測　康　允（鳥取県教育長）

大和谷　　朝（鳥取県教育委員会事務局次長）

岡　山　宏　徳

財団法人鳥取県教育文化財団　鳥取県埋蔵文化財センター

所　　長

次　　長

調整係長

調査員

主任事務職員

事務職員

古　井　喜　紀（鳥取県埋蔵文化財センター所長）

八木谷　　昇

松　田　　　潔

小　谷　修　一（4～6月、退職）

矢　部　美　恵

大　川　秋　子

○調査担当　財団法人鳥取県教育文化財団鳥取県埋蔵文化財センター西部埋蔵文化財米子調査事務所日野分室

所　　長

主任調査員

調査補助員

整理員

園　田　俊　雄

八　峠　　　興

西　川　　　徹

秦　　　美　香

杉　田　千津子

○調査指導　　鳥取県教育委員会事務局文化課　　鳥取県埋蔵文化財センター

○調査協力　　日野町教育委員会

発掘作業従事者

石田茂雄　　石田　進　　石田美知子　伊田　栄　　稲田　茂　　奥田春子

恩田孝雄　　　金田公子　　　小谷佐枝子　　後藤多喜子　　後藤行永　　　柴田　博

谷口千鶴子　　西岡恵美子　　西村かづ子　　西村茂夫

前田幸子　　　松本寿美子　　水谷照美　　　矢田員茂

山根一也　　　山根忠良　　　山本千寿美　　山本幸男

整理作業従事者

大角展子（旧姓青木）　　　　清水房子
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第1節　地理的環境

第2章　位置と環境

第1節　地理的環境

鳥取県

鳥取県は、本州の西部、中国地方の北東部に位置する。東は兵庫県、西は島根県、南は岡山県・広島県とそれ

ぞれ接し、北は日本海に面している。中国地方は、標高1200mを越える山々を擁する中国山地を隔てて、瀬戸内

海に面する山陽地方と、日本海に面する山陰地方に分けられ、特に冬季の気候環境に大きな違いがみられる。晴

れの日が多く乾燥している山陽地方に対し、山陰地方ではどんよりとした曇り空が続き積雪も多い。鳥取県はこ

のような山陰地方に属している。

鳥取県の県域は、東西約126km、南北約62km、面積約3，507kdである。県内は、鳥取市周辺を中心とする東部地

域、倉吉市周辺を中心とする中部地域、米子市・境港市周辺を中心とする西部地域に大きく分けられる。各地域

とも地勢は山がちであり、山地が県総面積の86．3％を占める。それぞれの地域には、県下を代表する三大河川で

ある千代川（東部）、天神川（中部）、日野川（西部）が流れ、その下流域には、鳥取平野（東部）、倉吉・北条・

羽合平野（中部）、米子平野（西部）が形成されている。各平野の海岸線には、全国的にも有名な鳥取砂丘をは

じめとして、河川によって運ばれた多量の砂により大小の砂丘・砂州が発達している。

人々の生活領域は、山間の谷奥平野と海岸に開けた沖積平野に展開している。千代川下流域には、江戸時代に

鳥取池田藩三十二万五千石の城下町として発展し、現在は県庁所在地である鳥取市が位置する。その南東側には

かっての律令時代には「因幡国」の国府が置かれていた国府町が位置している。天神川中流域には、かっての律

令時代には「伯書国」の国府が置かれていた倉吉市が位置している。日野川下流域には、「山陰の商都」と呼ば

れ商業の町として発展してきた米子市が位置し、現在も交通の要所として発展している。米子市の北西に延びる

弓ヶ浜半島の突端部には、国内有数の漁業基地である境港市が位置している。

現在鳥取県は、前述した4市を中心として39市町村により構成されている。人口は、615，418人（平成10年12月

1日現在）と47都道府県で最少であるが、自然の多い美しい景観を残している。

日野町

日野町は、鳥取県の西部にある日野郡4町の中央部に位置し、東から南側にかけては岡山県と接し、西は日南

町、北は溝口町・江府町と接している。

日野町域は、周囲を宝仏山・二子山・古峠山・鎌倉山などの標高500～1000m級の山々に囲まれているため、

地勢は山がちであり、地目の9割以上を山林原野が占めている。そのため、緑豊かな美しい自然が残されており、

河川にはオオサンショウウオの生息も確認されている。人々の生活領域は町を二分するように南西から北東方向

に蛇行を繰り返して流れる日野川やその支流である板井原川・小川尻川などによってその流域に形成された点在

する小規模な河岸段丘上に集中している。日野町は、東西約20km・南北約12km、面積約133．6k適、人口は4，781人

（平成10年12月31日現在）である。

調査地

調査地は日野町と日南町の町境から約100m日野町に入った地点に位置し、日野川と東側の山中から日野川に

向けて流れ下って合流する持ケ瀧川の影響によって日野川右岸に形成された細長い河岸段丘の南端部にあり、調

査地の北側隣接部に持ケ瀧川が流れる。周囲は花崗岩を基盤とする地域であるため、花崗岩に由来する真砂土が

厚く堆積している。日野川を挟んで荒神原集落西側にある国道181号と国道183号の合流地点からは約700m南側

で、標高は約280mを測り、日野川との比高差は約10mである。
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第2節　歴史的環境

上菅荒神原遺跡が所在する日野町、隣接する日南町とも日野川の流域をその町域として分け合っており、元来

は1つの地域圏として捉えることができる地域であるが、現時点では偶然発見された遺物が僅かに知られるのみ

で、共に発掘調査がほとんど行われていないため歴史的な解明は余り進んでいない。

日野町・日南町域に限らず、鳥取県内では旧石器時代の確実な遺構は確認されていないが、大山山麓一帯を中

心としていくつかの旧石器が発見されている。淀江町原畑出土の東山・杉久保型系統の黒曜石製ナイフ型石器、

関金町野津三第1遺跡出土の茂呂型系統の黒曜石製ナイフ型石器、溝口町長山馬龍遺跡出土の細石刃様の石器な

どである。さらに、日南町上石見に隣接する岡山県神郷町野原の早風A地点遺跡から発掘調査によって水晶や黒

曜石製のナイフ形石器や石核などが出土している。また、旧石器時代～縄文時代草創期のものとされる有舌尖頭

器は、黒曜石製のものが淀江町中西尾から、サヌカイト製のものが日野郡内の溝口町の代遺跡・三部野遺跡・忠

魂碑原、江府町の山神脇遺跡などで発見されている。

鳥取県内から草創期の土器は発見されていないが、大山山麓の縁辺部で点々と有舌尖頭器が出土していること

を考えると、今後この時期の遺構・遺物が大山山麓を中心に発見される可能性は高い。また、尖頭器では江府町

袋原でサヌカイト製のものが出土している。江府町の佐川第1遺跡からは早期～前期・後期～晩期の土器が出土

し、竜王遺跡からは前期や後期の土器が出土している。日南町折渡遺跡からは早期の押型文土器が出土し、印賀

からは水田中から後期のものと推測される緑泥片岩製の石棒が出土。権現ノ前遺跡から後期の土器が出土し、生

山桜原遺跡から縄文が施された土器の底部・突帯文土器が出土した。日野町野田から磨消縄文を持っ後期の土器

が出土している。なお、土器が出土していないため時期が不明であるが、日南町宝谷で石斧、福万来で石匙、日

野町下安井で石斧、江府町苦浴で石斧・石匙・石鋸などが出土している。

日野町・日南町において弥生時代の水田遺跡は検出されていないが、小規模な水田が形成されていた可能性は

否定できない。日野町内で弥生時代の明確な遺跡は多くないが、岩田遺跡で中期の竪穴住居跡が1棟出土してい

る。なお、遺構に伴うものではないが上菅荒神原遺跡で前期の土器、黒坂字久住原で磨製石斧が出土している。

日南町でも明確な遺跡に伴って遺構・遺物が出土した例は多くないが、生山桜原遺跡からは前期の壷が出土。丸

山大洞遺跡からは竪穴住居跡や中期から後期の土器溜りが検出された。偶然の機会に遺物が見っかる例はかなり

あり、笠木字割石では土坑中から中期の壷が出土した。なお、福万来の字権現ノ前で中期の土器、同字杉ノ本道

ノ下では赤彩されたものを含む後期の土器、同字山王裕や同字平ル林では太型蛤刃石斧などが出土している。ま

た、出土地については不確実な点があるが新屋出土と伝えられる袈裟樺文銅鐸が存在する。

日野郡内では前期・中期段階の古墳は見っかっていない。しかし、後期になると他地域と同様に小規模な古墳

から形成される群集墳が各地に出現する。日野町では遣物は不明ながら岩田古墳・榎市古墳などの両袖式の横穴

式石室を持っ古墳が知られ、舟場字荒神田にあった古墳から須恵器・鉄刀・刀子・管玉などが出土している。日

南町は見っかっている古墳の数が多く前方後円墳も存在する。生山・印賀・笠木・宮内などに古墳群があり、生

山の田の原古墳群には横穴式石室や箱式石棺を主体部とするものがあり、圭頑の柄頑が出土した古墳もあるとい

う。印賀古墳群中には箱式石棺から人骨・耳環・須恵器・鉄器類が出土したものがある。下石見8号墳は横穴式

石室をもっ小円墳であるが須恵器・耳環・鉄器類・玉類が出土した。丸山2号墳からは須恵器・土師器・鉄刀な

どと共に馬具の轡・杏葉が出土。名士古墳からは珠文鏡が出土。また、内ノ倉山横穴群・霞横穴群（1）などの横穴

墓が見っかっており、内ノ倉山横穴群からは人骨と共に須恵器・土師器・耳環・玉類・鉄器類が出土。なお、山

上小学校に陶棺が所蔵されていたらしい（2）。

律令時代には現在の鳥取県域が西側の伯書国と東側の因幡国の2国に編成されていた。伯膏国は六郡からなり、

現在の日野町・日南町域は日野郡に該当するが、郡街跡と推測される遺跡は発見されていない。奈良・平安時代

の様相はほとんど分かっていないが、平安期以降鎌倉期までに石清水八幡宮の荘園である奈良原別宮が日野町内

に置かれていたようである。鎌倉期末に後醍醐天皇が船上山に行在所を構えた元弘の船上合戦の折りには日野町
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に本拠をもっ日野義行・義泰父子や金持広栄の一党が馳せ参じたとされ、多くの一族郎党を抱えた武士階級が形

成されていたことが分かる。日南町印賀には南北朝時代の南朝方の「正平十二年」銘をもっ宝優印塔が残されて

おり、伯書国守護の山名時氏に従って戦に赴く南朝方の武士が自らの死後の冥福を祈って建立したものとされて

いる。戦国時代の永禄8年には江府町にあった江尾城主の蜂塚氏が尼子方であったため毛利軍に攻められ破れて

いる。詳細は不明であるが、日南町を中心とする山上に山城跡とされるものが数多く残されており、伯書国から

備中国・美作国に抜ける交通路をめぐって争いが繰り返されたようである。江戸時代になると黒坂の町政が鳥取

藩家老の福田氏に委任され、独自の支配を受けている。また、砂鉄の産出が容易であった日野郡内では鉄山経営

が盛んであり、未調査のものが多いため詳細は不明であるが、日野町の才ノ原たたら跡・持ケ瀧山たたら跡、日

南町の阿太上東たたら跡・大畑たたら跡などの製鉄に関係すると推測される数多くの遺構が残されている。

註

（1）1号墓と2号墓が離れているため、それぞれを田曽1号横穴墓、段1号横穴墓と分けて扱う考えもある。

中原斉「伯菩国・日野川上流域における横穴墓の様相」『北谷ヒナ横穴群』江府町教育委員会1990

（2）亀井無人「日野郡の古代遺跡」『郷土と科学』第14巻第1・2号1969

山上小学校校長の澤田美紀人民にお尋ねしたが、現在では所在不明とのことである。

l

l

l
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第1節　調査区の層序

第3章　上菅荒神原遺跡の調査

第1節　調査区の層序

調査区は日野川の右岸にあり、調査区西際は日野川の東岸から約50～70m程東の中・低位段丘上に立地する。

調査区の北際から7～14m程北には持ケ瀧川が西流して日野川に流れ込んでおり、調査区はこの川が造り出した

扇状地の端付近に位置する。調査区がI区は東から西、Ⅱ区は南から北に向かう棚田として使われており斜面の

上側は削平されるが、遺構の遺存状態は縄文時代の遺跡としては比較的よいと思われる。

調査区の土壌は基本的に真砂土で、いわゆる白真砂という花崗岩の風化したものである。真砂には良質な鉄分

を多く含み、持ケ瀧川の上流でも近世以降たたらが行われ、調査区内や持ケ瀧川にも鉄棒が散見できた。調査区

の南西側では日野川に向けて山が張り出しており、堆積物には河原石などはみられず、ほとんどが花崗岩の岩や

大石、あるいは風化した角礫や粗粒花崗岩である。この中には半花崗岩（アプライト）も含まれる。周辺の地形、

生山付近から日野川の下流域付近には岩が柱状に切り立っている地形が目立っが、これは花崗岩と半花崗岩の風

化の時間差により形成されたものと考えられる。

調査区の南端は山裾で、北に向けて傾斜する地形である。ただし堆積状況は南側の山からの土砂に加え東側の

持ケ瀧川上流からの土砂も加わり非常に複雑である。調査の結果、遺構面を2面確認した。

西壁の土層をみるとⅡ区では南側斜面部からの土砂により厚い堆積をしている。第1遺構面では住居・土坑・

ピット、第2遺構面でも住居・土坑・ピット・落し穴・溝を検出した。遺構面の問には最低でも80cm、深いとこ

ろでは1mもの土砂の堆積がある。この土層の堆積はレンズ状堆積がほとんどで、安定した堆積状況を示してい

る。I区では第1遺構面の上面が耕作のため掘削されており不明瞭であるが、第1遺構面と第2遺構面の差はⅡ

区との境で約30cm程度である。北に向かい遺構面の差は徐々に小さくなり、約15m程で同一遺構面となる。また

I－Ⅱ区間の堆積をみると、東側に向かい遺構面の問の堆積は小さくなっていることがわかる。

東壁の土層をみると、I区の南隅付近では耕作土を除去するとすぐに褐色の真砂が現れ、この面はすでに第1・

第2遺構面の同一面である。それが西壁とは逆に、15m程北から第1・第2遺構面に分かれ、北の隅でまた同一

遺構面となる。この原因は調査区を東西方向に横切る自然流路SD－01によるものとみられる。SD－01にどの

段階まで水が流れていたかは不明であるが、徐々に堆積していった過程があり、下方から第2遺構面、暗茶褐色

土包含層、第1遺構面、黒色土包含層と明瞭に区分される。しかしこの範囲は川の上流方向から下流に向かうた

め、調査区の東壁付近では明確に高低差があるが西壁に向かい堆積は徐々に小さくなり、西壁付近では一つの遺

構面しか検出できない。また東壁の北側では、C－6グリッドから北側の黒色土包含層の上層部で斜め方向に入

るいわゆるクサビ状の堆積がみられ、土石流のような堆積状況を示している。位置的にみると持ケ瀧川からのも

のとみられる。

次に遺構面よりも下層の堆積であるが、最終的に掘り下げた結果からみると、I区の南東隅から北方向に向か

い幅の広い流路が確認された。これをSD－03としているが、この底面にはきめの細かい砂の上に角礫や亜角礫

が堆積する不自然な堆積状況を示しており、東側の山側付近を土砂の供給源とする大水があったものと考えられ

る。この遺構はSD－01の底面よりさらに探いため、時期的には遡ると考えられる。SD－03の西側の肩である

が、この部分の山土を削りとったものとみられる。つまり山が北側に舌状に張り出した部分に沿うように持ケ瀧

川が南に振れたものと解釈したい。張り出し部の西側は緩やかに西方向に下るが、調査区の西壁手前で急激に日

野川に向かって下る。原因は不明であるが日野川との関連を想定した方がよいように思われる。

出土した遺物の時期は、縄文時代早期・前期・中期・後期・晩期～弥生前期、弥生中期・後期とあり、少量で

はあるが幅広い時期に認められた。遺構面の時期は不確定であるが、土層をみるかぎり遺構面付近は比較的安定

しており、付近に自然流路もあることから、断続的ではあるものの縄文から弥生時代を通じて生活の場として利

用されていたことがうかがわれる。
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第3章　上菅荒神原遺跡の調査
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第2節　平地住居

第2節　平地住居

I区第1遺構面、Ⅱ区第1・第2遺構面上でピット群が確認された。調査当初は周囲も含めて炉跡や焼土、壁

間の溝や竪穴の痕跡等も確認できないことからピット群としていたが、東京国立文化財研究所の宮本長二郎氏に

より、平面形が円形および楕円形の壁立式平地住居14棟、平面形が方形の梁間1問型平地住居2棟、推定ではあ

るが平面形が円形の主柱2本型伏屋式平地住居が復元された。詳細については、第4章の宮本長二郎「上菅荒神

原遺跡の住居遺構」を参照していただきたい。

このうち壁立式平地住居と梁問1問型平地住居は、I区第1遺構面からSB－01～05の5棟が、Ⅱ区では第2

遺構面からSB－06～16の11棟を復元した。主軸はSB－01～05では大きな差はみられないが、Ⅱ区ではSB－

06・08・10・12～15とSB－07・09・16の主軸が直交しており、それぞれまとまりが想定できる。ただしSB－

11は主軸を異にしている。円形平面の主柱2本型伏屋式平地住居は75棟で、SH－01～53までの53棟はI区第1

遺構面上、SH－54～75の22棟はⅡ区の第2遺構面上で検出され、調査区のほぼ全域に散在する。

次に各棟の概要について記述するが、円形平面の主柱2本型伏屋式平地住居については推定であるため遺構毎

の説明は行わず、規模等は一覧表に記した。SB・SHともに一覧表の柱穴問距離については、基本的に次番号

の柱穴との問の距離のことで、番号順でないものについては該当する柱穴名を（）内に記している。したがっ

て出土遺物を中心に記述を進めるが、ここでいう粗製土器とは突帯文土器深鉢の休部または内外面無文の深鉢の

休部のことである。その理由として両者が区別ができないためであるが、誤解を招くおそれもある。しかし休部

片では縄文土器か弥生土器かという問題も含まれてくるが、ここでは突帯文土器の器形を聾ではなく探鉢として

いることから、縄文土器の手法・焼成を踏襲する休部片という意味で粗製土器として記述しておく。

rlO Flt p12
Pt3

新番号 旧番号 長 軸 短 軸 深　さ 遺　　 物 柱穴問距離 新番号 旧番号 長 軸 短 軸 深　さ 遺　　 物 柱穴間距離

P l P215． 12cm 11cm 10cm 1．34m P　9 P 224 27cm 20cm 20cm 1．74m
P 2 P 213 16cm 14cm 11cm 0．79m P lO P 220 16cm 11cm 15cm 0．98m

P 3 P 212 13cm 12cm 11cm 1．10m P 11 P 219 26cm 13cm 15cm 0．24m
P 4 P 211 20cm 17cm 16cm 2．32m P 12 P 218 19cm 17cm 20cm 0．70m

P 5 P 221 13cm 12cm 由cm 0．48m P 13 P 217 17cm 15cm 15cm 0．69m

P 6 P 222 14cm 13cm 27cm － P 14 P 216 17cm 16cm 12cm 0．71m （Pl）

P 7 P 229 24cm 21cm 15cm 2．85m P 15 P 228 －25cm 21cm 15cm 3．57m

P 8 P 225 23cm 23cm 18cm 粗製土器 0．52m P 16 P 210 24cm 22cm 10cm －
平　　　 均 19．1cm 16．1cm 14．9cm 1．29m
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第3章　上菅荒神原遺跡の調査

芸鰯C
く

挿図9　SB－02遺構図

挿表2　SB－02ピット一覧表

黒色土（礫混）
暗茶褐色土（礫混）
黒色土
黒色土（褐色凍混）
黒色士（暗茶褐色土ブロック混）

新 番 号 旧番 号 長 軸 短 軸 深　 さ 遺　　 物 柱 穴 間 距 離 新 番 号 1日番 号 長 軸 短 軸 深　 さ 遺　　 物 柱 穴 間 距 離

P l P 1 95 47 cm 24 cm 14 cm 1 ．6 0 m P　6 戸24 6 17 cm 17 cm 22 cm 0．9 6 m

P 2 P 1 99 22 cm 22 cm 1 1cm 1 ．2 9 m P　7 P 24 5 19 cm 15 cm 20 cm 0．8 7 m

P 3 P 1 32 38 cm 3 5cm 9cm 1 ．0 1 m P　8 P 14 9 7 1cm 66 cm 46 cm 粗 製 土 器 1．7 2 m

P 4 P 2 02 △ 1 1cm 1 1cm 7cm 0 ．52 m （P 6） P　9 P 24 3 55 cm 43 cm 16 cm 粗 製 土 器 1 ．7 0 m

P 5 P 2 01 18 cm △ 1 5cm 1 3cm － P lO P 14 8 15 cm 12 cm 15 cm 1 ．3 2 m （P l）

平 均 l 3 3 ．6 cm l 2 7 ．2 cm l 17 ．3 cm l 白 ．2 2 m

Pl・2・10・日　黒褐色土（礫混）

P2　　　　　　PI C′

P3

P4・5

P6

P7

P8・9

P12

黒褐色土（礫・小石混）
黒色土（礫混）
黒色土（礫少畳混）
黒褐色土（褐色砂礫混）
暗茶褐色土（礫混）
黒褐色士（褐色礫混）

O S＝1：80　　2m

－　　　－　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　－　　　　　－　　　　　　　－　　　　－　　　　　－　　　　　－　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　－　　－　　－　　　－　　－　－

挿図10　SB－03遺構図

挿表3　SB－03ピット一覧表
新 番号 旧番号 長 軸 短 軸 深　 さ 遺　　 物 柱穴 問距離 新番号 旧番号 長 軸 短 軸 深　 さ 遺　　 物 柱穴問距離

P l P lO6 19cm 16cm 16cm 0．80m P　7 P 124 51cm 30cm 23cm 1．23m

P 2 P lO5 27cm △23cm 28cm 1．03m P　8 P 197 22cm 17cm 20cm 0．75m

P 3 P lO9 16cm 15cm 16cm 0．91m P　9 P 196 27cm 17cm 12cm 1．48m

P 4 P 121 19cm 16cm 32C汀l 0．34m P lO P 119 13cm 12cm 14cm 1．37m

P 5 P 122 16cm 13cm 9cm 0．47 m P ll P 116 10cm 9cIn 15cm 0．86m

P 6 P 123 17cm 17cm 23cm 0．66 m P 12 P lO7 17cm 14cm 26cm 1．00m （P l）

平 均 l 21．2cm l 16．Ocm i 19．5cm l l o．83m

－14－
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第2節　平地住居

dl Pつ？

10　暗茶褐色土（礫混）
黒色土（礫混）
黒褐色土（礫混）
暗茶褐色土（砂礫混）
灰色粘土

O S＝1：80　　2m

』ニー＿＿＿＿＿＿＿＿」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿　」

挿図11SB－04遺構図

挿表4　SB－04ピット一覧表
新番号 旧番号 長 軸 短 軸 深　 さ 遺　　 物 柱穴 間距離 新番号 旧番号 長 軸 短 軸 深　 さ 遺　　 物 柱穴問距離

P l 184 20cm 16cm 29cm 0．35m P　6 P 192 25cm 19cm 13cm 粗製土器 0．37m

P 2 112 27cm 22cm 12cm 0．76m P　7 P 191 14Cln 12cm 13cm 0．54m

P 3 110 23cm 23cm 41cm 0．49m P　8 P 190 13cm 12cm 18cm 0．49m
P 4 187 28cm 14cm 25cm 0．86m P　9 P 118 22cm 16cm 25cm 1．04m

P 5 125 32cm 23cm 16cm 0．62m P lO P 185 40cm 22cm 9cm 0．57m （P l）

平　　　 均 24．4cm 17．9cm 20．1cm 0．60m

Pl・2・4　暗茶褐色土（褐色礫混）
P3　　　　　暗茶褐色土（茶褐色礫混）
P5・6　　　黒褐色土（礫混）
P7・9・10　黒色土（褐色礫混）
P8　　　　　黒色土・暗茶褐色士混在

Lrつ

L

≡ィ

O S＝1：80　　2m

⊆ニー＿＿＿＿＿＿＿」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」

恒

挿図12　SB－05遺構図

挿表5　SB－05ピット一覧表
新番号 旧番号 長 軸 短 軸 深　 さ 遺　　 物 柱穴間距離 新番号 旧番号 長 軸 短 軸 深　 さ 遺　　 物 柱穴問距離

P l P　94 23cm 20cm 25cm 里木 2 式 1．79m P　6 P 114 30cm 23cm 18cm 1．27m

P 2 P 178 56cm 48cm 22Cln 2．41m P　7 P 120 64cm 48cm 40cm 黒 曜石剥 片 1．34m

P 3 P　99 45cm 37cm 22cIn 1．52 m P　8 P 233 29cm 18cm 25Cln 1．90m

P 4 P lOl 27cm 18cm 19cm 1．10 m P　9 P 144 64cm 43Cln 20cm 粗製土器 3．59m

P 5 P 186 28cm △23cm 30cm 1．27 m P lO P 143 51cm 45cm 35cm 1．90m （P l）

平　　　 均 41．7cm 33．3cm 25．6cm 1．81m

－15－



第3章　上菅荒神原遺跡の調査

挿表6　SB－05Pl土器観察表
遺物番号
挿図番号
図版番号

遺構名
種　 類
器　 種

法　 皇
（cm）

形態上の特徴
外　面 調　整

内面調整 内面色調 外面色調 胎土 ・焼成 取上No． 備　 考 実測者No．

Po　 l SB－05 縄文中期 （丑△ 1．7 1段L の撚糸文を約3 mm間隔に施 横方向のナデ。 明赤褐色 明赤褐色 密 ・良好 1616 里木 2式 清水－149

13
3

Pl 深鉢 す。一部斜め方向に重なる。 5Y R 5／6 5Y R 5／6 旧番号
P 94

Pol

o S＝1：1　　30u－
挿図13　SB－05Pl土器実測図

pl　　　　暗茶褐色土（黒色土ブロック混）
P2・3・5　黒色土（礫混）
P4　　　　黒色土（褐色土ブロック混）
P6・7　　　黒色土（褐色礫混）
P8　　　　暗茶褐色土（褐色土ブロック混）
P9　　　　　暗茶褐色土（礫混）

O S＝1：80　　2m

し」＿ニー＿＿＿＿＿＿＿＿＿」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿　　」

挿図14　SB－06遺構図

挿表7　SB－06ピット一覧表
新番号 旧番号 長 軸 短 軸 深　 さ 遺　　 物 柱穴間距離 新番号 旧番号 長 軸 短 軸 深　 さ 遺　　 物 柱穴間距離

P l P 295 25cm 20cm 13cm 1．41m P 6 P 301 18cm 17cm 10cm 0．74 m

P 2 P 292 48cm 25cm 26cm 1．20m P 7 P 300 22cm 17cm 14cm 0．77m

P 3 P 304 18cm 15cm 12cm 1．09m P 8 P 307 16cm 16cm 7cm 1．26m

P 4 P 303 16cm 13cm 7cm 0．94m P 9 P 310 20cm 19cm 9cm 1．32m （P l）

P 5 P 302 20cm 18cm 8cm 0．98m 平　　　 均 22．6cm 17．8cm 11．8cm 1．08m

鼓、　　　寸／

P’26‘去 旦

ニ

o S＝1：80　　2m

』二＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿　」

挿図15　SB－07遺構図

挿表8　SB－07ピット一覧表

黒色土（褐色礁混）
暗茶褐色土（礫混）
暗茶褐色土（褐色土ブロック混）
黒色土（礫混）

新 番 号 旧 番 号 長 軸 短 軸 深　 さ 遺　　 物 柱 穴 間 距 離 新 番 号 旧 番 号 長 軸 短 軸 深　 さ 遺　　 物 柱 穴 間 距 離

P l P 30 9 13 cm 12 cm 9 cm 0．9 4 m P 5 P 3 1 1 4 4 cm 22 cm 15 cm 1．66 m

P 2 P 30 5 19 cm 14 cm 9 cm 0．8 4 m P 6 P 2 94 17 cm 16 C皿 9 cm 0 ．79 m

P 3 P 30 6 16 cm 15 cm 1 5cm 0 ．9 0 m P 7 P 29 1 19 cm 18 cm 7 cm 0 ．92 m

P 4 P 29 9 14 C皿 14 cm 6cm 1 ．0 8 m P 8 P 28 7 21 cm 18 cm 14 cm －
平 均 l 2 0．4 cm l 1 6 ．1cm l 1 0 ．5討 l 1．02 m

－16－
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1
．
二
l
r
l
　
＝
＝
÷
＝
∴ P9

o s＝1：80　2mよ
し」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿　　」

l

r

l

l

l

挿図16　SB－08遺構図

挿表9　SB－08ピット一覧表
新 番号 旧番号 長 軸 短 軸 深　 さ 遺　　 物 柱穴問距離 新 番号 旧番号 長 軸 短 軸 深　 さ 遺　　 物 柱穴問距離

P l P 374 21cm 18cm 11cm 1．44m P 6 P 336 21cm 19cm 11cm 0．55m

P 2 P 327 18cm 18cm 12cm 1．05m P 7 P 337 32cm 26cm 13cm 1．06m

P 3 P 326 49cm 30cm 25cm 1．15m P 8 P 338 25cm 21cm 7cm 1．60m

P 4 P 356 29cm 25cm 23cm 0．71m P 9 P 344 25cm 24cm ．14cm 1．45m （P l）

P 5 P 355 26cm 21cm 20cm 1．78m 平　　　 均 27．3cm 22．4cm 15．1cm 1．20m

ヽ

乳離

P4
P5

可

挿図17　SB－09遺構図

挿表10　SB－09ピット一覧表

′4－．ヽ
ヽ

l　　　　　ヽ

．　　　　　′

ヽ　　　　′

ヽ一一

S B－08
P4

Pl～12　黒色土（礫混）

Pl

O S＝1：80　　2m

し」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿　　」

新番号旧番号 長軸l 短．軸 深　さ 遺　　物 柱穴問距離新番号 旧番号 長軸 短軸 深　さ 遺　　物 柱穴間距離

Pl P339 24cm 18cm 15cm 1．04m P　7 P361 27cm 24cm 16cm 1．05m

P2 P349 21cm 21cm 22cm 0．63m P　8 P345 20cm 19cm 13cm 1．26m

P3 P341 27cm 19cm 23cm 1．10m P　9 P335 18cm 16cm 14cm 1．20m

P4 P348 23cm 20cm 25cIn 1．99m PlO P331 15cm 15cm 16cm 1．34m

P5 P347 30cm 28cm 18cm － P11 P343 22cm 17cm 15cm 0．74m

P6 P362 19cm 12cm 9cm 0．85m P12 P325 29cm 20cm 26cm 0．78m（Pl）

平 均 l 22．9cml 19．1。ml17．7。ml l1．09m

ー17－
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竜

l：：）
N
白」

の

＝

l．′つ

CL

P4

挿図18　SB－10遺構図

P2　　　　Cノ

Pl～11黒色土（礫混）

o S＝1：80　　2m

Lr－　　　；　　　＿　＿j

些旦聖p7

享。∵ P12　　　0　　　S＝1：80　　2m

‾　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　－　　　　－　　　　　－　　　－　　　　　　　　　　　　　　　－　　　－　　　　　　－　－　　－　　　－　　－　－　　　　　　‾　　　　　－　　　－　　－

挿図19　SB一日遺構図

－18－



第2節　平地住居

挿表11SB－10ピット一覧表
新番号 旧番号 長 軸 短 軸 深　さ 遺　　 物 柱穴間距離 新番号 旧番号 長 軸 短 軸 深　さ 遺　　 物 柱穴問距離

P l P 328 18cm 17cm 14cm 0．91m P　7 P 358 19cm 18cm 14cm 1．12 m

P 2 P 322 16cm 16cm 12cm 1．10m P　8 P 365 17cm 16cm 6cm 1．12 m

P 3 P 321 18cm 17cm 16cm 2．58 m P　9 P 353 27cm 18cm 14cm 1．78 m

P 4 P 401 15cm 11cm 6cm 1．77m P lO P 334 22cm 19cm 17cm 1．32m

P 5 P 402 34cm 20cm 7cm 0．98m P ll P 332 21cm 18cm 22cm 1．43m （P l）

P 6 P 377 25cm 19cm 18cm 1．69m 平　　　 均 21．1cm 17．2cm 13．3cm 1．44m

挿表12　SB一日ピット一覧表

新番号 旧番号 長 軸 短 軸 深　 さ 遺　　 物 柱穴間距離 新番号 旧番号 長 軸 短 軸 深　 さ 遺　　 物 柱穴間距離

P l P 315 31CⅢ1 26cm 16cm 0．85 P 12 P 359 34cm 20cm 12cm 2．23m

P　2 P 314 22cm 20cm 15cm 2．29m P 13 P 364 35cm 21cm 21cm 2．72m

P　3 P 392 23cm 20cm 19cm 1．09m P 14 P 352 32cm 22cm 17cm 0．63m

P　4 P 396 14C皿 13CⅢ1 4cm 0．49m P 15 P 338 25cm 21C皿 7cm 0．71m

P　5 P 397 17cm △15cm 10cm 0．18m P 16 P 351 28cm 25cm 23cm 1．15m

P　6 P 398 △17cm 17cm 10cm 0．30m P 17 P 330 15cm 14cm 24cm 0．86m

P　7 P 399 15cm 15cm 6cm 0．58m P 18 P 342 30cm 29cm 15cm 0．72m

P　8 P 384 33cm 23cm 20cm 0．99m P 19 P 319 21cm 17cm 14cm 0．84 m

P　9 P 402 34cm 20cm 7cm 1．98m P 20 P 318 18cm 18cm 13cm 1．58m （P l）

P lO P 376 34cm 27cm 25cm 0．79m P 21 P 340 25cm 24cm 15cm －
P 11 P 372 22cm 20C皿 12cm 2．54 m 平　　　 均 25．4cm 20．6cm 14．5cm 1．18m

Z

名存
Pl　　　暗茶褐色土（疎混）

ヤ　　　P2～9黒色土（鵬）

サ　　ル

O S＝1：80　　2m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」＿＿＿＿＿＿＿＿＿　　」

挿図20　SB－12遺構図

挿表13　SB－12ピット一覧表

l

新番号 旧番号 長 軸 短 軸 深　 さ 遺　　 物 柱穴間距離 新番号 旧番号 長 軸 短 軸 深　 さ 遺　　 物 柱穴間距離

P l P 39 1 28 cm 25 cm 13 cm 1．25 m P 6 P 38 7 26 cm 24 cm 20 cm 0．89 cIn

P 2 P 39 0 18 cm 16 cm 15 cm 0．37 m P 7 P 38 6 2 3 cm 19 cm 12 cm 0．65 cm

P 3 P 41 5 24 cm 19 cm 12 cm 1．13 m P 8 P 38 5 3 5 cm 2 5 cm 18 cm 1．15cm

P 4 P 41 8 26 cm 19 cm 12 cm 1．13 m P 9 P 3 84 3 3 cm 2 3 cm 2 0 cm 1．30cm （P l）

P 5 P 38 8 27 cm 23 cm 19 cm 1．25 m 平　　　 均 26．7cm 2 1．4cm 15．7cm 1．01cm

挿表14　SB－13ピット一覧表
新番号 旧番号 長 軸 短 軸 深　 さ 遺　　 物 柱穴間距離 新番号 旧番号 長 軸 短 軸 深　 さ 遺　　 物 柱穴間距離

P l P 393 20cm 16cm 18cm 1．16 m P　7 P 379 17cm 16cm 10cm 1．14 m

P 2 P 382 20cm 19cm 21cm 0．88 m P　8 P 427 17cm 17CIn 11cm 1．20 m

P 3 P 416 23cm 18cm 18cm △ 1．19 m P　9 P 407 23cm 18cm 14cm 1．12 m

P 4 P 381 △39cm △11cm － △ 1．61m P lO P 385 35cm 25cm 18cm 1．09 m

P 5 P 422 23C皿 21cm 11cm 1．02m P 11 P 384 33cm 23cm 20cm 1．16 m

P 6 P 380 28C皿 20cm 27cm 1．53m P 12 P 400 25cm 20cm 16C皿 1．15 m （P l）

平 均 l 23．9cm l 19．4cm l 16．7cm l 】1．15m
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第3章　上菅荒神原遺跡の調査

巨冨去～12　禁篭諜混）

挿図21SB－13遺構図

、′‾　、、

PlO＼＼、
P9

挿図22　SB－14遺構図

挿表15　SB－14ピット一覧表
新 番号 旧番号 長 軸 短 軸 深　 さ 遺　　 物 柱穴間距離 新番号 旧番号 長 軸 短 軸 深　 さ 遺　　 物 柱穴 問距離

P l P 4 09 17 cm 17 cm 7 cm 0．75 m P　7 P 4 33 2 7 cm 2 1 cm 16 cm －

P 2 P 4 10 3 6 cm 23 cm 9 cm 1．42 m P　8 P 4 30 4 5 cm 3 5 cm 19 cm 0．85 m

P 3 P 4 1 9 2 0 cm 19 cm 12 cm 1．20 m P　9 P 4 28 2 7 cm 2 3 cm 7 cm 0．96 m

P 4 P 4 2 1 3 2 cm 28 cm 15 cm 1．81 m P l O P 3 77 2 5 cm 19 cm 18 cIn －

P 5 P 42 4 15 cm 14 cm 8 cm 0．89 m P 1 1 P 3 84 3 3 cm 23 cm 20 cm △ 1．04 m

P 6 P 43 1 30 cm 23 cm 12 cm 0．92 m 平　　　 均 27．9cm 2 2．3cm 1 3．0cm 1．10 m
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l
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o S＝1：80　　2m

［」＿＿＿＿＿一三＿」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿　　」

挿図23　SB－15遺構図

挿表16　SB－15ピット一覧表
新番号 旧番号 長 軸 短 軸 深　 さ 遺　　 物 柱穴間距離 新番号 旧番号 長 軸 短 軸 深　 さ 遺　　 物 柱穴間距離

P l P 35 7 2 5 cm 21 cm 21 cm 1．59 m P　6 P 4 37 2 0 cm 17 cm 25 cm 2．04 m

P 2 P 4 0 3 2 2 cm 18 cm 13 cm 0．82 m P　7 P 3 68 2 2 cm 2 1 cm 10 cm 1．41 m

P 3 P 4 04 17 cm △16 cm 15 cm 0．35 m P　8 P 3 70 2 8 cm 17 cm 7 cm 1．48 m

P 4 P 4 0 6 16 cm 16 cm 13 cm 0．71 m P　9 P 3 65 17 cm 16 cm 6 cm 1．38 m

P 5 P 37 8 2 8 cm 22 cm 11 cm 2．00 m P l O P 3 54 12 cm 12 cm 10 cm 0．96 m （P l）

平 均 l 20．7cm l 17．8cm l 13．1cm l l l．27 m

芸l意
挿図24　SB－16遺構図

挿表17　SB－16ピット一覧表
新番号 旧番号 長 軸 短 軸 深　 さ 遺　　 物 柱穴間距離 新番号 旧番号 長 軸 短 軸 深　 さ 遺　　 物 柱穴間距離

P l P 40 8 20 cm 16 cm 14 cm 1．84m P 6 P 43 5 32 cm △19cm 22 cm －
P 2 P 42 0 26 cm 24 cm 14 cm 1．49m P 7 P 43 6 28 cm 23 cm 17 cm 1．92m

P 3 P 42 3 23 cm 23 cm 1 1cm 2．19m P 8 P 42 9 21 cm 20 cm 21 cm 1．25m

P 4 P 43 2 24 cm 19 cm 14 cm 0．88m P 9 P 40 5 29 cm △20cm 18 cm 1．83m （P l）

P 5 P 43 4 20 cm △19cm 17 cm 2．39m （P 7） 平　　　 均 24．8cm 2 0．8cm 1 6．4cm 1．72m
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第3章　上菅荒神原遺跡の調査

挿表18　平地住居一覧表

住居番号 区名 検 出面 グ リッ ド名 主軸方向 標　　 高 平面形 住　 居　 型
検出面規模

（m ）
遺物 時期 ・備考

SB －01 I 区 1 面 C － 4 ～ 5 N －620　－W 27 8．2′〉278．5m 方形 梁間 1 間型平地住居 5．8×3．3 粗製土器
縄文晩期～

弥生前期か

SB －02 I 区 1 面 C － 4 N －710　－W 27 8．6 m 楕円形 壁立式平地住居 4．0×2．8
粗製土器

黒曜石

縄文晩期～

弥生前期

SB －03 I 区 1 面 D － 4 N －710　－W 27 8．7～278．8m 楕円形 壁立式平地住居 4．0×2．6

S B －04 I 区 1 面 D － 4 N －820　－W 27 8．7～278．8 m 楕円形 壁立式平地住居 2．2×1．6 粗製土器
縄文晩期～

弥生前期

SB －05 I 区 1 面
C ′～D －

4 ～ 5
N －540　－W 27 8．4～278．9m 楕円形 壁立式平地住居 6．0×4．9

里木 2 式 ・

粗製土器、

黒曜石

縄文中期後

半～弥生前

期

SB －06 Ⅱ区 2 面 F － 4 N －730　－E 27 8．5～278．7m 楕円形 壁立式平地住居 3．4×2．6

S B －07 Ⅱ区 2 面 F － 4 N －120　－E 27 8．5～278．7m 楕円形 壁立式平地住居 △3．0×3．5

S B －08 Ⅱ区 2 面 F － 3 N ＿880　－E 27 8．5′～278．8 m 楕円形 壁立式平地住居 3．2×2．7

S B －09 Ⅱ区 2 面 F ～ G － 3 N －110　－W 27 8．4′～27 8．9m 楕円形 壁立式平地住居 4．5×3．8

S B －10 Ⅱ区 2 面 F ～ G － 3 N ＿720　－W 27 8．6′〉279．0m 楕円形 壁立式平地住居 5．9×3．8

S B －11 Ⅱ区 2 面 F ～ G － 3 N －550　＿W 27 8．5′－279．0m 方形 梁間 1 問型平地住居 8．0×4．7

S B －12 Ⅱ区 2 面 G － 3 N －430　－E 27 9．0～279．3m 楕円形 壁立式平地住居 3．0×2．7

S B －13 Ⅱ区 2 面 G － 3 N －830　－E 27 9．0′～279．4 m 楕円形 壁立式平地住居 5．1×3．7

S B －14 Ⅱ区 2 面 G － 3 N ＿890　＿W 27 9．0～279．5m 楕円形 壁立式平地住居 5．0×3．8

S B －15 Ⅱ区 2 面 F ～G 1 3 N －710　－W 27 8．8～279．1m 楕円形 壁立式平地住居 4．4×3．5

S B －16 Ⅱ区 2 面 G － 3 N －61 0　＿W 2 79．0～279．4 m 楕円形 壁立式平地住居 4．5 ×3．9

S B－01′〉05（挿図8～13　挿表1～6・18　図版2・3）

I区第1遺構面検出の壁立式平地住居は5棟である。SB－01は梁問1間型平地住居で、いずれの壁柱も暗茶

褐色土包含層を掘り下げ中または後に確認した。北壁の壁柱は並んだ状態で検出できたが、南壁は斜面の上側に

あるためか遣存状態は悪い。主柱はP15とP16の2本とみられ、距離は3．57mである。住居の西側についても遺

存状況は悪いが、主柱の状況から住居の西側は東側と同様に中央が張り出す形態になると推測できる。壁柱中の

遣物としてP8から粗製土器が1点出土した。内外面ともにナデである。

SB－02～05の壁柱は、暗茶褐色土の上面または掘り下げ後に検出できたものが混在する。暗茶褐色土の掘り

下げ中または掘り下げ後に検出できたものは、SB－02はPl・2・4～7、SB－03はP8・9、SB－04は

Pl・4・6～8・10、SB－05はP2・8で、他はいずれも暗茶褐色土の上面からの検出である。

出土した遺物は、SBT02のP8から粗製土器が2点と黒曜石剥片1点、P9から粗製土器1点が出土した。

粗製土器はこれ以外も含め、いずれも内外面ともにケズリ状のナデまたはナデである。SB－04のP6出土の粗

製土器は、内面には炭化物が付着していた。時期の明らかなものは、SB－05のPlからPolが出土した。外面

は1段Lの撚糸文を施し、内面は横方向のナデである。里木2式の土器と考えられる。またP7からは黒曜石、

P9からは粗製土器3点が出土した。外面に煤が付着するものや、穿孔を試みた痕のあるものがみられた。

S B－06′〉16（挿図14～24　挿表7～18　図版2）

Ⅱ区第2遺構面検出の壁立式平地住居は11棟である。SB－11は梁間1問型平地住居で、南北壁のピットは並

んだ状態で検出できた。主柱はP21であるが、対応するとみられるもう1基の主柱は確認することができなかっ

た。遺物は出土していない。

SB－06～10・12～16についてはいずれの壁柱からも遺物は出土していないが、壁面で立ち上がりの確認でき

るSB－13のP4について、埋土中に比較的多くの炭化物が含まれていたため炭素14年代測定を実施した。結果

については考察に「上菅荒神原遺跡における放射性炭素年代測定」として掲載しているが、6780±70BPという

結果が得られた。暦年代に換算するとBC5620年で、縄文時代早期後半となる。同時期に当てはまる遺物は出土

していない。

これらの結果から、SB－01～05の住居は出土遺物から判断すると縄文時代中期後半～縄文時代晩期～弥生時

代前期頃となるが、SB－01のように全ての柱穴が暗茶褐色土掘り下げ後に検出された比較的古い様相をもっも

のもみられる。SB－06～16は年代測定を積極的に解釈すると縄文時代早期後半で、層位的にもよいが、遺構内

からの遺物の出土はなく上限を押さえるのに留まる。
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第2節　平地住居

SH－01～75（挿図25～31挿表19・20　図版3）

調査区の第1遺構面で75棟の住居跡を復元した。主軸方向を検討すると、I区では緩斜面に対し主軸が等高線

に直交するもの、斜行するもの、平行するものがそれぞれみられたが、Ⅱ区の比較的傾斜の強い付近では等高線

に対し直交するものが目立っように思われる。

構造としては、基本的に2本一組の主柱をもっが、主柱の問にピットまたは土坑をもっものが2棟みられた。

SH－11はI区第1遺構面、D－5グリッド北西部にあり、SB－05の東に位置する。SK－20を跨ぐように主

柱があり、SK－20の東隣にはピットがあり、まとまりのある配置をしている。SH－59はⅡ区第1遺構面、F－

2グリッドほぼ中央にあり、南にはSH－58、北にはSH－60がある。主柱の中間にP3があり、住居内のピッ

トとみられる。しかしいずれの遺構からも焼土・炭化物を含め遺物は確認できなかった。

遺物は計13基のピットから黒曜石、粗製土器、弥生土器、縄文土器が出土した。

黒曜石はSH－12のPlとSH－13のPlから出土した。粗製土器は、SH－20のPl、SH－23のPl、S

H－25のPl、SH－28のPl、SHT30のPl、SH－33のPl、SH－35のP2、SH－39のP2、SH－

43のPl、SH－45のPlから各1点が出土した。内外面ともにナデ、粗いナデ、ケズリ状のナデ調整である。

弥生土器は、SH－23のPlから器壁が薄く外面が赤彩された弥生時代中

期の土器1点が出土した。ただし検出面よりも浮いた状態で出土しており、

上層の黒色土包含層のものである可能性が高い。SH－35のP2からは弥生

土器が3点出土した。内1点は2mm間隔で4点以上の櫛状工具の刺実が並ぶ。

縄文土器はSH－45のP2からP02が出土した。2段RL縄文の船元式で

縄文時代中期後半頃である。

これらの遺物の時期は黒曜石については不明瞭ではあるが、概ね縄文時代

中期後半～弥生時代中期におよぶ。粗製土器が大半であるが、焼きは比較的

よく突帯文土器の休部と考えることも可能であろう。したがって縄文時代中

挿表19　SH－45P2土器観察表

ハ
Po2

0　　　S＝1：1　　30u

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿　」

挿図25　SH－45P2土器実測図

遺物番号
挿図番号
図版番号

遺構名
種　 類

器　 種

法　 皇

（cm ）

形態上の特徴
外　 面　 調　 整

内面調整 内面色調 外面色調 胎土 ・焼成 取上No． 備　 考 実測者No．

P 0　 2 S H －4 5 縄 文中期 （り△ 2．2 2 段R L の縄文が縦方向に重なる。 横方向のナデ。 にぷ い黄桂色 にぷ い褐色 密 （1 ～ 2 mm 1613 船元式 清水－187

25

3

P 2 深鉢－ 器壁は 5 mm 程度で薄い。 10Y R 6／3 7．5Y R 5／4 大の石英を含

む）・良

旧番号

P 159

挿表20　主柱2本型伏屋式平地住居一覧表

S H
口

泥 旧
l＝コ

グ リッド名

主軸方向

長軸 短軸 深 さ
土 層 遺　 物

柱穴問
距離h ）

S H
口

艶 旧
口

グ リッ ド名
主軸方 向

長軸
（cm）

短軸 深 さ 土層 遺　 物 柱穴間
距離h ）番号 番号 番号 （cm） （cm） （cm） 番号 番号 番号 （cm） （cm）

SH －01 1 55 E － 5 － 3

N －710　－W

23 17 13 1 1．48 S H －10 1 8 9 D － 5 － 4

N ＿470　－W

21 18 17 12 0．95

2 54 23 22 9 1 2 8 8 13 13 16 10

S H －11 1 9 1 D － 5 － 1

N ＿170　＿E

28 19 9 12 1．52

2 17．7 3 2 2 5 10 11

S H －12 1 9 6 D － 5 － 2

N ＿500　＿E

51 3 5 18 13 黒曜石 1．83

2 9 8 4 3 4 3 18 14

S H －13 1 9 6 D － 4 － 3

N ＿470　＿W

51 3 5 18 13 黒曜石 1．27

2 9 7 19 19 6 13

S H －14 1 12 7 D － 4 － 3

N －630　－W

22 2 0 10 8 1．77

2 12 6 3 9 2 5 2 1 9

S H －15 1 12 8 D － 4 － 2

N －110　－W

19 17 7 8 0．79

2 7 0 5 4 3 7 2 6 8

S H －16 1 7 2 E － 4 － 1

N ＿870　－E

25 18 3 1 16 1．88

2 7 1 18 17 8 16

S H －17 1 74 E － 3 － 1

N －670　－E

42 3 3 15 8 1．78

2 75 3 1 2 8 13 2

S H －18 1 8 3 D － 3 － 2

N －3 0　－W

31 3 0 17 17 0．96

2 8 2 4 7 3 9 17 17

S H －02 1 57 E － 5 － 2

N －7 00　－E

29 22 12 2 1 ．13

1 ．152 56 4 4 22 9 1

3 2 84 21 △ 19 12 1

S H －03 1 64 E － 5 － 1

N －530　－W

15 15 14 1 1．4

2 63 21 20 9 1

S H －04 1 62 E － 5 － 4

N －7 10　－E

28 18 36 3 1 ．0 8

2 61 25 22 12 4

S H －05 1 60 E － 5 － 4

N ＿6 10　＿E

35 30 17 5 1 ．0 5

2 59 32 25 9 5

S H －06 1 85 D － 5 － 3

N －690　－W

26 23 14 6 1 ．4 5

2 84 4 5 29 14 7

S H －07 1 87 D － 5 － 3

N －8 00　－W

23 16 10 8 1 ．4 4

2 1 75 31 27 16 9

S H －08 1 90 D － 5 － 2

N －7 0　＿W

26 19 1 1 10 1 ．8 2

2 66 26 20 13 1 1

S H －0 9 1 86 D － 5 － 4

N －70 0　－E

30 22 8 9 1 ．3 2

2 174 27 24 17 9
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期後半以降で、突帯文土器の時期が中心であると考えられる。遺構の時期については不明確ではあるが、上層の

黒色土包含層の遣物の割合では突帯文土器が最も多い。弥生時代中期の遺物も出土したが、住居の構造を考える

と弥生時代中期は竪穴住居が中心と考えられるため、ここでは縄文時代晩期～弥生時代前期の突帯文土器の時期

を中心に考えておきたい。

S H
口

艶 旧
にコ

グ リ ッ ド名
主 軸 方 向

長 軸 短 軸 深 さ
土 層 遺　 物 柱 穴 間

距 離 h ）
S H
番 号

新

番 号
旧
口

グ リッ ド名
主 軸方 向

長 軸 短 軸 深 さ 土 層 遺　 物 柱 穴 間
距 離 仙

番 号 番 号 番 号 （皿 ） （皿 ） （cm） 番 号 （cm） （cm ） （cm ）

S H －19 1 14 0 D － 3 － 2

N ＿7 80　車E

6 3 58 13 17 1．0 4 S H －4 8 1 25 7 B － 5 － 3

N ＿2 50　－E

2 2 △ 15 11 9 1．4 1

2 14 1 3 0 2 8 4 9 18 2 25 5 2 9 2 8 8 2 8

S H －2 0 1 13 9 D － 3 － 2

N －3 90　－W

4 7 3 3 11 2 0 粗 製 土 器 2．04 S H －4 9 1 25 7 B － 5 － 3

N ＿3 0　－E

2 5 △ 2 1 13 9 1．22

2 8 1 5 2 4 4 12 19 2 25 4 3 0 3 0 12 2 8

S H －2 1 1 7 7 E － 3 － 1

N ＿84 0　＿W

3 9 3 1 7 2 0．4 3 S H －50 1 25 6 B － 5 － 3

N ＿8 0　－W

2 4 2 2 12 9 1．0 1

2 7 6 3 9 2 1 13 2 2 25 3 3 3 2 4 9 2 8

S H －2 2 1 7 8 D － 3 － 3

N ＿73 0　＿E

4 7 2 8 8 2 0 1．5 3 S H －5 1 1 28 2 B － 5 － 3

N ＿56 0　＿W

2 7 2 1 16 2 2 1．55

2 8 0 3 7 2 5 9 2 0 2 26 5 3 4 3 0 12 9

S H －2 3 1 13 6 D － 3 － 3

N －13 0　＿W

4 6 3 9 17 10
粗 製 土 器
弥 生 中期 1．3 2

S H －5 2 1 26 6 B － 5 － 3

N －43 0　＿W

5 0 3 0 2 2 9 1．40

2 26 4 3 8 2 5 15 9

2 7 9 3 0 3 0 6 2 0 S H －5 3 1 26 3 B － 5 － 4

N －7 50　＿W

3 1 3 0 19 9 0 ．60

S H －2 4 1 13 8 D － 3 － 4

N －8 90　－E

2 7 2 7 15 2 1 0 ．9 5 2 26 2 2 6 2 2 14 9

2 13 7 3 0 2 6 8 2 0 S H －5 4 1 3 3 G － 2 － 2

N －4 0　－W

3 1 2 5 12 2 9 1．06

S H －2 5 1 13 5 D － 3 － 3

N ＿8 30　＿E

5 2 4 2 17 2 0 粗 製 土 器 1．0 0 2 3 4 2 6 2 5 2 9 2 9

2 13 3 4 0 3 5 12 8 S H －5 5 1 3 2 G － 2 － 1

N －43 0　－W

4 0 2 8 15 2 9 1．09

S H －2 6 1 13 0 D － 4 － 2

N ＿14 0　＿E

3 5 2 9 12 16 1．3 7 2 3 1 2 5 2 2 16 2 9

2 12 9 3 2 2 9 14 2 1 S H －5 6 1 3 0 G － 2 － 1

N －9 0　－W

3 1 3 1 2 0 2 9 1．25

S H －2 7 1 134 D － 3 － 4

N ＿84 0　＿E

3 1 2 7 10 10 1．1 7 2 2 9 2 8 2 4 17 2 9

2 13 1 2 4 2 0 7 18 S H －5 7 1 2 8 G － 2 － 4

N 184 0　＿W

2 7 2 7 3 3 2 9 1．34

S H －2 8 1 2 04 D － 3 － 4

N －6 10　－W

1 7 1 5 2 0 2 2 2 ．02 2 2 7 3 1 2 7 13 2 9

2 2 0 3 3 1 2 4 1 4 2 2 S H －5 8 1 2 5 F 1 2 － 3

N －22 0　－W

2 6 2 2 1 3 2 9 1 ．36

S H －2 9 ．1 17 3 D － 3 － 4

N －79 0　＿W

3 5 3 1 9 2 3 粗 製 土 器 2．14 2 2 6 3 0 2 5 1 3 2 9

2 188 4 3 2 5 8 2 4 S H －5 9 1 24 F － 2 － 3

N －67 0　－E

2 7 2 3 1 7 2 9 1 ．28

S H －3 0 1 2 48 C － 3 － 3

N －5 10　－W

2 5 1 9 5 2 2 粗 製 土 器 0．76 2 2 2 3 3 3 2 1 5 2 9

2 2 47 6 9 3 0 1 4 2 2 3 44 7 7 6 0 1 8 2 9

S H －3 1 1 2 50 C － 3 － 2

N ＿63 0　＿E

1 9 1 8 7 2 2 0 ．72 S H －6 0 1 23 F － 2 － 2

N －52 0　＿E

3 2 2 6 14 2 9 1 ．24

2 2 49 34 2 6 5 2 2 2 2 1 3 1 3 0 1 6 2 9

S H －3 2 1 168 B － 1 － 3

N －80 0　－E

4 1 2 9 1 8 2 5 1 ．29 S H －6 1 1 14 F － 3 1 1

N －56 0　＿W

4 5 3 7 1 2 3 0 1 ．84

2 167 3 2 2 9 1 1 2 5 2 13 30 18 1 3 3 0

S H －3 3 1 2 79 B － 2 － 3

N －38 0　－W

3 1 2 7 5 2 6 粗 製 土 器 1．54 S H －6 2 1 47 F － 3 － 1

N －50 0　－W

4 5 42 1 2 3 0 1 ．70

2 2 78 5 0 4 2 1 2 2 6 2 12 43 3 1 2 6 3 0

S H l3 4 1 2 7 5 B － 4 － 2

N －28 0　－E

2 3 1 5 1 1 2 2 1．04 S H －6 3 1 48 F － 3 － 3

N ＿9 0　－E

24 2 2 1 0 3 0 2 ．24

2 164 2 2 2 1 17 9 2 1 1 2 9 24 1 7 3 0

S H －3 5 1 2 8 1 B － 4 － 4 2 6 2 2 8 19 0 ．8 1 S H －6 4 1 1 0 F － 3 － 3 3 3 3 0 2 1 3 0 1 ．20

2 2 8 0 N ＿6 10　－W 4 9 4 0 3 1 19 弥 生 土 器 2 1 9 N －60 0　－E 2 9 2 6 1 3 3 0

S H －3 6

S H －3 7

S H l38

S H －3 9

S H －4 0

S H －4 1

S H －4 2

S H －4 3

S H －44

S H l4 5

S H －4 6

1 274 B － 4 － 3 18 13 7 2 2

粗 製 土 器

粗 製 土 器

粗 製 土 器

1．54

1．6 5

1．63

1．06

1．06

1 ．03

0 ．68

1 ．73

1 ．76

1 ．52

1 ．8 6

S H －6 5

S H －6 6

S H －6 7

S H －6 8

S H －6 9

S H －7 0

S H －7 1

S H －72

S H －73

S H －74

S H －7 5

1 4 9 F － 3 － 3 2 7 2 4 2 2 3 0 1 ．34

1 ．46

0 ．94

1 ．70

1 ．79

1 ．39

1 ．5 1

1 ．10

1．5 7

1．5 3

1．19

2 27 3 N －84 0　＿E 15 11 6 2 2 2 9 N －4 10　－E 3 5 3 3 2 7 3 0

1 16 3 B － 4 － 3 2 9 2 1 18 9 1 8 F － 3 － 3 2 9 2 0 2 2 3 0

2 26 9 N －8 20　－W 2 7 16 18 10 2 1 8 N －79 0　－E 2 5 2 2 1 8 3 0

1 23 7 C － 4 － 3 19 17 19 19 1 5 0 F － 3 － 3 3 7 2 9 13 3 0

2 23 5 N －4 30　＿E 2 0 17 8 2 2 2 7 N ＿7 10　＿E 3 5 2 7 1 3 3 0

1 23 4 C － 4 － 3 2 1 19 15 2 2 1 4 1 G － 3 － 4 3 3 3 2 1 0 3 1

2 23 1 N －6 0　＿E 3 7 2 8 11 9 2 3 9 N ＿48 0　＿E 2 7 1 9 2 9 3 1

1 24 4 C － 4 － 2 3 4 2 9 2 7 8 1 4 5 G － 3 － 4 2 7 2 3 2 6 3 1

2 19 8 N －36 0　－E 2 6 2 5 3 3 8 2 40 N －14 0　＿E 38 32 1 0 3 1

1 18 9 D － 4 － 4 4 8 2 6 1 0 4 8 1 38 G － 3 － 4 35 27 22 3 1

2 11 1 N －45 0　－W 2 9 1 7 2 6 8 2 37 N －70 0　－W 28 27 9 3 1

1 117 C － 4 － 3 2 4 2 1 2 9 2 1 17 F － 4 － 2 29 24 10 30

2 2 32 N －47 0　＿E 2 1 1 8 2 8 1 1 2 16 N －6 7 0　－W 34 28 16 30

1 1 08 D － 4 － 4 4 3 3 3 2 6 2 7 1 1 F － 4 － 2 28 22 12 30

2 1 8 1 N －35 0　＿W 28 2 2 1 5 9 2 2 N ＿4 90　＿E 24 20 13 30

1 2 06 C － 5 － 3 3 1 2 9 8 2 2 1 6 F － 4 － 2 28 24 20 30

2 ・2 05 N ＿76 0　＿W 2 7 2 5 14 20 2 4 N －2 50　＿E 28 27 14 30

1 1 60 C － 6 － 1 60 40 2 1 9 1 3 F － 4 － 2 25 24 9 30

2 1 59 N －4 0　－E 49 30 2 3 9 突 帯 文 2 20 N ＿8 90　－W 20 17 10 30

1 2 59 C － 5 － 4 16 14 7 9 1 5 F 1 4 1 2 30 26 11 30

2 2 58 N －81 0　＿W 1 5 1 2 5 1 0 2 15 N －2 00　－W 25 24 9 30

S H －4 7 1 2 14 l c － 5 － 1

l N －81 0 －W

34 2 1 1 5 1 0 l l ．7云

l2 2 60 2 0 1 7 14 1 0

l

J

l

ヽ

l
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第2節　平地住居

PoI

SH土層名
1　暗茶褐色土（礫混）
2　黒褐色土（礫混）
3　暗褐色土（礫混）
4　淡褐色土（礫混）
5　淡褐色土（鉄分・礫混）
6　暗茶褐色砂礫
7　暗茶褐色砂礫（鉄分多量混）
8　黒色土（礫混）
9　黒色土（褐色礫混）
10　黒色土
11暗茶褐色土（褐色礫混）
12　黒色土（砂礫混）
13　暗褐色土（砂礫混）
14　暗褐色土（褐色礫混）
15　暗灰褐色土
16　黒色土（礫少量混）
17　黒褐色士
18　黒褐色士（礫混）
19　黒色土・暗茶褐色土混在
20　黒色土・暗褐色土混在
21黒色土・暗茶褐色土混在（礫混）
22　暗茶褐色土
23　黒色土（暗褐色土混）
24　晴茶褐色⊥（礫多最混）
25　黒色土（茶褐色土混）
26　黒色土・暗茶褐色土混在（褐色礫混）
27　黒褐色土（褐色礫混）
28　黒色土（礫混）
29　黒色土（灰白色礫多量混）
30　黒褐色土（礫多量混）
31黒色土（灰白色礫を含む）
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第2節　平地住居
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SH‾冠絶2
Pl

ピット群土層名
暗茶褐色土（礫混）
黒色土（褐色礫混）
灰色粘土
黒褐色土（礫混）
黒色土（礫混）
黒褐色土・暗褐色土混在（礫混）
暗灰褐色土（砂礫・鉄分混）
黒色土
暗茶褐色土（褐色礫混）
暗茶褐色砂礫
黒色土・暗褐色土混在
黒色土（褐色礫・鉄分混）
黒色土（褐色礫混）
暗茶褐色土
黒色土・暗茶褐色土混在
黒色土・褐色土混在
暗灰褐色土
暗茶褐色土（礫混）
黒色土（鉄分混）
黒色十（茶褐色十混）
黒色土（灰白色礫多量混）
黒色土（茶褐色礫を混）
黒茶褐色土（灰白色礫混）
黒色士・晴茶褐色土混在（礫混）
晴茶褐色土（褐色土ブロック混）

0
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挿図31Ⅱ区第2遺構面全体図
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挿表21ピット群一覧表

第2節　平地住居

l

l

l

I

新番号 旧番号 区名 グ リッド名 長軸
（cm）

短軸
（cm）

深さ
（cm）

土 層 遺　　 物 新番号 旧番号 区名 グ リッド名
長軸
（cm）

短軸
（cm）

深 さ
（cm） 土層 ，遺　　 物

1 20 0 I 区 D － 4 － 1 17 17 2，3 1 6 9 156 I 区 C － 2 － 3 30 2 0 11 2

2 14 7 I 区 C － 4 － 3 20 16 12 2 7 0 15 7 I 区 C － 2 － 2 29 2 5 12 2

3 14 5 I 区 C － 4 － 3 79 64 22 2 粗製 土器 71 3 5 Ⅱ区 G － 2 － 3 26 2 5 12 2 1

4 194 I 区 D － 4 － 4 10 9 9 3 7 2 3 6 Ⅱ区 G － 2 － 3 8 5 58 18 2 1

5 193 I 区 D － 4 － 4 11 10 9 3 7 3 4 6 Ⅱ区 G － 2 － 3 2 5 2 4 14 2 1

6 115 I 区 D － 4 － 4 12 9 17 4 74 4 3 Ⅱ区 H － 3 － 1 3 5 3 2 13 2 1

7 113 I 区 D － 4 － 4 2 0 19 2 2 5 7 5 5 1 Ⅱ区 H － 3 － 1 6 7 △55 2 7 2 2

8 1 83 I 区 D － 4 － 4 19 17 18 1 76 42 Ⅱ区 H － 3 － 1 3 2 3 1 1 4 2 3

9 1 82 I 区 D － 4 － 4 4 0 2 5 2 2 1 77 4 51 Ⅱ区 G － 2 － 1 3 1 1 9 1 8 1

10 1 04 I 区 D － 4 － 4 2 9 △16 16 6 78 4 50 血区 G － 2 － 3 3 4 3 2 1 2 1

1 1 1 03 I 区 D －4 －4 24 1 7 1 2 7 79 44 9 Ⅱ区 G － 2 － 3 5 0 4 6 1 6 1

12 10 2 I 区 D －4 －4 1 3 1 2 9 ．8 80 44 8 Ⅱ区 G － 2 －4 3 5 2 6 1 5 24

13 10 0 I 区 D －4 －4 18 1 6 1 5 9 81 44 7 Ⅱ区 G － 2 －4 2 0 18 12 24

14 69 I 区 D －4 － 3 23 18 1 2 2 82 44 6 Ⅱ区 G － 2 －4 28 24 13 24

15 67 I 区 D － 5 － 2 3 1 2 5 1 0 1 0 83 44 5 Ⅱ区 G － 2 1 4 19 17 8 24

16 93 I 区 D －5 － 1 50 32 1 3 1 0 84 44 4 Ⅱ区 G 1 2 1 3 16 15 7 24

17 95 I 区 D － 5 － 1 28 22 1 2 4 8 5 44 3 Ⅱ区 G － 2 －4 34 25 10 24

18 18 0 I 区 D － 5 － 1 40 33 1 1 8 8 6 44 2 Ⅱ区 G － 3 －2 2 1 16 7 24

19 17 9 I 区 D － 5 － 1 24 23 1 5 8 87 44 1 Ⅱ区 G － 3 － 2 20 1 7 9 24

20 92 I 区 D － 5 － 1 2 1 2 1 1 1 1 1 88 44 0 Ⅱ区 G － 3 －2 20 1 7 1 5 24

21 65 I 区 D － 5 － 3 82 49 2 5 1 2 鉄棒 89 43 9 Ⅱ区 G － 3 － 1 18 1 5 12 2 5

22 15 1 I 区 C －3 － 4 52 42 1 5 2 90 43 8 Ⅱ区 G － 3 － 1 2 3 1 9 1 0 24

23 27 7 I 区 B －3 －3 42 2 5 14 1 3 91 36 7 Ⅱ区 F － 3 － 2 48 3 9 2 0 24

24 27 6 I 区 C －4 － 1 2 5 2 2 2 1 14 92 36 6 Ⅱ区 F － 3 － 2 2 7 16 8 24

25 15 0 I 区 C －4 －2 96 6 7 1 9 2 粗製土器 93 36 9 Ⅱ区 G － 3 － 1 4 3 36 24 24

26 24 2 I 区 C －4 － 1 1 3 8 1 2 1 94 42 6 血区 G － 3 －2 2 3 2 1 7 24

27 24 1 I 区 C －4 －4 20 1 5 1 8 1 95 42 5 Ⅱ区 G － 3 －2 19 18 9 24

28 24 0 I 区 C －4 －4 9 7 1 5 1 5 96 37 3 Ⅱ区 G － 3 － 1 2 1 18 16 24

29 23 9 I 区 C －4 －4 12 1 1 2 2 1 97 37 1 Ⅱ区 G － 3 － 1 2 1 15 1 1 24

30 23 8 I 区 C －4 － 4 17 12 1 0 8 98 36 0 Ⅱ区 F － 3 － 2 24 22 28 13

31 26 8 I 区 C － 4 － 4 18 12 2 0 1 3 粗製土器 99 36 3 Ⅱ区 F － 3 － 2 33 30 23 24

32 16 2 I 区 C － 4 － 4 29 27 2 2 2 10 0 34 6 Ⅱ区 F － 3 － 3 18 17 10 13

33 23 6 I 区 C － 4 － 3 1 1 10 14 1 10 1 33 3 Ⅱ区 F － 3 － 3　＿ 27 18 5 24

34 22 7 I 区 C － 4 － 4 18 16 2 1 13 10 2 35 0 Ⅱ区 F － 3 － 3 48 42 28 24

3 5 22 6 I 区 C － 4 － 4 15 12 8 13 粗製土器 103 37 5 Ⅱ区 F － 3 － 3 15 1 1 17 8

3 6 14 6 I 区 C 1 4 － 4 33 32 5 2 10 4 32 4 Ⅱ区 F － 3 － 3 19 14 1 1 24

3 7 22 3 I 区 C － 4 － 4 32 30 46 13 10 5 32 3 Ⅱ区 F － 3 － 3 15 14 11 24

3 8 27 0 I 区 B － 4 － 3 12 12 6 14 10 6 32 0 Ⅱ区 F － 4 － 2 17 14 14 24

3 9 27 1 I 区 B 1 4 － 3 16 12 9 14 10 7 32 9 Ⅱ区 F － 3 － 3 29 28 7 24

4 0 27 2 I 区 B － 4 － 3 15 12 4 14 108 31 7 Ⅱ区 F － 4 － 2 26 24 12 24

4 1 28 3 I 区 B － 5 － 2 50 43 47 16 黒曜石 10 9 3 1 6 Ⅱ区 F － 4 1 2 18 14 10 24

4 2 26 7 I 区 B － 5 － 2 4 3 28 14 9 11 0 3 1 3 Ⅱ区 G － 4 － 1 20 20 18 24

4 3 26 1 I 区 B － 5 － 2 18 17 14 8 11 1 3 94 Ⅱ区 G － 3 － 4 21 18 15 1

4 4 16 1 I 区 C － 5 － 4 4 2 37 17 2
粗 製土器

黒曜石

粗 製土 器

粗製土器

112 3 8 3 Ⅱ区 G － 3 － 4 24 19 5 1

113 3 9 5 Ⅱ区 G － 3 － 4 12 12 10 24

4 5 209 I 区 C － 5 － 3 61 31 25 14 114 4 1 1 Ⅱ区 G － 3 － 4 20 17 6 24

4 6 208 I 区 C － 5 － 3 23 22 11 14 11 5 4 1 2 Ⅱ区 G － 3 － 4 2 6 2 0 9 24

4 7 20 7 I 区 C － 5 － 3 59 50 13 14 116 4 13 Ⅱ区 G － 3 － 4 2 6 18 10 24

4 8 252 I 区 B － 6 － 2 32 23 19 9 11 7 4 14 Ⅱ区 G － 3 － 4 2 1 19 7 24

4 9 142 I 区 D － 3 － 1 35 30 23 17 118 3 89 Ⅱ区 G － 3 － 3 3 1 △ 19 24 24

5 0 5 8 I 区 E － 3 － 3 2 3 23 5 4 119 4 17 Ⅱ区 G － 3 － 3 3 0 △27 12 24

5 1 7 3 I 区 E － 4 － 1 △42 51 29 5 120 3 12 Ⅱ区 F － 4 － 2 2 2 19 8 26

5 2 6 8 I 区 E － 5 － 1 53 4 3 32 18 12 1 2 96 Ⅱ区 F － 4 － 2 14 13 10 1

5 3 5 3 I 区 E － 5 － 3　－ 26 19 8 18 122 2 98 Ⅱ区 F － 4 － 2 3 3 2 4 12 15

54 5 2 I 区 E － 6 － 2 2 5 2 2 10 19 123 2 97 Ⅱ区 F － 4 － 2 18 1 7 2 1 2 4

5 5 172 I 区 A － 1 － 3 3 0 2 7 7 2 124 2 93 Ⅱ区 F － 4 － 3 1 8 1 8 9 1

5 6 17 1 I 区 A － 1 － 3 7 9 4 9 17 2 1 25 3 08 Ⅱ区 F － 4 － 3 3 2 2 2 12 2 4

5 7 2 30 I 区 A － 2 － 2 3 7 2 5 16 16 1 26 2 90 Ⅱ区 F － 4 － 3 2 2 14 8 2 4

58 170 I 区 B － 2 － 1 1 10 8 2 3 7 2 1 27 2 89 Ⅱ区 F － 4 － 3 2 1 1 7 1 0 2 4

59 176 I 区 B － 2 － 1 2 3 17 10 14 1 28 2 88 Ⅱ区 F － 4 － 3 1 5 1 3 7 2 4

60 169 I 区 B － 1 － 3 3 3 2 5 18 2 0 1 29 2 85 Ⅱ区 F － 4 － 3 1 7 1 5 1 9 1

6 1 1 66 I 区 C － 2 － 1 3 7 3 3 19 2 1 30 2 86 Ⅱ区 F － 4 － 3 2 0 1 7 11 14

62 1 58 I 区 C － 1 － 4 3 4 3 0 12 2 1 31 4 57 Ⅱ区 G － 1 － 3 28 1 7 2 5 1

63 1 65 I 区 B － 3 － 2 8 5 5 0 2 2 2 1 32 4 56 Ⅱ区 G － 1 － 3 2 5 1 7 2 5 1

64 1 53 I 区 C － 3 － 1 5 7 4 7 15 2 1 33 4 55 Ⅱ区 G － 2 － 2 2 6 2 2 1 2 1

65 1 55 I 区 C － 2 － 4 8 5 5 0 2 4 2 1 34 4 53 Ⅱ区 G － 2 － 2 2 3 1 7 15 14

66 2 51 I 区 C － 2 － 3 3 0 2 2 2 2 13 1 35 4 54 Ⅱ区 G － 2 － 2 2 0 18 1 1 14

67

68

1 52

1 54

I 区

I 区

C － 3 － 2

C － 2 － 3

3 3

7 2

2 7

5 0

8

7

2

2

1 36 4 52 Ⅱ区 G － 2 1 2 2 1 2 3 1 3 14
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第3節　ビット群

I区の第1遺構面で70基、Ⅱ区の第1遺構面で6基、第2遺構面で60基、計136基のピットを確認した。この

ピット群は、壁立式平地住居・梁問1問型平地住居、主柱2本型伏屋式平地住居の柱穴としたピットを除いたも

ので、仮に全てを単なるピットとしてとらえると、I区第1遺構面では233基、Ⅱ区第1遺構面で51基、第2遺

構面では173基の総数で457基となる。第1遺構面ではI区中央付近に集中し、Ⅱ区では南東隅を除き全体に散在

するが、I～Ⅱ区の問とI区の南西部では極端に分布密度は希薄になる。第2遺構面ではⅡ区の北東側にピット

が集中する傾向にある。

遺物は計9基のピットから粗製土器、鉄棒、黒曜石が出土した。粗製土器は、P3から1点、P25から3点、

P31から1点、P35から1点、P44から1点、P49から2点、P66から1点出土した。内外面ともにナデ、粗いナ

デ、ケズリ状のナデを施す。外面に煤痕が顕著にみられるものもあった。P21からは鉄棒1点が立ち上がりの際

で出土した。付近は耕作土除去後に第1・第2遺構面が同一面で確認されており、黒色土包含層からは近世の陶磁

器片も出土していることから、P21は近世のものと考えられる。黒曜石剥片は、P41・P44から各1点出土した。

遺物の時期は縄文時代晩期～弥生時代前期を中心としている。黒曜石剥片が出土しているが時期は不明である。

遺構の時期についても、遺物からみる限り住居跡と同時期のものと考えられる。これらのピットには建物の一部

でありながら復元できなかったものや、他の目的をもっていたものが含まれると推測する。

第4節　土坑

挿表22　土坑・落し穴一覧表

土坑番号 区名 検 出面 グ リッ ド名 標高 （m ） 形　　 態
長軸 ×短軸 一深 さ

（cm）
出　 土　 遺　 物 時期 ・備考

S K －0 1 Ⅱ区 1 面 H － 3 － 2 28 2．5′～28 2．6 不整 な円形 12 4×　 96 －　3 8

S K －02 Ⅱ区 1 面 I － 2 － 1 28 2．2′～28 2．4 不整 な楕 円形 △17 1× 120 －　2 8

S K －03 I 区 1 面 E － 5 － 4 27 9．1 不整 な楕 円形 14 0×　 95 －　4 6
P o 3 里木 2 式 ・P o 4 馬取式併行、

里木 2 式 5 点

縄文 中期

後半

S K －04 I 区 1 面 D － 4 － 1 27 8．6 不整 な楕 円形 2 12× 143 －　4 8

S K －05 I 区 1 面 D － 3 － 3 27 8．5～ 2 78．6 不整 な円形 24 2 ×197 －　2 4 粗製土器 3 点
縄文 晩期 ～

弥生前期

S K －06 I 区 1 面 D － 3 － 1 2 78．4′－2 78．5 不整 な楕 円形 20 5 ×13 9－　 31
P o 5 繊維土器、P o 6 突帯文深鉢、

粗製土器 19点

縄文 晩期 ～

弥生前期

S K －0 7 I 区 1 面 D － 3 － 1 2 78．4～ 2 78．5 不整 な形態 1 63 ×15 2－　 21 弥生前期 壷、粗 製土 器19点 弥 生前期

S K －0 8 I 区 1 面 ・D － 3 － 1 2 78．4 不整 な楕 円形 1 47 ×　8 5－　 28
粗製土 器 5 点、 S l 磨製石斧、

S 2 石錘

縄文晩期～

弥生前期

S K －0 9 I 区 1 面 C － 3 － 3 2 78．2′～2 78．3 不整 な楕 円形 1 55 ×10 6－　 28 P 0 7 弥生前期壷、粗製土器10点 弥生前期

S K －10 I 区 1 面 C － 3 － 3 2 78．2′～278．3 不 整な形 態 123 ×1 18－ 14
P o 8 底部、突帯文探鉢、

粗製土器 3 点

縄文晩期～

弥生前期

S K －11 I 区 1面 B － 3 － 4 2 78．3 不整な楕円形 170 ×　8 7－　 39 P o 9 繊維土器、繊維土器 縄文早期か

S K －12 I 区 1面 C － 3 － 1 27 8．0′一一278．1 不整な円形 177 ×15 4－　 34 突帯文藻鉢、粗製土器 5 点
縄文晩期～

弥生前期

S K －13 I 区 1 面 C － 3 － 1 27 7．9′－27 8．2 不整な円形 10 1×　8 5－　 37 粗製土器、弥生前期壷 弥生前期

S K －14 I 区 1 面 B － 3 － 1 27 9．1～ 27 9．2 不整な楕円形 140 ×　9 9－　 27

S K －15 I 区 1 面 D － 4 － 1 27 8．1′－278．2 不整な円形 2 53 ×22 3－　 43
粗製土器 4 点、弥生中期聾 口縁部、

弥生中期13点
弥生中期

S K －16 I 区 1面 C － 2 － 2 27 7．7～ 27 7．8 不整な楕円形 1 25 ×　6 7－　 49 P o lO突帯文探鉢、粗製土器 3 点
縄文晩期～

弥生前期

S K －1 7 I 区 1 面 C － 6 － 2 2 78．9～ 279．0 不 整な方形 96 ×　7 2－　 39

S K －18 I 区 1 面 C － 4 － 2 2 78．6 不 整な楕 円形 1 62 ×　9 5－ 13 粗製土 器 3 点
縄文晩期～

弥生前期

S K －1 9 I 区 1 面 D － 4 － 3 2 78．8 不 整な楕 円形 124 ×　8 9－　 20

S K －2 0 I 区 1 面 D － 5 － 1 2 78．8′～278．9 不整 な円形 93 ×　7 3「　 3 1

S K －2 1 I 区 2 面 D － 3 － 1 2 7 7．8 円形 1 30 ×12 0－1 02 落 し穴

S K －2 2 I 区 2 面 E － 2 － 2 2 7 7．9 円形状 1 00 ×　9 4－　 90 落 し穴

S K －2 3 I 区 2 面 E － 2 － 4 27 8．1 楕円形 114 ×　9 7－　 49

S K －2 4 I 区 2 面 E － 5 － 2 27 9．4′～27 9．5 不整な楕円形 136 ×　7 8－ 18

S K －2 5 Ⅱ区 2 面 F － 2 － 2 27 8．6 円形状 98 ×　9 1－　 6 2 落 し穴

S K －2 6 Ⅱ区 2 面 F － 2 － 2 27 8．4 円形状 106 ×　9 2－ 108 落 し穴

S K －27 Ⅱ区 2 面 G － 2 － 4 27 9．2～ 27 9．3 不整な楕円形 129 ×　 91－ 1 9

S K －28 Ⅱ区 2 面 G － 3 － 1 27 8．7～ 27 8．8 不整な楕円形 10 1×　 75－ 1 6
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1　黒色二ヒ
2　暗褐色土（褐色砂混）
3　黒色土（砂粒混）
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挿図32　SK－01～06遺構図
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3　暗褐色士

（黒色土ブロック・礫混）
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挿図33　SK－07～12遺構図
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1黒色土（褐色礫混）
2　時茶褐色土
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S K－16

1　黒色土（褐色礫混）
2　暗褐色土（褐色礫多量混）

1　時茶褐色土（もろい）
2　黒色土（灰白色礫混）
3　時茶褐色土（黒色土混）

－
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十
千
三

」
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279，1m

豹

G

S K－17

1　黒色土（褐色礫混）

駅軍
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黒色土（褐色土・礫混）
黒色土（礫混）
褐色礫（黒色土混）

278．8m

物
藤

。K＿18」　　辛
S＝1：50

挿図34　SK－13～19遺構図
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278．6m
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S＝1：50
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S K－23

1　黒色土（褐色礫混）
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…
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2m

挿図35　SK－20・23・24・27・28遺構図

挿表23　土坑出土土器観察表

l　黒色粘質」二
（暗褐色土ブロック混）

2　黒色粘質土
3　黒色粘賃土

（暗褐色土ブロック多量混）
4　黒色粘質土

（2層よりやや薄い）

㍉

1　黒色土・暗茶褐色土混在（礫混）

278．9m

劾

L

S K－28

矧≡

遣 物 番 号
挿 図 番 号
図 版 番 号

遺 構 名
種 　 類

器 　 種

法 　 量

（ c m ）

形 態 上 の 特 徴

外 　 面 　 調 　 整
内 面 調 整 内 面 色 調 外 面 色 調 胎 土 ・ 焼 成 取 上 N o ． 備 　 考 実 測 者 N o ．

P o 　 3

3 6

3

S K － 0 3 縄 文 中 期

深 鉢

（ D △ 5 ．8 1 段 L の 撚 糸 文 を 約 3 m m 間 隔 に 施

す 。

横 方 向 の ナ デ 。 褐 灰 色

1 0 Y R 6 ／ 1

に ぷ い 黄 桂 色

1 0 Y R 7 ／ 3

密 ・ 良 好 1 2 5 4 里 木 2 式 清 水 － 1 0 7

P o 　 4 S K － 0 3 縄 文 後 期 （ 彰 △ 1 ．8 凹 線 文 系 。 3 条 以 上 の 凹 線 と わ ず 丁 寧 な 横 方 向 の ミ ガ 灰 黄 色 灰 黄 色 密 ・ 良 好 1 2 3 0 馬 取 式 併 清 水 － 1 8 5

3 6

3

深 鉢 か に 刻 み 部 が 残 る 。 キ 。 1 0 Y R 6 ／ 2 ～

褐 灰 色 5 ／ 1

1 0 Y R 6 ／ 2 ～

褐 灰 色 5 ／ 1

行 か

P 0 　 5 S K － 0 6 縄 文 早 期 ① △ 4 ．0 横 方 向 の 粗 い 条 痕 地 に 貝 殻 腹 縁 に 横 方 向 の 粗 い 条 痕 。 浅 黄 色 2 ．5 Y に ぷ い 黄 橙 色 密 （ 繊 維 は そ 1 3 9 4 繊 維 土 器 清 水 － 8 5

3 6

3

深 鉢 よ る 縦 方 向 の 爪 形 文 風 の 施 文 、 口

縁 端 部 は 幅 広 の 刻 み 臼 状 に 施 文 。

口 縁 端 部 は ナ デ る 。 1 0 Y R 7 ／ 4 れ ほ ど 多 く は

な い ） ・ 良 好

～ 前 期 初

頭 か 。

P o 　 6 S K － 0 6 突 帯 文 ① △ 4 ．2 口 縁 部 は 外 傾 し 丸 い 。 三 角 形 の 小 端 部 付 近 を 横 に ナ デ 浅 黄 色 浅 黄 色 密 （ 1 ～ 3 m m の 1 3 9 7 Ⅱ 一 B 類 清 水 － 5 4

3 6 探 鉢 さ な 無 刻 み 目 突 帯 を も っ 。 以 下 横 る 。 以 下 斜 め 方 向 の 2 ．5 Y 8 ／ 3 2 ．5 Y 8 ／ 3 石 英 ・ 5 m m 大 胎 土 分 析

3 方 向 の 粗 い ナ デ 。 粗 い ナ デ 。 の 礫 有 ） ・ 良 N o ．2 7

P o 　 7 S K － 0 9 弥 生 前 期 （ 丑 △ 7 ．5 横 方 向 の ミ ガ キ 。 肩 部 に 1 条 の 横 剥 落 が 著 し い 。 ナ デ に ぷ い 黄 橙 色 橙 色 密 （ 1 m m 大 の 1 4 4 9 遠 賀 川 系 清 水 － 1 8 6

3 6 C － 3 － 3 －＝ ヒ宝 E
方 向 の 沈 線 を 施 す が 、 つ な が ら な か 。 1 0 Y R 7 ／ 4 5 Y R 7 ／ 8 砂 粒 を 多 く 含 6 8 4 胎 土 分 析

3 C － 4 － 1 い 。 む ） ・ 良 好 9 6 9 N o ．3 7

P o 　 8 S K － 1 0 底 部 （ む △ 2 ．0 底 面 お よ び 立 ち 上 が り 付 近 ナ デ 。 立 ち 上 が り 付 近 に 指 に ぷ い 黄 栓 色 に ぷ い 黄 橙 色 や や 粗 （ 2 ～ 3 1 4 5 2 清 水 － 1 0

3 6

3

指 頭 圧 痕 。 頑 圧 痕 。 1 0 Y R 7 ／ 2 1 0 Y R 7 ／ 2 m m の 石 英 を 多

く 含 む ） ・ 良

P o 　 9 S K － 1 1 縄 文 早 期 （ D △ 7 ．4 槙 ・ 斜 め 方 向 、 や や 斜 格 子 状 に 条 横 方 向 の 条 痕 。 浅 黄 色 橙 色 密 （ 繊 維 は や 1 4 6 4 繊 維 土 器 清 水 － 1 6 4

3 6

3

B ＿ 3 － 1 深 鉢 痕 が あ る 。 底 に 近 い か 。 2 ．5 Y 7 ／ 4 5 Y R 7 ／ 6 や 多 い ） ・ 良

好

1 1 4 7

P 0 1 0 S K － 1 6 実 等 文 （ 彰 △ 3 ． 2 口 縁 部 は 直 立 し 丸 い 。 端 部 付 近 に 比 較 的 丁 寧 な 横 方 向 に ぷ い 褐 色 に ぷ い 褐 色 密 ・ 良 好 1 6 0 6 Ⅱ － D 類 清 水 － 5 9

3 6

3

深 鉢 三 角 形 の 大 き な 無 刻 み 目 突 帯 を も

つ 。 以 下 比 較 的 丁 寧 な 横 方 向 の ナ
デ 。

の ナ デ 。 7 ． 5 Y R 5 ／ 4 7 ． 5 Y R 5 ／ 4 胎 土 分 析

N o ．2 5
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第4節　土坑
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挿図36　土坑出土遺物実測図

挿表24　土坑出土石器観察表

o S＝1：3　　10cm

遺物番号
挿図
番号
図版
番号

遺構名種　　類
法　　　　皇

（cm）
形　態　上　の　特　徴 重　量 石　　材 取上No．実測者No．

S　l36 3SK－08 磨製石斧⑤△7．6　⑥　6．8　⑦　3．7刃部と基部を欠損する太型蛤刃石斧か。 △280g閃緑岩 1620清水－120

S　236 3SK－08 石錘 ⑤　9．4　⑥　5．3　⑦　5．4楕円形の礫に溝を打ち欠いている有溝石錘。 410g石英斑岩

球顆ができている

1621清水－184

計28基の土坑を検出した。落し穴のように性格の明らかなものもあるが、ほとんどが性格不明である。中には

木の痕跡の可能性のあるものもみられるが、明らかに風倒木痕であるものは除いている。

出土遺物から時期を考えると、SK－11からはP09が出土しており、もう1点の土器も繊維土器とみられ、

縄文時代早期の土坑の可能性がある。SK－03からは里木2式がP03と底面付近からを合わせて6点と馬取式

P04も出土しているがP04はかなり浮いた状態で出土しているため、SK－03は中期後半の土坑と考えられる。

SK－06のP06とSKT16のPolOは突帯文土器、SK－09のP07と図化していないがSK－07から頸部に突帯

と楕円形の連続する挟りをもっ遠賀川系の壷の頸部、SK－09から段の下側が低まる肩部が出土している。いず

れも良好な出土状況ではなく、突帯文土器あるいは粗製土器と遠賀川系土器の共伴関係は不明である。その他、

SK－15から弥生時代中期の聾の口縁部が出土している。その他粗製土器が出土しているが時期は不明で、層位

的にみてもSK－23・24を除き付近の住居跡やピット群と大きな時期差はないものと考えられる。
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第5節　落し穴

S K－21（挿図37　図版2）

D－3グリッドの西側に位置する遺構。

第2遺構面の標高277．80m付近から検出し

た。上面を検出中に若干削平した可能性が

強く、元来はもう少し上部から掘り込まれ

ていたと推測される。平面形は検出面・底

面形ともに円形を呈し、断面形は逆台形状

である。規模は検出面で長軸1．30mx短軸

1．20m、底面で長軸0．68mX短軸0．58m、

残存する部分での底面までの最大の深さは

1．02mを測る。底面の中央部分からピット

を検出した。平面形は楕円形で、規模は長

軸0．20mX短軸0．15m、深さは最大で0．17

mを測る。本遺構は形態から落し穴と考え

られるものであるが、土坑掘削中に南側か

ら大きな礫が出土したためそれ以上掘り下

げることができず、北側に偏って掘削を継

続している。また、底面ピットも下に礫が

存在したため、そこで掘削を中止している。

埋土は土坑部分が12層、ピット部分が2層

に分層出来た。いずれも黒色系の埋土であ

る。自然流入による堆積と推測される。

埋土中から小礫が若干出土したが、明確

な遺物の出土はない。そのため時期を特定

することは出来ないが、上部に存在する包

含層との関連から縄文時代晩期終末の突帯

文土器期には下限が押さえられる。

S K－22（挿図38）

E－2グリッドの南西側に位置する遺構。

第2遺構面の標高277．90m付近から検出し

た。畑地造成に伴って削平を受けており、

元来はより上方から掘り込まれていたと推

測される。平面形は検出面・底面形ともに

円形状を呈し、断面形は逆台形状である。

規模は検出面で長軸1．00mX短軸0．94m、

底面で長軸0．59mx短軸0．55m、残存する

部分での底面までの最大の深さは0．90mを

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

暗褐色粘砂土（黒褐色土中ブロック混）
黒色粘砂土
黒色粘砂土（2層よりやや薄い）
暗茶褐色粘砂土
黒色粘砂土（3層よりやや薄い）
黒褐色粘砂土
暗茶褐色粘砂士
茶褐色粘砂土（黄褐色土小粒多量混）
暗褐色粘砂土
褐色粘砂土（黄褐色土中ブロック多量混）
暗褐色粘砂土（褐色土中ブロック混）
褐色粘質土（黄褐色土中ブロック少量混）
暗褐色粘砂土
褐色粘砂土（黄橙色土大粒混）

LL＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿　　」

挿図37　SK－21遺構図

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

黒色粘質土
淡黒色粘冥土（花崗岩小礫混）
黒褐色粘砂土
黒色粘質土
淡黒褐色粘砂土（小礫多量混）
黒褐色粘砂土
淡黒色粘砂土
黒褐色粘砂土（小礫多量混）
黒褐色粘砂土（小礫混）
淡黒褐色粘砂土（小礫少量混）
淡褐色砂
淡褐色砂（暗褐色土中ブロック混）

挿図38　SK－22遺構図

測る。底面の南寄りからピットを検出した。断面調査を優先したため一部を破壊したが、残存部では平面形は楕

円形状で、規模は長軸0．16m以上×短軸0．14m、深さは最大で0．26mを測る。本遺構は形態から落し穴と考えら

－38－
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第5節　落し穴

れるものである。埋土は土坑部分が10層、ピット部分が2層に分層出来た。このうちの第11層は底面ピットに設

置された杭痕を示すものと推測される。自然流入による堆積と考えられる。

埋土中から明確な遺物の出土はない。そのため時期を特定することは出来ないが、上部に存在する包含層との

関連から縄文時代晩期終末の突帯文土器期には下限が押さえられる。

S K－25（挿図39）

G－2グリッドの南西側に位置する遺構。第2

遺構面の標高278．60m付近から検出した。平面形

は検出面・底面形ともに円形状を呈し、断面形は

いびっな半円形状である。規模は検出面で長軸

0．98mx短軸0．91m、底面で長軸約0．41mX短軸

0．39m、残存する部分での底面までの最大の深さ

は0．62mを測る。底面の中央部分からピットを検

出した。断面調査を優先したため一部を破壊した

が、残存部から判断すると平面形は円形ないし楕

円形状で、規模は長軸0．11m以上×短軸0．04m以

上、深さは最大で0．12mを測る。本遺構は形態か

ら落し穴と考えられるものである。埋土は土坑部

分が11層、ピット部分が1層に分層出来た。埋土

は茶色系統の色調を帯びた土が中心であった。自

然流入による堆積と推測される。

埋土中から明確な遺物の出土はない。そ

のため時期を特定することは出来ないが、

上部に存在する包含層との関連から縄文時

代晩期終末の突帯文土器期には下限が押さ

えられる。

S K－26（挿図40　図版2）

F－2グリッドの中央付近に位置する遺

構。第2遺構面の標高278．40m付近から検

出した。平面形は検出面・底面形ともに円

形状を呈し、断面形は逆台形状である。規

模は検出面で長軸1．06mx短軸0．92m、底

面で長軸0．67mX短軸0．64m、残存する部

分での底面までの最大の深さは1．08mを測

る。底面の中央部分からピットを検出した。

断面調査を優先したため一部を破壊したが、

残存部から判断すると平面形は円形ないし

楕円形状で、規模は長軸0．17mX短軸0．10

m以上、深さは最大で0．32mを測る。本遺

構は形態から落し穴と考えられるものであ

る。埋土は土坑部分が20層、ピット部分が

1暗茶褐色粘質土（小砂礫混）
2　暗茶褐色粘質土（小砂礫多量混）
3　暗茶褐色粘質土（小砂礫混）
4　暗褐色粘質土（小砂礫混）
5　暗茶褐色粘質土（小砂礫混）
6　淡黒褐色粘質土（小砂礫少量混）
7　暗茶褐色粘質土（小砂礫多量混）
8　暗褐色粘質土（小砂礫少量混）
9　暗茶褐色粘質土（小砂礫少量混）
10　茶褐色粘冥土（小砂礫少量混）
11茶褐色粘質土（小砂礫混）
12　淡茶褐色粘質土（小砂礫少量混）

1黒褐色粘砂土（小砂礫少量混）
2　時茶褐色粘砂土（小砂礫少量混）
3　暗褐色粘砂土（小砂礫混）
4　暗褐色粘砂土（小砂礫多量混）
5　暗茶褐色粘砂士（小砂礫多量混）
6　黒褐色粘砂土（小砂礫少量混）
7　暗褐色粘砂土（小砂礫混）
8　黒褐色粘砂土（小砂礫少量混）
9　黒褐色粘砂土（小砂礫少量混）
10　暗褐色粘砂土（小砂礫多量混）
日　黒褐色粘砂土（小砂礫混）
12　暗茶褐色粘砂土（小砂礫少量混）
13　茶褐色粘砂土（小砂礫多量混）
14　暗褐色粘砂土（小砂礫少量混）
15　暗茶褐色粘砂土（小砂礫少量混）
16　黒褐色粘砂土（小砂礫少量混）
17　茶褐色粘砂土（小砂礫混）
18　暗茶褐色粘砂士（小砂礫少量混）
19　暗褐色粘砂土
20　暗褐色粘砂土
21淡褐色粘質土

（黄褐色土小ブロック少量混）

－39－



第3章　上菅荒神原遺跡の調査

1層に分層出来た。埋土は暗茶色系統の色調を帯びた土が中心であった。自然流入による堆積と推測される。

埋土中から明確な遺物の出土はない。そのため時期を特定することは出来ないが、上部に存在する包含層との

関連から縄文時代晩期終末の突帯文土器期には下限が押さえられる。

第6節　溝状遺構

S D－01（挿図41～43　挿表25・26　図版2・3）

I区第2遺構面、B～D－1～6グリッドにかけて位置する。暗茶褐色土包含層の下で検出した。調査区を東

西方向に横断し調査区外に続いている。東壁付近では4条の中流路が合流するが、西壁付近で再び2条の流路に

分流する。一部東端でSD－02と重なるが、切り合い関係は確認できていない。規模は全長約46．6m以上、幅は

最も狭いB－B′付近で5．3m、最も広い調査区西壁付近で約19．7mを測る。底面の標高は東壁付近で278．4m、西

壁付近では276．7mを測り、約1．7mの高低差をもって東から西方向に下る。走向は中央付近でN－610－Wを測る。

埋土は21層に分層できた。ArA′をみると、黒色土と暗褐色土の混じりの層が底面付近にみられる。B－B′で

は第14層の黒色土があるが、これは一時流れの幅が狭くなったものとみられる。他はレンズ状の堆積で、この流

路はある程度の時間をかけて堆積したものと考えられる。

遺物はPoll・12、S3～9が出土した。Pollは風倒木痕による撹乱層中にあり、Po12は底面から約30cm浮い

ているため時期判断の資料としては不十分であるが、いずれも員殻腹縁による施文をもち、Pollは繊維を含む

繊維土器、Po12は繊維は含まず口縁端部を肥厚させる羽島下層式に類似している。これらの土器は繊維土器か

ら羽島下層式にかけて、縄文時代早期末から前期初頭頃のものと考えられる。石器はS3～5が黒曜石石嫉、S

6は石核、S7は敲石、S8・9は凹石である。黒曜石の多くはC－3グリッド中央西側付近、B－B′より下

流で集中している。産地同定の結果、S3・4・6が隠岐島久見産であった。

S D－01
1　暗褐色土
2　黄褐色土・暗褐色土混在（礫混）
3　黄褐色土・暗褐色士混在

（礫・5～15m大の石多量混）
4　暗灰褐色土（黄褐色土ブロック混）
5　黒色土・暗褐色土混在（礫混。3層より暗い）
6　黒色土（礫混）

13　暗褐色礫（嚢名士混）
14　黒色士（灰白色礫多量混）
15　明褐色砂礫
16　暗黄色土・黒色土混在（10層より暗い）
17　黒色土（灰白色礫少量混）
18　暗茶褐色土（褐色礫混）
19　暗茶褐色士（褐色礫多量混）
20　時黄褐色土（褐色礫多量混）

7　黄褐色土・暗褐色土混在（礫・5～15cm大の石混）21黒色土・暗黄色土混在（灰白色礫多量混）
8　黒色土
9　黒色土（暗黄色土ブロック・灰白色礫混）
10　暗黄色土（灰白色礫混）
11黒色土（灰白色礫、石多量混）
12　暗褐色礫（13層より明るい）

S D－02
1暗茶褐色土（褐色礫混）
2　時黄灰色粘質土（火山ガラス少畳乱密）
3　黒色土・暗灰色粘質土混在（密）
4　黒色土（褐色礫多量混）
5　黒色土（褐色礫混）
6　黒色土・褐色土混在（5～15cm大の石多量混）
7　暗茶褐色土・褐色土混在（5～15cm大の石多量混）
8　褐色士（暗茶褐色土ブロック混）
9　黒色粘質土
10　黒色土・暗褐色土混在（5～10cm大の石多量混）
目　黒色土（5cm大の石混）
12　褐色土・暗褐色土混在（5～20cm大の石混）
13　暗茶褐色土（砂多量混）
14　黒色土・暗褐色土混在（礫多量混）
15　暗茶褐色土・褐色土混在（褐色礫・15cm大の石混）
16　時茶褐色土（5～10m大の石多量混。褐色礫混）
17　黒色土（褐色礫・5cm大の石混）
18　黒色土（5～15cm大の石混）
19　時茶褐色土（5～20m大の石混）

挿図41SD－01・02土層図
－40－
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第6節　溝状遺構

1

1

l

l

挿図42　SD－01・02遺構図
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第3章　上菅荒神原遺跡の調査

黒曜石は掘り下げ中一括も含め74点出土した。この中には石核2点、母岩からの剥片が4点確認できた。主剥

離面が縦方向のものと横方向のものはほぼ同じくらいであるが、1cm角に満たない小剥片も15点ある。剥片の形

態は三角形よりも四角形がやや多いが、縦長の剥片も8点ほどみられた。石の質は良いものが多くみられた。い

ずれもSD－01の底面からは浮いており流れ込みとも考えられるが、層位的にはぼ一定しており、SD－01が堆

積しているある段階に付近で石器製作が行われていたものと推測したい。

土器は掘り下げ中一括出土も加えると繊維土器が25点出土した。縄文を施すものは、表裏縄文が7点、表が縄

文で裏が条痕のもの3点、裏が不明のもの2点であった。縄文は2段RL縄文を主な原体とし、暗茶褐色土包含

層出土のPo16～26に類似するものが多いが、中には胎土が異なり乱雑に縄文を施すものもみられた。条痕を施

すものは、表裏条痕が6点、表が条痕で裏は条痕後ナデのもの4点、表裏ともに条痕後ナデのもの3点でいずれ

も横方向の条痕が主体であった。また繊維が確認できないものが6点あり、調整は表がナデまたは条痕後ナデ、

裏がナデを主体としていた。器壁の非常に薄いものも2点みられた。それ以外に里木2式1点、弥生時代前期の

休部1点が出土したがいずれも風倒木痕からで、この風倒木痕は弥生時代以降と考えられる。遺物の時期は全体

挿表25　SD－01土器観察表

遺物番号
挿図番号
図版番号

遺構名
種　 類

器　 種

法　 量
（cm）

形態上の特徴
外　面　調　整 内面調整 内面色調 外面色調 胎土 ・焼成 取上No． 備　 考 実測者No．

Po ll SD －01 縄文早期 （彰△ 3．7 横方向の条痕地に貝殻腹縁による 横方向の条痕。 にぷい黄橙色 にぷい黄橙色 密（繊維は比 2163 繊維土器 清水－188

43
3

探鉢 縦方向の爪形文風の施文をする。 10Y R 7／3 10Y R 7／3 較的多い）・
良

～前期初
頭か

Po 12 SD －01 縄文前期 （9 △ 2．0 口縁端部やや下がった位置を肥厚 横方向の条痕後ナデ。 灰褐色 明赤褐色 密（2 mm大の 2150 前期初頭 清水－168

43
3

深鉢 させ、端部付近に貝殻腹縁による
斜め方向の施文をする。突帯の下
は横方向の条痕か。

5Y R 4／2 5Y R 5／6 石英を含む。
繊維は確認で
きず）・良

か

挿表26　SD－01石器観察表

遺物番号
挿 図
番号

図版
番号

遺構名 種　　 類
法　　　　 皇

（cm ）
形　 態　 上　 の　 特　 徴 重　 量 石　　 材 取上 No． 実測者No．

S　 3 43 3 S D －0 1 石鍍 ⑤　 2．2　 ⑥ 1．4　 ⑦　 0．3 挟 り長 2 mm／全長22mmで、挟 りの深度 は0．18 、

接点間 は13mmで ある。断面 は レンズ状 で、調整

は中央部 まで およぶ ものの内外面 と もに非連続

の細部調整 を施す。

0．5 g 黒 曜石

隠岐久 見産

同定No．8

2091 大 角－86

S　 4 43 3 S D －0 1 石嫉 ⑤　 2．0　 ⑥ 1．5　 ⑦　 0．3 挟 り長 2 mm／全長20mm で、挟 りの深度 は0」＿0 、

接点間 は13mm である。 断面 は レンズ状 で、調整

は中央部 までおよび、 内外面 と もにはぼ連続 す

る細部調整 を施 す。

0．6 g 黒曜石

隠岐久見産

同定No．9

2115 大角－85

S　 5 4 3 3 S D － 01 石錬未製品

か

⑤△2 ．3　 ⑥△0．9　 ⑦△0 ．3 左面 は深度 の深 い非連続 の調 整、右面 は一部連

続 する細部調整 を施 すが、他は粗い調整である。
△　 0 ．6 g 黒曜石 2090 大角－87

S　 6 43 3 S D － 01 石核 ⑤　 4 ．9　 ⑥　 2．9　 （9　 2．3 断面 はやや長 い三 角形 で、剥離軸は不規則であ

る。

26 ．4 g 黒曜石

隠岐久見産

同定NnlO

2117 西川 6

S　 7 43 3 S D － 01 敲石 ⑤△ 5．3　 ⑥　 7．7　 ⑦　 4 ．3 先端部 に敲 きによる窪みあ り。 △250　 g 石英閃緑岩 2168 清水－170

S　 8 43 3 S D － 01 凹石 ⑤　 9．5　 ⑥　 9．0　 ⑦　 5．9 1 ヶ所 がわずかに窪み、磨滅する。 620　 g 花崗岩 2193 清水－169

S　 9 43 3 S D － 01 凹石 ⑤ 11．9　 ⑥ 13．8　 ⑦　 3．4 扁平 な礫 の中央部 が窪む。 760　 g 細粒花崗岩 2184 清水－116

挿表27　SD－02土器観察表

遺物番号
挿図番号
図版番号

遺構名
種　 類

器　 種

法　 量
（cm ）

形態上 の特徴
外　 面　 調　 整

内面調整 内面色調 外面 色調 胎土 ・焼成 取上No． 備　 考 実測者Nn

P o 13 S I〕102 縄文早期 （彰△ 3．3 山形 の押形 を横方 向に施 す。剥落 横方 向の条痕。 褐色 褐色 密 ・良 2196 黄 島式 直 清水－189

44

3

深鉢 が著 しいが 3 段程度 は碓認できる。

文様 の下 は条痕 か。

7 ．5Y R 4／ 3 7 ．5Y R 4／ 3 前 か

P o 14

44

3

S 工）－02 縄文早期

探鉢

（彰△ 2．8 繊維痕 およびわず かに縄文の痕か。 ナデか。 暗褐色

10Y R 3／ 3

暗褐色

10Y R 3／ 3

密 （1 ～ 3 mm

の砂粒 ・繊維
をやや含む）・

良

2206 繊維土 器 清水－190

P 0 15

44

3

S D －02 縄文早期

深鉢

① △ 2．3 横方 向の粗 い条痕。底付近 か。 横方 向の粗 い条痕。 にぷい褐色

7．5Y R 5／ 3

にぷい褐色

7．5Y R 5／ 3

密 （繊維 を や

や含む）・良

2220 繊維土器

菱根式か

清水－191

－42－
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挿図朋　SD－02遺物実測図

挿表28　SD－02石器観察表

遺物番号
挿図
番号

図版
番号

遺構名 種　　 類
法　　　　 量

（cm）
形　 態　 上　 の　 特　 徴 重　 量 石　　 材 取上No． 実測者No．

S　 lO 44 3 S D －02 石金族 ⑤△2．0　 ⑥△1．4　 ⑦　 0．4 挟 り長 4 mm／全長20mm以上で、先端部が欠損 し

て いるが挟 りの深度 は比較的大 きい。断面 は レ

ンズ状で、調整 は中央部後縁辺部 に内外面 とも
にはぼ連続す る細部調整 を施す。調整が探 いた

めに一部鋸状 となる。

△ 0．8 g 黒曜石 22 19 大角 －83

S　 ll 44 3 S D －02 石鍍未製品

か

⑤△2．8　 ⑥△1．9　 ⑦△0．7 断面 は非常 に厚 い。左面 は中央部 までお よぶ連

続す る細部調整を行 うが、右面 は大剥離面先端

部付近をわずか に加工 したに留 まる。

△ 2．1 g 黒曜石 2204 西川10

S　 12 44 3 SD －02 加工片 ⑤△3．7　 ⑥△1．5　 ⑦△0．4 わずか に左の下側 に二次加工 の痕か。製品 とは

ならな い。

△ 1．4 g 黒曜石 2 199 大角－88

S　 13 44 3 S D －02 加工片 ⑤△2．1　 ⑥△2．0　 ⑦△0．7 断面 は厚 い。左面 は中央か らの調整を二部施す。

先端部付近 にも調整痕。右面 は一部 に調整痕。

あるいは刃つぶ しか。

△ 2．2 g 黒曜石 22 16 大角－89

S　 14 44 3 S D －02 石嫉 ⑤　 2．6　 ⑥　 2．3　 ⑦　 0．5 挟 り長 2 mm／全長26mmで、挟 りの深度 は0．08 、

接点間 は14mmで ある。断面 は レンズ状で、調整

は中央部か ら縁辺部 に向か い大剥離後非連続一
部連続す・る細部調整 を施す。

3．7 g 安 山岩 2208 西川1 1

S　 15 44 3 S D －02 石嫉 ⑤　 2 ．2　 ⑥ 1．9　 ⑦　 0 ．4 挟 り長 2 mm／全長22mm で、挟 りの深度 は0．0 9、

接点 間は10mm である。 断面 は レンズ状 で、調整

は丁寧 で縁辺部 には連続 する細部調整 を施 す。

1．3 g 安 山岩 2223 西川 12

ー44－

7

l

t

l



第6節　溝状遺構

的に混入も少なく時期幅も狭い。遺構の時期は遺構の埋土上層からではあるが繊維土器Pollと前期初頭の土器

Po12が出土していることから、下限は縄文時代早期末～前期初頭と考えられる。

SD－02（挿図41・44　挿表27・28　図版2・3）

I区第2遺構面、A～C－4～6グリッドにかけて位置する。暗茶褐色土包含層の下面で検出した。調査区の

西方向から屈曲して北方向に向かい調査区外に続いている。北側はテラス状になり、さらに調査区際付近で一段

下がる。流路の屈曲部の西側は周囲よりも標高が高く大きな花崗岩の岩石が多くみられ、流路はこれを避けるよ

うに北側に向きを変えたとみられる。またテラス部はある程度流れが止まる状況のために形成されたものと考え

たい。規模は全長19．3m以上、幅10．8m以上で、底面の標高は西壁付近で278．3m、屈曲部付近では277．4mで約0．9

mの高低差をもち南東から北西方向に向けて傾斜する。走向は概ね東側ではNT570－Wから屈曲してN－80－

Eに向きを変える。埋土は19層に分層できた。C－C′をみると、西端付近に第5・6層があり、D－D′、E－

E′の断面でもみられることから、SD－01と同様、流れの幅が一時狭くなったことが想定できる。他は緩やか

に北に下がる堆積で、特に第2層は暗黄色のきめの細かな層で火山灰に類似していた。岡山理科大学の白石純氏

に観察していただいたところ、火山ガラスが含まれているがその量は少なく、層位的にも二次堆積の可能性が高

いとの教示を受けた。また北側の一段下がった際付近が黒く溝状に検出できたために掘り下げたが、この層は三

日月状にSD－02の底面よりさらに下に続いているため、北側に中心をもっ自然流路の南肩部と判断した。

遺物はPo13～15、SlO～15が出土した。Po13はほぼ底面上、P014は底から20cm以上浮いた状態で出土した。

P013は山形の押型文土器で黄島式の直前と考えられる。Po14・15は繊維土器で、P014は表が乱雑で浅い縄文の

痕跡、裏面はナデ、Po15は表裏条痕で器壁が厚く底部付近とみられる。P013は縄文時代早期中葉頃、P014・15

は繊維土器で縄文時代早期末頃と考えられる。SlOは黒曜石石嫉、Sll～13が使用方法は特定できないが加工痕

＼

＼

七。＼

り　　S＝1：400　10m

し　二　　　　」＿＿＿＿」

挿図45　SD－03遺構図

－45－

1褐色礫（鉄分多量混）
2　黄褐色砂礫（褐色砂利多量混）
3　淡褐色砂礫（2層より粒小さい）
4　褐色砂礫
5　暗褐色砂
6　黒色砂礫（鉄分多量混）
7　明褐色砂礫
8　暗茶褐色砂礫
9　黒色砂礫
10　暗茶褐色土（礫多量混）
11暗褐色砂礫
12　褐色砂礫土
13　暗褐色士（砂礫混）
14　褐色土（10cm大の石混）
15　暗褐色砂礫土
16　黒褐色土（淡黄褐色粘質土ブロック混）
口　暗褐色土（暗茶褐色士ブロック混）
18　淡黄褐色粘質土（礫少量混）
19　黒褐色土・淡黄褐色土混在

七（う　20票監讃豊吉混在
21淡黄褐色粕質士

（礫少量混。18屑よりやや暗い）
22　暗黄褐色士
23　明褐色砂礫
24　暗茶褐色土（褐色砂混）
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をもっ剥片でいずれも黒曜石、S14・15は安山岩製の石嫉であった。安山岩の産地は特定できなかった。

黒曜石は掘り下げ中一括も含め55点が出土した。石核はみられなかったが母岩からの剥片が3点確認できた。

石の質が悪く厚い剥片が目立ち、約30点は1cmに満たない小剥片である。これらの剥片はほとんどが北西側の屈

曲部付近からの出土で、SD－01と同様埋土上層から出土しており、SDT02が堆積しているある段階に付近で

石器を製作していたと考えたい。

土器はPo13は底面上、Po14・15は第2層中でいずれも浮いた状態で出土した。その他5点出土しているが、

1点は1段Lの乱雑な撚糸文で里木2式か。他4点は小片のため判断しにくいが内外面ともにナデを基本として

おり繊維は確認していない。いずれも第2層中付近からの出土である。遺構の時期は底面付近から押型文土器

Po13が出土していることから、縄文時代早期中葉頃と考えられる。

SD－03（挿図45）

I区の南東付近では、第1遺構面と第2遺構面が同一面で検出されたが、その下から溝状遺構SD－03を確認

した。F－6グリッドからC－3グリッドに向かい、西側の肩を検出したが東側の肩は確認することができてい

ない。掘り下げた範囲では幅9m以上、長さは40．8m以上で、北端は自然流路SD－01の底よりもさらに低い位

置で終わる。走向は概ねN－200－Wを測るが、北端付近でやや西に向かうようである。溝の断面は、A－A′を

みると第2～7層まで砂を含む層が堆積し、中でも第5層は1黒色土・暗茶褐色土混在（礫混）

粒子の均一な砂で、その下に鉄分を多く含む第6層が堆積し

ている。ただし第5層の上には粗い礫が堆積しており、一般

的な堆積とは逆の様相を呈している。鳥取大学名誉教授の赤

木三郎氏から、このような状況は逆グレーディング現象と呼

ばれ、土石流や洪水時に典型的にみられる堆積との教示をい

ただいた。遺構の上流部は山の際に続いているとみられ、こ

の付近の土砂を押し流したために起こったものと推察する。

遺構の底についてであるが、第7層から下には明褐色砂礫の

層が続いており、トレンチで確認したところ、底面から少な

くとも1．05m下まで明褐色の砂礫層が続いていた。その他、

第15～21層にかけて落ち込みがみられた。

遣物は出土していない。層位的にはSD－01を遡るとみら

れることから下限は縄文時代早期末と考えられる。

S D－04（挿図46）

Ⅱ区第2遺構面、F－3グリッドからG－3グリッドにか

けて西側に曲る弧状に検出できた。走向は概ねN－90～680

－Eを測る。規模は全長12m以上、幅は最大で0．87m、残存

する深さは最大で約10cmである。埋土は黒色土と暗茶褐色土

が混じる単層である。遺物は出土していない。

S D－05（挿図46）

Ⅱ区第2遺構面、G－3グリッド中央付近で西側に曲る弧状

に検出できた。走向は概ねN－200～450－Eを測る。規模は

全長3．6m、幅は最大で0．6m、残存する深さは最大で6．2cmと

浅い。埋土は黒色土の単層であった。遺物は出土していない。

－46－

278．9m l

黒色土（褐色礫混）

279．4m

C瘍C／

C／
－－

S D－05

旦二一

279．6m

三二こてコー＝

O Sニ1：80　　2111

」一＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」

挿図46　SD－04・05遺構図
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挿表29　暗茶褐色土包含層出土遺物一覧表

第7節　暗茶褐色土包含層

B 2 B 3 B 4 B 5 C l C 2 C 3 C 4 C 5

－1　 －2　 －3　 －4 －2　 －3　 －4 －2　 －3　 －4 －1　 －2　 －3　 ＿4 －1 －1　－2　 －3　 －4 －1　 －2　 ＿3　 ＿4 －1　 －2　 －3　 －4 －1　 －2　 －3　 ＿4

縄文早期

縄文前期

1

1　　　 1　 5

1

1

1 2 2　　 3

2 1　　　　　　 3

1　　　　　　 2 3 2　　 2　 1 3 2　 10　　　　 1

縄文中期

縄文後期

縄文晩期

突 帯 文

精製土器

9

1

1

9　　 4　　 2　 1

5　 11　 3

1

1

3

1

3　 1

1
粗製土器 1　 6　 1 2　　 4　 13 9　 13　 1　 22 14　　 6　 13　　 2 3　　　　 1　 4
弥生前期 1 1 1 1

1

1 1 1　 2　　　　 2

弥生 中期

陶 磁 器

1 2 6 1 2 1　 3

黒 曜 石 2　 1 1　 5　　 7

1

3　 10

1

1

10　　 2　 10　　 9 7　　 3 3　 10　　 2 10　 2 3　　 5　　 4

安 山 岩

石 製 品

1 1 1　　　　 1

1

2

D 3

●1　 ＿2　 －4

D 4

－1　 ＿4

D 5

－1　 －2　 ＿4

合　 計 割　 合

縄文早期

4　 1　 2 1　 2

1

1

1

8 1 2 6．2％

縄文前期 1 0．3％

縄文中期 35 1 1．3％

縄文後期

縄文晩期

突 帯 文

1

3

0．3％

0．0％

1．0％
精製土器 2 0．6％
粗製土器 1 58 5 1．2％
弥生前期 11 3．6％
弥生中期 16 5．2％
陶 磁 器 1 0．3％

309　　100．0％
黒 曜 石

安 山 岩

石 製 品

1　 1 17　 1 12 15 9

8

3

第7節　暗茶褐色土包含層

黒色土包含層の除去後に暗茶褐色土包含層を検出し

た。この層には縄文時代早期から弥生時代中期までの

遺物を包含している。SD－01が埋没する過程で形成

された中央部分の低まりを覆うように西側から張り出

しており、厚いところでも30cm程度である。この層を

境にして上面は第1遺構面、下面は第2遺構面で、第

2遺構面はSD－01・02の上層にあたる。

縄文時代早期末の土器はP016～28の繊維土器で、

Po16～26の表裏縄文土器、P027の表のみ条痕を施すもの、Po28の表裏条痕に分けられる。このうち表裏縄文は、

島根県大社町の菱根遺跡に類例があるため菱根式としている。Po16は外傾する口縁部である。繊維土器はB－

5－3・C－3－4・C－4－3・C－5－2グリッドからはそれぞれある程度まとまった状況で出土した。表

裏縄文の中には内面ナデのものも認められたが、全面に縄文が隙間無く施されているのではなく部分的に消えて

いるまたは消されている部分もあると考えている。条痕をもっものはPo27のように器壁の厚いものとPo28のよ

うに薄いものがある。口縁部は図化していないが表裏縄文と同様外傾してそのままおわる。縄文と条痕の組み合

わせは確認していない。繊維の童には若干差が認められ、概して条痕をもっものは器壁に厚薄があり繊維量にも

個体差が目立っが、表裏縄文土器は同一個体とみられるためか繊維の童はどれも一様で多くなく、焼きは良好で

赤褐色を呈し器面は硬い。

縄文時代前期初頭の土器はPo29の羽島下層2式で、「3」字状の連続する刺実をもち、胎土に繊維は含まない。

縄文時代中期後半の土器としてP030～38の船元式がある。このうちPo30・38は船元2～3式で、他は太い縄

と細い縄が交互に認められ船元4式と考えられる。他に里木2式も認められたが図化できなかった。これら中期

後半の土器はB－4－4・B－5－1グリッド付近に集中して認められた。

縄文時代後期の北白川上層式とみられる土器が1点出土したが、図化できなかった。最も点数の多いのは粗製

土器で、時期は不明であるが胎土には繊維を含んでいない。調整はほとんどがナデまたは粗いナデで、内面また

は外面に条痕をもっものも若干みられる。

石製品は黒曜石および安山岩の石嫉が出土している。黒曜石石嫉・石核はいずれも隠岐島久見産で、特にC－

2グリッドとC－4－3・C－5－1～2グリッドから黒曜石の剥片が集中して出土した。C－2グリッド付近は

SD－01の西側の黒曜石出土地点と一致し、1cm以下の小片は14点あり、石核は2点出土した。SD－01のもの

と同一時期のものと考えられる。C－4－3・C－5－1～2グリッド出土のものは小片が31点、母石からの剥

片が13点あり、石核は3点出土した。下の第2遺構面との境付近からの出土で、広い範囲に剥片が散乱していた。
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挿表30　暗茶褐色土包含層土器観察表
遺物番号
挿図番号
図版番号

遺構名
種　 類

器　 種

法　 皇

（cm）

形態上 の特徴

外　 面　 調「整
内面調 整 内面色調 外面色痢 胎土 ・焼成 取上No． 備　 考 実 測者No．

P 0 16 B －5－3 縄文早期 ① △ 4．8 表裏縄文。 2 段 のR L 縄文 を口縁 斜 め方 向に縄 文を施 褐色 褐色 密 （繊維 は や 1691 繊維土器 清水－82

47

4

深鉢 部付近 は斜 め、 その下 は横方 向に

施 す。

す。 消えている部 分

あ り。

7．5Y R 4／ 4 7．5Y R 4／ 4 や多 い）・良

好

菱根式

P 0 17 B －5－3 縄文早期 （彰△ 7．1 口縁部 は外傾 する。表裏縄 文。 2 斜め方向に縄文を施 にぷい赤褐色 明赤褐色 密 ・良好 1689 繊維土器 清水－135

47 深鉢 段 のR L 縄文 を横方 向に施 す。 織‘す。消えている部分 5Y R 4 ／ 3 ～ 5Y R 5／ 6 1697 菱根式

4 維痕 が目立 っ。 あ り。繊維痕が目立

つ○

明赤褐色

5Y R 5／ 6

1860

1862

1864

P o 18 C －4－3 縄文早期 ① △ 5．5 表裏縄文。 2 段 のR L 縄 文を槙方 斜め方向に縄文を施 橙色 明赤褐色 密 ・良好 1752 繊維土器 清水－138

47

4

探鉢 向に施 す。 消えている部 分あ り。 す。消えてい る部分

あ り。

5Y R 6／ 6 5Y R 5 ／ 8 ～

にぷ い褐色

7．5Y R 5／ 4

1833 菱根式

P 0 19 C －5－1 縄文早期 ① △ 4．5 表裏縄 文。 2 段のR L 縄文を横方 斜め方向に縄文を施 にぷい褐色 橙色 密 ・良好 1707 繊維土器 清水－139

47

4

C －5－2

C －4－3

探鉢 向に施 す。消えてい る部分あ り。 す。消えてい る部分

あ り。

7．5Y R 5／ 4 5Y R 6／ 6 1751
1835

菱根式

P o　 20 C －4－3 縄文早 期 （彰△ 6．3 わずかに内側に屈曲す る休部。表 屈曲部を境 に斜め方 にぷ い赤褐色 明赤褐色 密 （5 mm 大 の 1821 繊維土器 清水－134

4 7

4

深鉢 裏縄文。 2 段の R L 縄文を斜め方

向に施す。不定方向の繊維痕。

向 に縄文を交互 に施

す。

5Y R 5／ 4 5Y R 5／ 6 礫 有）・良 好 1825 菱根式

P o　 21 C －4－3 縄 文早期 ① △ 5．5 表裏縄文。 2 段の R L 縄文を斜め 斜め方向 に縄文 を施 にぷ い赤褐色 明赤褐色 密 ・良好 1826 繊維土器 清水 －133

4 7

4

深鉢 方向 に施す。表裏 とも同 じ位置 に

指の痕あ り。

す。指 により消 され

る。

5Y R 5／ 4 5Y R 5／ 6 菱根式

P 0　 22 B －5－3 縄文早期 （彰△ 4 ．5 裏のみ縄文が 目立っ。わずか に縄 2 段 のR L 縄文 を斜 明赤褐色 明赤褐色 密 ・良好 18 61 繊維土器 清水 －142

47

4

深鉢 の痕 あるが ナデが多 い。 め方向 に施す。 5Y R 5／ 6 5Y R 5／ 6 菱根式

P 0　 23 C －4 －3 縄文早期 （彰 △ 5．6 表裏縄文。 2 段 のR L 縄文 を斜 め 縦方 向に縄文を施す。 明赤褐色 明赤褐色 密 ・良好 1823 繊維土 器 清水－137

47

4

深鉢 また は横方向 に施す。 消 えている部分 が多

い。

5Y R 5／ 6 5Y R 5／ 6 菱根式

P o　 24 B －5－3 縄文早期 （彰△ 4 ．1 表裏縄文。 2 段 のR L 縄文 を斜 め 斜 め方 向に縄文 を施 にぷい赤褐色 にぷい赤褐色 密 ・良好 1693 繊維土器 清水－143

47
4

深鉢 方向 に施す。 す。一部剥落 のため

によ り不 明瞭。

5Y R 5／4 5Y R 5／ 4 菱根式

P o　 25 C －5－2 縄文早期 （》△ 2．9 表裏縄文。 2 段 のR L 縄文 を縦方 横方 向に縄文 を交互 橙色 にぷい赤褐色 密 ・良好 1734 繊維土器 清水－141

47

4

深鉢 向に施 す。 に施 す。 消えている

部分 あ り。

5Y R 6 ／ 6 ～

灰褐 色4 ／ 2

5Y R 4／ 3 菱根式

P 0　 26 D －5－1 縄文早期 （9 △ 3．1 表裏縄文。 2 段 のR L 縄文 を縦方 縦方 向に縄文を施す。 明赤褐色 赤褐色 密 ・良好 1797 繊維土器 清水－140

47

4

探鉢 向に施 す。 消えている部分あり。 5Y R 5／ 6 5Y R 4／ 6 菱根式

P 0　 27 B －6－2 縄文早期 （》△ 4．8 横 または斜 め方 向の条痕。 口縁 部 繊維 の剥落のため痕 にぷい褐色 にぷい褐色 密 （繊維 は表 2056 繊維土器 清水－146

47

4

深鉢 付近 か。 わずかに炭化物 付着。 が多い。指頭圧痕か。 7．5Y R 5／ 3 7．5Y R 5／ 3 面付近に多い）

・良

2057

P 0　 28

47

4

C －3－4 縄文早期

深鉢

（彰△ 7．5 横 もしくは斜め方向の交互に粗い

条痕 を施 す。器壁は 5 ～ 7 mm と薄

い。

横方向の粗い条痕。 にぷい黄橙色

10Y R 6／ 4 ～

褐灰色4／ 1

にぷい黄桂色

10Y R 6／ 4 ～
褐灰色4／ 1

密 ・良 2045 繊維土器 清水－160

P 0　 29 B －3－2 縄 文前 期 （9 △ 1．7 「3 」字状の 3 通則突文を 2 段以上 ナデか。 明黄褐色 褐灰色 密 ・良 1920 羽 島下層 清水－166

48

4

探鉢 施す。口綾部付近 とみ られ る。器

壁 は4 ～ 6 mm と薄 い。

10Y R 7／ 6 10Y R 4／ 1 2 式

P 0　 30 B －5 －1 縄文中期 （む△ 4 ．0 口縁部がやや外反す る。撚 りの粗 口縁端部 に内傾面 を にぷ い黄桂色 にぷ い黄橙色 密 （1 mm前 後 164 6 船元 2 ～ 清水 －62

48 B －5－2 深鉢 （診 ※20．4 い 2 段 のR L 縄文 を縦方向に施す。 もち、無節 R の縄文 10Y R 6／ 4 10Y R 6／ 4 の砂粒を含む） 1676 3 式

5 内面 口縁部 の原体 と異 なる。器壁

は比較 的厚 い。

を施す。休部横 また

は斜 め方 向のナデ。

・良好 1677

P 0　 31 B －4－4 縄文 中期 ① △ 2．7 口縁部 がやや内湾。キャリノヾ－型か。 口縁端部 に斜 め方 向 橙色 にぷい黄 桂色 密 （1 ～ 2 mm 1661 船元 4 式 清水－61

48

5

深鉢 2 段 のR L 縄文 を縦方 向に施 す。

太 い縄 と細 い縄 が交互 に重 なる。

の縄文。下 は横 また

は斜 め方 向のナデ。

7．5Y R 6／ 6 10Y R 6／ 4 の石英を多 く

含む）・良

P 0　 32 B －5－1 縄文 中期 ① △ 6．6 キ ャリバー型の頸部付近 か。 2 段 槙 または斜 め方 向の 橙色 橙色 密 （1 mm 前 後 1655 船元 4 式 清水－132

48

5

探鉢 のR L 縄文を縦方 向に施 す。 ナデ。 7．5Y R 7／ 6 7．5Y R 7／ 6 の砂粒を多 く

含む）・良

P o　 33 B －5－1

B －4－4

B ＿4＿4

B －5－1

B ＿414

D －5－1

縄文 中期 （彰△ 5．6

（彰△ 3．7

（彰△ 5．0

① △ 4．6

（D △ 2．6

（9 △ 3．2

キ ャリバー型の頚部付近か。 2 段 横 または斜め方 向の 橙色 灰黄褐色 密 （1 mm 前 後 1654

2017

1659

1654

1644

1777

船元 4 式

船元 4 式

船元 4 式

船元 4 式

船元 4 式

船元 2 ～

清水－130

清水－147

清水－136

清水－13 1

清水－155

清水－152

48

5

探鉢 のR L 縄文を縦方向に施 す。 ナデ。 7．5Y R 7／ 6 10Y R 5／ 2 の砂粒を多 く

含む）・良

P o　 34 縄文 中期 内湾する休部。 2 段のR L 縄文を 横 または斜め方向の 明黄褐色 明黄褐色 密 ・良

密 ・良

密 （1 mm 前 後

48

5

P 0　 35

深鉢 施 す。一部剥落のために不明瞭。 ナデ。 10Y R 7／ 6 10Y R 7／ 6

縄文 中期 わずかに外反する休部。 2 段のR 横 または斜め方向の 橙色 橙色

48

5

P o　 36

探鉢 L 縄 文を施す。 ナデ。 7．5Y R 7／ 6 7．5Y R 7／ 6

縄文 中期 内湾する休部。 2 段のR L 縄文を 横または斜め方向の 樟色 灰黄褐色

48

5

探鉢 施 す。一部剥落のために不明瞭。 ナデ。 7．5Y R 7／ 6 10Y R 5／ 2 の砂粒を多 く

含む）・良

P 0　 37

48

5

P 0　 38

縄 文中期

深鉢

縄文中期

2 段 R L の縄文が縦方向に重なる。

きわめて撚 りの粗 い 2 段 L R の縄

横方向のナデ。

横方向の ナデ後縦方

橙色

7．5Y R 7／ 6

黒褐色

橙色

7．5Y R 7／ 6

．黒褐色

密 （1 mm 前 後

の砂粒を含む）

・良

密 ・良好

48

5

深鉢 文を施す。 向の ナデ。 2．5Y 3／ 1 2．5Y 3／ 2 3 式

t

J

l

l

l

I
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挿図47　暗茶褐色土包含層土器実測図（1）

－49－



第3章　上菅荒神原遺跡の調査
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挿図48　暗茶褐色土包含層土器実測図（2）

挿表31時茶褐色土包含層石器観察表

遺物番号
挿 図
番号

図版
番号

遺構名 種　　 類
法　　　　 量

（cm ）
形　 態　 上　 の　 特　 徴 重　 量 石　　 材 取上No． 実測者No．

S 16 49 5 C －4 －4 石錬 ⑤　 2．7　 ⑥ 1．6　 ⑦　 0．4 挟 り長 6 mm／全長27mmで、挟 りの深度 は0．22 、

接点間 は14mmで ある。断面 は レンズ状 で、調整

は非常 に丁寧で 中央部 か ら縁辺部 には連続 する
細部調整 を施 す。

0．9 g 黒曜石

隠岐久見産

同定No．3

1702 大角 －84

S 17 49 5 石金族′ ⑤ 1．8　 ⑥ 1．5　 ⑦　 0 ．4 挟 り長 2 mm／全長 15mm で、挟 りの深度 は0．13、

接点 間は10mm である。 幅が長 さを上 回る。断面

は レンズ状 で、調整 は左面 は丁 寧なのに対 し、
右面 は大剥離面 を生 か し縁辺 部のみに細部調整

を施 す。

0．7 g 黒曜石

隠岐久見産

同定No．7

2055 西川 9

S　 18 49 5 C －3－1 石核 ⑤△3．7　 ⑥△3．3　 ⑦△1．4 断面 は不整な三 角形 または菱形で、剥離軸は不

規則である。

△ 13 ．4 g 黒曜石

隠岐久見産

同定Nn 5

1924 西川 4

S　 19 49 5 D －5－4 石嫉 ⑤△1．3　 ⑥ 1．6　 ⑦　 0．3 挟 り長 2 mm ／全長 20mm 以上で、接点間は12mmで

ある。 断面 は レンズ状で、調整は左面は雑であ

るが、右 面は縁辺 部に比較 的丁寧な細部調整を

施 す。

△　 0 ．5 g 安山岩

産地不明

同定No．4

1782 西川 8

S　 20 49 5 C －3－2 石金族 ⑤　 2．0　 ⑥ 1．5　 ⑦　 0．4 挟 りはほとんどな く、全長20mmで、接点間は 5

mm である。断面 は レンズ状で、調整は左面は丁
寧な連続する剥離痕であるが、右面は大平坦面

を生か し縁辺部のみに細部調整を施す。

1．1 g 安山岩

産地不明

同定No．6

1945 西川 7

S　 21 49 5 B ＿5－2 石錘 ⑤ 10．3 ．⑥　 4．0　 ⑦　 2．2 細長い礫に両面か らの打ち欠 きによ り紐掛 け部

をつ くる。

120 g 石英斑岩 1678 大角－80

S　 22 49 5 B －4－4 石鍾 ⑤　 7．4　 ⑥　 4．8　 ⑦　 2．0 片面か らの打ち欠 きによ り紐掛 け部をっ くる。 106 g 結晶片岩 1664 清水－175

S　 23 49 5 C －4 －3 石錘 ⑤　 7．3　 ⑥　 5 ．7　 ⑦ 1．7 片面あ るい は両面か らの打ち欠 きにより紐掛 け

部をっ くる。

103 g 石英斑岩 1812 清水－178

S　 24 4 9 5 石錘 ⑤　 4．8　 ⑥　 3．7　 ⑦ 1．1 片面 あるいは両面か らの打 ち欠 きにより紐掛 け

部 をっ くる。

25g 細粒閃緑岩 2055 大角－81
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挿図49　時茶褐色土包含層石器実測図

SD－01・02と同様に石器製作が行われていたと考えられ、SD－01・02も合わせ、剥片の出土した位置を第2

遺構面と考えたい。安山岩剥片も出土したが、製品を合わせても8点で集中した傾向はみられない。

弥生時代前期・中期の土器も出土している。B－4－4グリッドから弥生時代中期の土器が集中して出土して

いるが、これは弥生時代中期の土坑SK－15の付近からの出土である。陶磁器も1点出土しているがこれを含め

黒色土包含層の掘り残しとみられる遺物が若干ある。これらのことから暗茶褐色土包含層の時期は概ね縄文時代

早期と中期を中心としているといえよう。
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第8節　黒色土包含層

表土除去後、東西方向に帯状の黒色土包含層を検出した。基本的には真砂土であるが有機物を多量に含んでい

る。断面はレンズ状に堆積しており、暗茶褐色土よりも範囲は広い。縄文時代早期～近代の陶磁器までの幅広い

包含層である。

1．縄文時代早期～後期（挿図51・52　挿表32・33　図版5・6）

縄文時代早期末～前期初頭の土器はPo40で、繊維をわずかに含み屈曲部には貝殻による文様を施す。

縄文時代中期の土器は船元2～4式、里木2式とあり、暗茶褐色土と同じくB－5グリッド付近から集中して

出土している。Po44は地文が撚糸であるが、沈線と貼り付けにより装飾を施す。窪み底Po48もみられる。

縄文時代後期前半の土器としていわゆる縁帯文系の土器が出土している。いずれも破片は大きく残りもよい。

Po53～55は布勢式とみられるが、Po55は津雲A式・彦崎Kl式の可能性もある。また後半のPo57の宮滝式や凹

線文系の土器も出土しているがいずれも小片で点数も少ない。

2．縄文時代晩期～弥生時代前期（挿図51・53～59　挿表32～34　図版6～10）

突帯文土器は黒色土包含層内だけで102点が出土した。突帯文土器を全て弥生時代の土器として理解するなら

ば、当然器種について壷・聾などの分類を行うべきであるが、口縁部が内傾するいわゆる壷形とすべきものにも

煤の付着痕があり、調整もナデを中心としていてパケ目はみられず、焼成においても遠賀川系土器と区別が可能

であるため弥生土器の名称は用いず深鉢として統一した。また出土土器の大半を占める休部片（突帯文土器の休

部片の可能性もある）についても同様の理由で粗製土器としておく。

突帯文土器の分類にあたり、本来は器種、形態、手法の順に大分類から小分類を行うところであるが、いくっ

かの変更点がある。まず器種は口縁端部付近の小片が多数を占めるため、突帯の形状と位置についての分類を優

先し、最後に口縁部の傾きによる器形の傾向をみること。次に突帯に刻み目をもっか否かは当地における突帯文

土器分類の重要な要素ではあるが、これを手法の一つとして解釈し、刻みの有無を割合として理解するという点

である。次に具体的な分類基準について記すが、大きな破片を見る限り同一個体内にも口縁部の傾き、突帯の位

置・形状・刻み目の間隔や深さなどには部分ごとに差が認められ、あくまでも大まかな傾向を示すに留まる。本

遺跡出土の突帯文土器は全て1条突帯で、2条突帯は確認していない。接合方向は全て内傾接合である。なお分

類基準の作成にあたり、家根分類（家根1981）と目久美遺跡の分類（溝田1998）を参考にした。また、分類毎の

突帯の位置と高さについては考察「上菅荒神原遺跡の遺物と遺構」の図1に示した。

分類

0類　端部付近に接する突帯をもっ。

I類　突帯が口縁端部よりもわずかに下がった位置に付く。口縁部と突帯を別々に成形する。

Ⅱ類　突帯と口縁端部を同時に成形することにより口縁端部は外反する。突帯の位置は口縁端部に近い。

Ⅲ類　突帯が口縁端部より大きく下がった位置に付く。突帯と口縁部は別々に成形される。

A類　突帯の断面形が半円状を呈する。口縁端部を押さえるものをA′　とする。

B類　断面三角形の突帯。口縁端部を押さえるものをB′　とする。

C類　断面下さがりの突帯をもっ。

D類　突帯が大きく突出する。

さらに刻み目の有無と口縁部の傾きにより細分される。刻みにはa工具により深い「Ⅴ」字状の刻みを施すも

の、b工具による切り目状の刻みを施すもの、C貝殻腹縁による刻みを施すものがみられた。刻みをもっものに

はある程度傾向があり、I－A類では「Ⅴ」字状の刻みをもっものが主流で、I－C類では貝殻腹縁による刻み

を施すものが1点みられる。Ⅱ類では無刻み目突帯が多いが、Ⅱ－D類では少数ではあるが切り目状の刻み目を

もっ。Ⅲ類ではⅢ－A類に刻みをもっものが多い。

また突帯の形状と口縁端部までの長さにはある程度器種ごとにまとまりがみられる。断面が半円形の突帯A類
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は口縁端部を押さえる0類とⅡ類の一部があり刻み目はもたないが、I～Ⅲ類には刻み目をもっものが多くみら

れる。断面三角形のB類はほぼ無刻み目突帯で、口縁部の形態や距離にかかわらずまとまりがあるようにみえる。

下さがり突帯のC類は、口縁端部と突帯を同時に成形するⅡ類が多数を占め無刻み目突帯が多い。突帯が高いD

類は少数であるが、切り目状の刻み目をもっものが多い。

以上のことから黒色土包含層内の突帯文土器の傾向をみると、大きな傾向として1．突帯の位置が下がり、刻

み目がⅤ字状から切り目状の刻み目となる。2．刻み目の有無は時期差よりも突帯文土器の多様性として考えて

おきたい。

口縁部の傾きは、①内傾するもの、②直立するもの、③外傾するもの、④外反するものがあり、①は体郡上半

が張り出し、②・③はやや緩やか＿に張り出すもの、④はそのまま窄まりながら底部に続くとみられるものに分け

られるが、小片であるため全体の傾向をとらえることはできなかった。

次にこれを他地域の様相と比較してみると、突帯の位置が下がるのは西日本に一般的にみられる現象で、大ま

かな流れとしては合致している。0類は近畿では長原、九州では夜目並行の可能性があるが、これがI・Ⅱ類あ

るいはⅢ類のどちらか、あるいは両方に並行するのかは不明である。また刻み目の有無であるが、刻み目をもっ

ものは外来的な様相が強く、刻み目を持たないものは在地的な様相が強いとみられる。これらは突帯文土器成立

期からある程度共存していたことが指摘されている（渡田1998）。貝殻腹縁による刻み目を施すもの、大きく突

出する突帯を貼り付け休部が大きく外側に張り出すもの、底部の接地面が大きく外側に突出しているものについ

ては北部九州的な様相がうかがえよう。

遠賀川系土器には肩部に下側が低まる段をもっ壷の肩部Po174や、口縁端部に刻み目をもち休部に3本の沈線を

もっ整Po181などがあるが、全体的に在地色が強い。文様としては木葉文・重弧文・斜格子文などがみられ、遠

賀川式土器によくみられるモチーフが多く用いられる。これらの時期は概ね弥生時代前期後菓頃とみられ、中葉

までは遡らないものと考えられる。したがって遠賀川系土器については時期の幅は少ないものと考えたい。

本遺跡では突帯文土器と遠賀川系土器の良好な一括資料はみられないが、土坑内においては遠賀川系土器と粗

製土器としている休部片がともに出土しており、実測可能な口縁部点数をみても分かるようにこの粗製土器とし

ているものの中には突帯文土器の休部片がかなり含まれていることが予想できる。したがって土坑内の資料を積

極的に評価すれば、弥生時代に突帯文土器が使用されていたとも考えられる。また突帯文土器と遠賀川系土器の

胎土分析を行ったが、どちらも胎土に火山ガラスを含み、在地の材料で焼かれたものという結果が得られている。

詳細については考察に「上菅荒神原遺跡出土土器の胎土分析」として掲載されている。

このように本遺跡出土の突帯文土器と遠賀川系土器は形態・手法において分類可能であるもののこれはあくま

でも技術的な差に留まり、出土状況をみるかぎり共伴している可能性が高いとみられる。ただし突帯文土器には

ある程度の時期幅が想定されており、新しい様相をもっものに遠賀川系土器が伴うことが予想される。

まとめると、本遺跡出土の突帯文土器は瀬戸内よりもむしろ北部九州との共通性が兄いだされ、在地的な要素

の強い突帯文土器から遠賀川系土器にかけてある程度継続的に北部九州の影響を受けていたことが指摘できる。

この北部九州からの影響は水系の造り出す平野毎にある程度の傾向が想定され、日野川下流の米子平野地域から

の傾向が及んだものと推察したい。

また本遺跡出土の突帯文土器は弥生時代の土器の可能性があるものの、その形態・手法においてはあくまでも

縄文土器の延長上にあり、土器としては縄文土器（粗製土器）と突帯文土器の区別はできないが、遠賀川系土器

との区別は可能である。したがって弥生時代の土器であるとしても突帯文土器から弥生前期土器の過渡期に相当

する、縄文色の強い土器ということができよう。

参考文献
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挿表32　黒色土包含層土器観察表

遺物番号
挿図番号
図版番号

遺構名
種　 類

器　 種

法　 皇

（cm ）

形態上の特徴

外　 面　 調　 整
内面調整 内面色調 外面色調 胎土 ・焼成 取上No． 備　 考 実 測者No．

P o　 39 C l3 12 縄文早期 ① △ 4．8 斜め後横方向に幅広 の条痕を施す。 横方 向の条痕後 ナデ 灰黄色 にぷい黄橙色 密 （繊維 の 量 1263 繊維土器 清水－144

52

5

深鉢 条痕の くぼみに煤付 着。 か。 2 ．5Y 6／ 2 10Y R 7／ 3 は多くない）・

良

菱根式か

P o　 40 B －2－3 縄文早期 ① △ 1．9 口縁部付近 の屈曲部。横方 向の粗 屈 曲部上下 ともに粗 黒褐色 黄灰色 密 （繊維 の 量 1051 繊維土器 清水－167

52

5

～前期

深鉢

い条痕がわずかに残 る。貝殻腹縁

による縦方 向の爪形文風 の施文 を
する。

い斜 め方 向のナデ。 2．5Y 3／ 2 2．5Y 5／ 1 は少な い）・

良

～羽島下

層式か。

P o　 41 縄文中期 ① △ 5．2 口縁 部がやや外反 する。撚 りの粗 口縁端部 に内傾面 を にぷ い黄褐色 にぷ い黄褐色 密 （1 mm 大 の 413 船元 2 ～ 清水－49

52

5

深鉢 ② ※ 17．5 い 2 段の R L 縄文 を縦方向に施す。

器壁 は比較 的厚 い。

もち、斜 め方向 の縄

文 を施す。休部横方

向のナデ。

10Y R 5／ 4 10Y R 5／ 4 砂粒を含む）・‘

良好

3 式

P o　 42

52

5

縄文中期

探鉢

① △ 2．4 比較 的細 い 2 段 の R L 縄文 を縦方

向に施 す。器壁 は 8 ～ 9 mm と厚い。

横方向 のナデ。 橙色

5Y R 6／ 8

橙色

5Y R 6／ 8

密 ・良好 61 船元 4 式 清水－156

P o　 43 D －5－1 ．縄文中期 ① △ 1．8 口縁端部 はやや内湾 する。無節 L 口縁端部内面 には施 にぷ い黄橙色 にぷ い黄橙色 密 ・良好 431 船元式併 大 角－50

52

5

深鉢 ② ※ 22．0 の縄文 を斜 め方 向に施す。 文 はなく、斜 め方向

のナデ。

10Y R 7／ 3 10Y R 7 ／ 2 ～

7／ 3

行か

P o　 44 D －5－1 縄 文中期 （彰△ 9．0 口縁部 は内湾 する。細 い粘土紐 を 口縁端部付近 は横方 明赤褐色 明赤褐色 密 （1 mm 大 の 9 里木 2 式 清水 －198

52 C －4－3 鉢 ② ※ 30．6 水平 ・波状 に貼 り付 け、 その上下 向 のナデが周回す る 5Y R 5／ 6 5Y R 5／ 6 石英を含む）・ 61 併行

6 に貼 り付 け帯 に平行 に、波 の下 に

は水平方 向に沈線状 の施文をする。

地文 は縦方 向の 1 段 L の撚糸文。

体部下半 は横方 向の粗 いナデ。

とみ られ る。そ の下

は丁寧な横方向 のナ

デまた は ミガキ、体
部下半 は粗 い斜 め方

向の ナデ。

良好 79

80
428

522

P o　4 5 B －6－2 縄文 中期 ① △ 3．1 撚 りの粗 い 1 段 L の撚糸文 を縦方 斜め方向の粗いナデム にぷ い黄色 黄灰色 密 （1 mm 前 後 1512 里木 2 式 清水 －151

52

5

深鉢 向に施 す。 2．5Y 6／ 3 2．5Y 4／ 1 の砂粒を多 く

含む）・良好

P 0　4 6 B －5－4 縄文 中期 ① △ 3．7 底部付近か。 1 段 R の撚糸文が斜 斜め方向のナデ。 にぷ い黄樟色 にぷ い黄橙色 密 （1 mm 前 後 862 里 木 2 式 清水－129

52

5

深鉢 め方 向に交互 に重 なる。 10Y R 6／ 4 ～

褐灰色

10Y R 5／ 1

10Y R 6／ 4 ～

褐灰色

10Y R 5／ 1

の砂粒を含む）

・良

Po　 4 7 D －6－1 縄文 中期 （む△ 2．8 底部付近。 1 段 L の撚糸文が基本 斜め方向の比較的丁 橙色 にぷ い赤褐色 密 （1 mm 大 の 4 57 里木 2 式 清水－153

52

5

深鉢 で あるが、一部 に撚糸 を引 きず る

痕跡 あり。

寧なナデ。 5Y R 6 ／ 6 ～

褐灰色

5Y R 4／ 1

5Y R 5／ 3 石英を含む）・

良好

P o　 48 D ＿6－1 縄文 中期 ① △ 1．8 くぼみ底。底付近 まで 1 段 R の撚 底面 は放射状、立ち 橙色 にぷい黄橙色 密 （1 mm 大 の 1179 里木 2 式 清水－19

52

5

深鉢 ③ ※ 6．6 糸文 を施す。 上が りは斜め方向の

丁寧なナデ。

7．5Y R 6／ 6 10Y R 6／ 3 砂粒を多 く含

む）・良好

P o　 49 B －5－2 縄文 中期 ① △ 1．8 撚 りの粗 い 2 段の R L 縄文 ？を縦 横方向のナデ。 明赤褐色 赤褐色 密 （1 mm大 の 1317 船元 2 ～ 清水－157

52

5

探鉢 方向 に施す。 5Y R 5／ 6 5Y R 4／ 6 砂粒を含む）・

良好

3 式

P o　 50 B ＿4＿2 縄文中期 ① △ 2 ．9 比較的縄 目の詰 まる2 段の R L 縄 横または斜め方向の 橙色 橙色 密 （1 mm前 後 34 船元 4 式 清水－148

52

5

深鉢 文を縦方向 に施す。 ナデ。 7．5Y R 6／ 8 7．5Y R 6／ 8 の砂粒を多 く

含む）・良

P 0　 5 1 縄文中期 ① △ 3 ．0 縄 目の詰 まる 2 段の R L 縄文を縦 横または斜め方向の 灰黄褐色 桂色 密 （1 mm前 後 6 7 船元式 清水－150

52

5

深鉢 方向 に施す。 ナデ。 10Y R 5／ 2～

にぷい黄橙色

10Y R 6／ 4

5Y R 6／ 8 の砂粒 を多 く

含む）・良

P o　 52 B －5－4 縄文後期 （D △ 2 ．4 沈線で区画 し、細 い無節 L の縄文 横方向の粗いナデ。 黄褐色 黄褐色 ． 密（0．5 ～ 1 mm 809 後期前葉 清水－194

52

5

深鉢 を施す。 2．5Y 5／ 3 2．5Y 5／ 3～
橙色

7．5Y 6／ 6

大の砂粒 を含

む）・良

中津式併

行か

P o　 53 C －5－4 縄文後期 （》△ 7．0 縁帯文系の突起部。円状の張 り出 内面はナデ。外面に 桂色 橙色 密（0．5 ～ 1 mm 366 布勢式か 清水－196

52

6

探鉢 し部か ら柱状に突出する。柱部 に

円形の透か し状の孔がみ られ、貼

り付け部下側には斜めの 2 本の沈

線 と張 り出 し部下に途切れるが沈

線を 1 本 もっ。沈線内には連続 す

る円孔を もっ。縁および突出部上

面には主に 2 段 R L 縄文を施 文す

る。

ついて も縄文地以外

はナデが主であるが

柱部は一部縦 方向に

ミガ く。

7．5Y R 6／ 6 7．5Y R 6／ 6 大 の砂粒 を多

く含 む）・良

好

P o　 54 B －5－1 縄文後期 （丑△ 6．8 注口土器で、下側の接合部付近に 指頭圧痕 またはナデ。 橙色 橙色 密 （1 mm大 の 1323 布勢式か 清水－197

52

6

注 口土器 2 本の沈線がみ られ る。沈線の下

に は模様の一部が確認で きる。縦
方向の ミガキを丁寧に施す。接合

部下付近に ごくわずかに煤付着。

悼割れが目立 っ。 7．5Y R 6／ 6 7．5Y R 6／ 6 砂粒を含む）・
良好

P o　 55 B ＿5－3 縄文後期 ① △ 2．1 横方向の粗いナデ後縦方向の細密 口縁端部 か らやや下 明黄褐 色 明 赤褐 色 5Y 密 （2 ～ 4 mm 847 布勢式 清水－89

52

5

B －6 －2 探鉢 な条痕を施す。 が った位 置に貼 り付

けによる突貫があり、
突帯 の上側 には浅 い

凹線状 の くぼみがあ

る。 口縁端部 には内
傾面 を もち、 2 段 R

L の縄文 を施 す。

10Y R 7／ 6 R 5／ 8 の砂粒を含む）

・良好

1385

P o　 56 C －4 －3

B ＿4 －4

縄文後期 ① △ 1．9

（彰△ 1．7

口縁端部は内湾す る。水平方向に 横方 向のナデ。

横方 向のナデ。

にぷい黄橙色 にぷい黄橙色 密 ・良好

密 （1 ～ 2 mm

1223

1361

縄文後期 清水－84

清水－195

52

5

P o　 57

深鉢

縄文後期

間隔の狭い 2 本の沈線があ り、そ

の間を赤彩す る。沈線よ り下側に
煤付着。

凹線文系。幅約 5 ～ 6 mmの凹線 が

10 Y R 7／4

黒褐色

10Y R 7／ 4

黒褐色

か

凹線文系

52

5

深鉢 2 本以上認め られる。 2．5Y 3／ 1 2 ．5Y 3／ 2 前後 の砂粒 を

含 む）・良

宮滝式

－56－
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第3章　上菅荒神原遺跡の調査

’物番 ロ
図番 口

図版番 口
遺構名

種　 類

器　 種

法　 量

（cm）

形態上 の特徴

外　 面 調　 整
内面調整 内面色調 外面色調 胎土 ・焼成 取上 Nn 備　 考 実測者 Nn

P o　 58 B －5－3 突帯文 ① △ 2．5 口縁端部 は外傾 し押 さえる。端部 横 ・斜 め方向のナデ。 明黄褐 色 にぷい黄檀色 密 ・良 844 0 － A 類 大角－52

53

6

深鉢 に接す る半 円形 の無刻 み目突帯 を

もっ。

10Y R 6／ 6 10Y R 7／4 胎土分析

No．4

P o　 59 C －3－2 突帯文 （D △ 3．8 口縁端部 は直立 し押 さえる。端部 槙 ・斜 め方 向の比較 にぷい黄褐色 明褐色 密 （2 ～ 5 mm 717 0 － A 類 大角－40

53

6

深鉢 に接す る半 円形 の無刻 み目突帯 を

もっ。以下横方 向のナデ。

的粗 いナデ。 10Y R 5／ 3 7．5Y R 5／ 6 の石英を含む）

・良

胎土分析

No．5

P 0　 60 D l311 突帯文 （D △ 3．2 口縁端部 は外反 し尖 る。半 円形 の 横方 向の粗 いナデ。 橿色 にぷい黄 橙色 密 （6 mm 大 の 1243 I － A 類 清水－42

53

6

深鉢 突帯 に貝殻腹縁 による刻 み目を施

す。以下横方 向のナデ。

あるいは条痕 か。 7．5Y R 7／ 6 10Y R 7／ 4 礫有）・良好

P o　 61

53

6

C －3－4 突帯文

深鉢

① △ 2．4 口縁端部 は外反 し尖 る。半 円形 の

突帯 にごく浅 い切 り込 み状 の刻 み

目。

縦方 向のナデ。 にぷい黄褐色

10Y R 5／ 4

にぷい黄褐色

10Y R 5／ 4

密 ・良 1550 I － A 類 清水－87

P o　 62 D －4 －4 突帯文 （彰△ 3 ．1 口縁端部 は外反 し面取 り気味 に尖 横方 向のナデを幅約 明赤褐色 桂色 密 （1～ 3 mm 大 424 エー A 類 清水－70

53 探鉢 る。半 円形 の突帯 に浅 いⅤ字状 の 4 ～ 5 mm の帯状 に施 2 ．5Y R 5／ 6 7．5Y R 5／ 6 ～ の砂粒を含む）

6 刻み 目。以下横方向 のナデ。 す。 2 ．5Y R ・良好

P 0　 63 B －3 －3 突帯文 ① △ 2 ．9 口縁端部 はやや外反 し丸 い。半 円 横方 向の比較 的粗 い 明黄褐色 明赤褐色 密 （1 mm前 後 1155 I － A 類 清水－71

53

6

深鉢 形 の突帯 に深 いⅤ字状 の刻 み目を

施す。以下斜 め方向 のナデ。

ナデ。 10Y R 7／ 6 5Y R 5／ 6 の石英を含む）

・良

胎土 分析

Nn 2

P o　 64 B －5 －3 突帯文 （丑△ 4 ．8 口縁端部 は外傾 し丸 い。やや波状 横方 向の比較 的粗 い 橙色 明黄褐色 密 ・良好 871 I － A 類 大角－22

53

6

深鉢 口縁気味か。半 円形 の突帯 に浅 い
切 り込み状 の刻 み目を施す。以下

横方向 のナデ。

ナデ。 7 ．5Y R 6／ 6 10Y R 6／ 6 胎土 分析

No．6

P 0　 65 B －5－2 突帯文 （丑△ 4 ．4 口縁端部 は外反 し丸 い。半 円形 の 斜 め方 向の比較 的丁 にぷい赤褐色 にぷい赤褐色
l
密 （1 mm前 後 829 I － A 類 清水－41

53

6

深鉢 突帯 に切 り込み状 の刻 み目を斜 め

に施す。以下縦方向 のナデ。

寧 なナデ。 5Y R 5／ 6 5Y R 5／ 6 の砂粒 を多 く

含 む）・良

胎土分析

No．8

P o　 66

53

6

突帯文

藻鉢

① △ 2．7 口縁端部 は外傾 し丸 い。半 円形 の

突帯 に切込み状 の刻 み目を乱雑 に

施す。以下横方向 のナデ。

横方 向のナデ。 にぷい黄橙色

10Y R 6／ 4

にぷい黄橙色

10Y R 6／ 4

密 ・良好 413 I － A 類 大角－43

．P o　 67 B －5 －3 突帯文 （D △ 2 ．6 口縁端部 は外反 し丸 い。半 円形 の 縦 または斜 め方 向の にぷい橙色 にぷい橙色 密 ・良好 841 I － A 類 大角－24

53
6

深鉢 突帯 にⅤ字状 の刻み 目を施す。 比較的丁寧 なナデ。 7 ．5Y R 6／ 4 7．5Y R 6／ 4

P o　 68 突帯文 ① △ 3 ．3 口縁端部 は外傾 し尖 る。半 円形 の 縦方向 の比較的丁寧 にぷ い黄橙色 にぷい黄橙色 密 （1 ～ 3 mm 271 I － A 類 清水－67
53

6

深鉢 突帯 に切 り込み状 の刻み 目を斜 め

に施す。以下横方向 の粗 いナデ。

なナデ。 10Y R 7／ 3 10Y R 7／ 3 前後 の石英 を

含 む）・良

P o　 69 突帯文 ① △ 3 ．2 口縁端部 は外傾 し尖 る。やや上 あ 横 または斜 め方向 の にぷ い黄橙色 にぷい黄桂色 密 （1 ～ 2 mm 271 I － A 類 清水 －69

53

6

深鉢 が りの突帯 に浅 いⅤ字状 の刻み 目

を施す。以下横方向 のナデ。

比較的丁寧 なナデ。 10Y R 7／ 3 10Y R 7／ 4～

にぷい桂色

7 ．5Y R 7／ 6

の石英 を多 く

含 む）・良

P o　 70 C －1－3 突帯文 （彰△ 4 ．4 口縁端部 は外反 し尖 る。半 円形状 横方向 の粗 いナデ。 にぷ い黄色 栓色 密 （1 ～ 2 mm 763 I － A 類 清水 －36

53

6

深鉢 の無刻み 目突帯 をもつ。以下横方

向の ナデ。

内傾接合痕 あり。 2．5Y 6 ／ 4 ～

橙色

5Y R 7／ 8

7 ．5Y R 7／ 6 前後 の石英 を

含 む）・良

P o　 71 C －2－3 突帯文 （彰△ 3．7 口縁端部 は外傾 し丸 い。半 円形状 横方 向の比較 的粗 い 明赤褐色 明赤褐色 密 （1 ～ 2 mm 741 I － A 類 清水－44

53

6

深鉢 の無刻 み目突帯 をもっ。以下横方

向 のナデ。

ナデ。 5Y R 5／ 6 5Y R 5／ 6 の石英 有） ・

良

P o　 72

53

6

突帯文

深鉢

（彰△ 2．5 口縁端部 は外反 し尖 る。三角形状

の無刻 み目突帯 をもっ。以下横方
向のナデ。

横方 向のナデ。 浅黄 色

2．5Y 7／ 3

明黄褐色

10Y R 7／ 6

密 ・良 271 I － B 瓶 大角－36

P 0　 73 C l314 突帯文 ① △ 3．0 口縁端部 は外傾 し尖 る。端部近 く 横方 向の丁寧なナデも にぷい黄栓色 にぷい黄橙色 密 ・良好 1120 I － B 類 大角－34

53

6

深鉢 に三角形 の鋭 い無刻 み目突帯 を も

つ。以下横方 向のナデ。

10Y R 7／4 10Y R 7／ 2 もしくは

0 － B 類

P o　 74 C －3－2 突帯文 （彰△ 3．8 口縁端部 は直立 し尖 る。端部近 く 横方 向のナデ。 にぷい黄橙 色 黄灰色 密 （1 ～ 2 mm 709 I － B 類 清水－86

53

6

深鉢 に三角形 の鋭 い無刻 み目突帯 をも

つ。以下横方 向のナデ。

10Y R 6／ 3 2．5Y l ／ 6 ～

淡黄 色

2．5Y 8／ 4

の砂粒を含む）

・良好

もしくは

0 － B 類

胎土 分析

No．24

P o　 75 D －4 －1

B l4 13

C －4 －1

C －4 －1

突帯文 （p △ 4．4

（丑△ 4 ．6

（彰△ 3 ．7

（彰△ 5．2

口縁端部 は外傾 し丸 い。三角形 の 横方 向のナデ。

剥落 のため不明。

横方向 の比較的粗 い

にぷい黄橙色 にぷい黄橙色 密 （1．～ 2 mm 95

906

94 1

I － B 類

I － B 類

I － B 類

清水 －66

大 角－33

大角 －25

大 角－26

53

6

深鉢 小 さな無刻 み目突帯 をもっ。以下

横方 向のナデ。
10Y R 7／ 4 10Y ‾R 7／ 4 前後 の石英 を

含 む）・良好

P 0　 76 突帯文 口縁端部 は外傾 し尖 る。三角形 の 浅黄色 浅黄色 密 （1 ～ 5 mm

53

6

深鉢 小 さな無刻み 目突帯 をもっ。以下

横方向 のナデ。
2．5Y 7／ 3 2 ．5Y 7／ 3 の砂粒を含む）

・良好

P 0　 77 突帯文 口縁端部 はやや 内湾 し丸 い。端部 橙色 橙色 密 （2 ～ 4 mm

53

6

探鉢 近 くに三角形 の無刻 み目突帯 をも

つ。以下横方 向のナデ。

ナデ。 7．5Y R 6／ 6 5Y R 6／ 6 の石英を含む）

・良好

1335

943

あるいは

0 － B 類

P o　 78 突帯文 口縁端部 は外反 し押 さえる。三角 横方 向の粗 いナデ。 明赤褐色 黒褐色 密 （2 ～ 3 mm I － B ′

53

6

探鉢 形 の無刻 み目突帯 をもっ。以下横

方向 のナデ。
5Y R 5－／ 6～
褐灰色

5Y R 4／ 1

7 ．5Y R 3／ 1 の石英を含む）

・良好

類

ー58－
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遺物番号
挿図番号
図版番号

遺構名
種　類

器　種

法　量

（cm）

形態上の特徴

外　面　調　整
内面調整 内面色調 外面色調 胎土・焼成取上No．備　考実測者No．

P0　79C－3－2 突帯文（D△4．3口縁端部は外反し丸い。下さがり横または斜め方向の明黄褐色 橙色 密・良 1938 I－C類清水－58
53

6

深鉢 の突帯に貝殻腹縁による刻みを施

す。以下横方向のナデ。
ナデ。 10YR6／6 7．5YR6／6 胎土分析

No．23

P0　80B－5－2 突帯文（彰△3ユ口縁端部は外傾し丸い。半円形状横または斜め方向の橙色 明黄褐色 密（1～3mm 826 Ⅱ－A類清水－55
53

7

探鉢 の無刻み目突帯をもっ。以下横方

向のナデ。
ナデ。 5YR6／8 10YR7／6～

黄橙色

10YR7／8

大の石英を含

む）・良

－59－
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遺物番号
挿図番号

図版番号

遺構名
種　 類

器　 種

法　 皇

（cm）

形 態上 の特徴

外　 面　 調　 整
内面調整 内面色調 外面色調 胎土 ・焼成 取上 No． 備　 考 実測者 No．

P 0　 8 1 D －3－2 突帯文 （D △ 4．2 口縁端部 は直立 し外側に尖 る。半 端部付近を強 く横に 明黄褐色 桂色 密 （1 ～ 2 mm 14 Ⅱ－ A 類 清水 －35

54 深鉢 ② ※ 33．4 円形 の無刻み目突帯を もっ。以下 ナデ る。以下斜めの 10Y R 7／ 6 5Y R 6／ 6～ 前後 の石英 を 4 13 胎土分析

7 横方 向のナデ。 指頭圧痕後横方向の

粗いナデ。

6／ 8 含む）・良好 No．14

P 0　8 2 D －3－2 突帯 文 （D △ 2．3 口縁端部は直立 し外側に尖 る。半 端部付近を強 く横 に 明褐色 明褐色 密 ・良好 14 Ⅱ－ A 類 清水 －57

54 探鉢 円形の無刻み目突帯を もっ。 ナデ る。以下横 にナ

デ る。

7．5Y R 5／ 6 7．5Y R 5／ 6

P 0　8 3 C －5－3 突帯 文 （り△ 6．0 口縁端部は直立 し尖 る。半円形の 横方向の比較的丁寧 褐灰色 樫色 密 （2 ～ 4 mm 466 Ⅱ－ A 類 大 角－32

54

7

深鉢 無刻み目突帯を もっ。以下横方向

のナデ。

なナデ。 7．5Y R 4／ 1～

橙色　 6／ 6

5Y R 6／ 6 の石英を含む）

・良好

P 0　84 C －4－1 突帯 文 （丑△ 2．7 口縁端部は外傾 し押 さえ る。半円 横方向の粗 いナ デ。 明赤褐色 明赤褐色 密 （1 ～ 2 mm 974 Ⅱ－ A ′ 清水 －48

54

7

深鉢 形 の無刻み目突帯を もっ。以下横

方向のナデ。

5Y R 5／ 6 5Y R 5／ 6 の石英 を含 む

一部 4 mm大 の
礫有）・良好

類

胎土分析

No．15

P 0　8 5 B －4－2 突帯文 （り△ 2．8 口縁端部は直立 し押 さえ る。半円 横方向の筋状のナデ。 桂色 褐灰色 密 ・良好 987 Ⅱ－ A ′ 大 角－27

54

7

深鉢 形 の無刻み 目突帯を もつ。以下横

方向のナデ。

5Y R 6／ 6 5Y R 4／ 1～

にぷ い赤褐色

5Y R 5／ 4

類

胎土分析

No．16

P o　 86 B －4－2 突帯 文 （丑△ 2．2 口縁端部 は直立 し押 さえ る。半円 横方向の ナデ。 黒褐色 黒褐色 密 （1 ～ 2 mm 963 Ⅱ－ A ′ 清水 －47

54

7

深鉢 形の無刻み 目突帯を もっ。 5Y R 3／ 1～

にぷ い赤褐色

4／ 4

5Y R 3／ 1～

にぷ い赤褐色

4／ 4

の砂粒を含む）

・良好

類

P 0　 87 C －5－2 突帯文 ① △ 5．0 口縁端部 はやや内傾 し丸 い。三角 端部付近 を横 にナデ 橙色 にぷい褐色 密 （1 mm前 後 4 88 Ⅱ－ B 類 清水－29

54 探鉢 形の無刻み 目突帯を もっ。以下横

方向の比較的粗 いナデ。

る。突帯 の裏側が浅

く凹線状 にくぼむ。

7．5Y R 6／ 6 7 ．5Y R 5／ 4 の砂粒を含む）

・良好

胎土 分析

No．26

P 0　 88 C －3－1 突帯文 ① △ 5．2 口縁端部 はやや内傾 し丸 い。三角 端部付近 を槙 にナデ にぷ い黄橿色 にぷい黄橿色 密 ・良好 1085 Ⅱ－ B 類 清水－30

54 深鉢 形の無刻み 目突帯 をもつ。以下横 る。以下横方向 の条 10Y R 6 ／ 3 ～ 10Y R 6／ 3 胎土分析

7 方向の ナデ。 痕後 ナデか。 黒褐色　 3／ 1 No．13

P 0　 89 D －3－1 突帯文 ① △ 3．9 口縁端部 はやや内傾 し外側に尖る。 端部付近 を横 にナデ にぷい橿色 にぷい樟色 密 （2 ～ 4 mm 641 Ⅱ一 B 類 清水－33

54

7

深鉢 三角形の無刻み 目突帯 をもっ。以

下横方向の ナデ。

る。以下 は横方 向の

比較的粗 いナデ。

7．5Y R 6／ 4 7 ．5Y R 6／ 4 の石英を含む）

・良好

P 0　 90 D －3－2 突帯文 （彰△ 3．4 口縁端部 は外反 し丸 い。三角形 の 端部付近 を横 にナデ にぷ い赤褐色 橙色 密 ・良好 646 Ⅱ－ B 類 大角－37

54

7

深鉢 無刻み 目突貫を もっ。以下横方向

の比較的粗 いナデ。

る。以下 は横方 向の

比較的粗 いナデ。

5Y R 4／ 4 7 ．5Y R 6／ 6

P o　 91 C －5－1 突帯文 （丑△ 2 ．7 口縁端部 は外反 し外側 に尖 る。三 端部付近 を横 に強 く 橙色 樟色 密 ・良好 811 Ⅱ－ B 類 清水－56

54

7

探鉢 角形の無刻み 目突帯 をもっ。以下

横方向の ナデ。

ナデる。以下 は横方

向 の丁寧 なナデ。

2 ．5Y R 6／ 8 2．5Y R 6／ 8 胎土分析

No．11

P 0　 92 D －3－3 突帯文 （彰△ 6 ．7 口縁端部 は直立 し外側 に尖 る。三 端部付近 を横 に強 く 明褐色 明褐色 密（1 ～ 2 mm 581 Ⅱ－ B 類 清水－50

54 D －3－2 深鉢 角形 の無刻み 目突帯 をもつ。以下 ナデる。以下横方 向 7 ．5Y R 5／ 6 7．5Y R 5／ 6 大の石英を含 662 胎土分析

7 横方向 の比較的粗 いナデ。 の粗 いナデ。 む）・良好 No．10

P 0　 93 D ＿3 ＿3 突帯文 （む△ 6．0 口縁端部 は外傾 し丸 い。三角形 の 横方 向の粗 いナデを 橙色 にぷい褐色 密 ・良好 575 Ⅱ－ B 類 大角－23

54

7

深鉢 無刻 み目突帯 をもっ。以下横方 向

の粗 いナデ。

施 す。 7 ．5Y R 6／ 6 7．5Y R 5／ 4 胎土分析

No．12

P o　 94 C －4 －1 突帯文 （彰△ 3．0 口縁端部 は外反 し尖 る。三 角形 の 横方 向の比較 的丁 寧 オ リーブ黒色 にぷい黄橙色 密 ・良 936 Ⅱ－ B 類 清水－52

54

7

深鉢 無刻 み目突帯 を もつ。以下横方 向

のナデを施 す。

なナデ。 7．5Y 3／ 1 10Y R 6／ 4

P o　 95 D －2－4 突帯文 （丑△ 2．8 口縁端部 は直立 し外側に尖る。三 端部付近を横にナデ 灰褐色 褐灰色 密 ・良好 666 Ⅱ－ B 規 大角－28

54

7

探鉢 角形 の鋭い無刻み目実等を もっ。

以下横方 向のナデ。

る。以下横方向の筋

状のナデ。

7．5Y R 4／ 2 10Y R 4／ 1

Po　 96 突帯文 （彰△ 2．3 口縁端部は外傾 し丸い。三角形の 横方向の比較的粗い 明赤褐色 黒褐色 密 ・良好 67 Ⅱ－ B 類 清水－60

54

7

探鉢 無刻み目突帯を もっ。 ナデ。 5Y R 5／ 6 5Y R 3／ 1～

明赤褐色

5／ 6

P 0　 97 B －5－3 突帯 文 ① △ 2．7 口縁端部は直立 し丸い。三角形の 斜め方向の丁寧なナ 桂色 橙色 密 ・良 846 Ⅱ－ B 類 大角－51

54 深鉢 無刻み目突帯を もっ。 デ。 7．5Y R 7／ 6 7．5Y R 7／ 6

Po　 98 突帯文 （彰△ 3．3 口縁端部はやや内湾 し丸い。三角 横または斜め方向の にぷ い褐色 灰褐色 密 ・良好 69 Ⅱ－ B 類 大角－39

54

7

探鉢 形の無刻み目突帯を もっ。以下丁

寧なナデ。

丁寧なナデ。 7．5Y R 5／ 3 7．5Y R 4 ／ 2

P 0　 99 C －5－4

B －3－2

B －4－4

D －3－3

突帯文 （彰△ 4．5

① △ 4．5

（丑△ 4．0

① △ 3．5

ロ縁端部は直立 し尖 る。三角形の 縦または斜め方向の 橙色 桂色 密 ・良好

密 ・良好

密 （1 ～ 2 mm

796

1142

898

568

Ⅲ－ B 類

Ⅱ－ C 類

大角－38

大角－21

大角－45

清水 －63

54

7

P0 100

深鉢

突帯文

鋭 く大 きな無刻み目突帯を もつ。

以下横方向の粗いナデ。器壁は薄

い。突帯および休部に薄 く煤付着。

口縁端部は直立 し外側にわずかに

丁寧なナデ。

端部付近を横にナデ

7．5Y R 7／ 6

にぷい黄橙色

7．5Y R 7／ 6

にぷ い橙色

54

7

P o lOl

探鉢

突帯 文

肥厚す る。下 さが りの突帯に貝殻

腹縁によ る切 り込み状の深い刻み

を施す。以下横方向の粗いナデ。

口縁端部は外傾 し丸い。下 さが り

る。以下は横または

斜め方向のナデ。

端部付近を横にナデ

10Y R 7／ 4

にぷい黄栓色

5Y R 6／ 4

橙色

胎土分析

No．21

Ⅱ－ C 類

Ⅱ－ C 類

54

7

深鉢 の突帯に切 り込み状の深 い刻みを

施す。以下横方向の粗 いナデ。

る。以下横方向の比

較的丁寧なナデ。

10Y R 7／ 4 7．5Y R 6／ 6 の砂粒 を多 く

含む）・良好

P 0 102 突帯文 口縁端部 は外傾 し丸 い。下 さが り 端部付近を横 にナデ にぷ い黄橙色 にぷ い黄橙色 密 ・良

54

7

探鉢 の無刻み 目突帯を もつ。以下斜め

方向の粗 いナデ。

る。以下横方向の ナ

デ。指頭圧痕 あり。

10Y R 7／ 3 10Y R 7／ 3

－60－
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挿表33　黒色土包含層出土遺物一覧表

A 3 B l B 2 B 3 B 4 B 5 B 6 C l C 2 C 3

－2 －3 －1　 －2　－3　 －4 －1　 ＿2　－3　 －4 ＿1　 －2　－3　 －4 ＿1　＿2　 ＿3　 －4 ＿1　＿2 －3　 －4 ＿1　－2　 －3　－4 －1　＿2　 －3　－4

縄文早期

縄文前期

縄文中期

縄文後期

縄文晩期

突 帯 文

1 8

1

1

2　11　 7　　 2

1　 3　 1　 1

1

3

1　 7　 1　 1

1　 4　 2　 1

1　　　 1　 1

3　 6　 1

1

1

2　　 7

2 3　　 4　　3　　 5

1

4　　 6　 1　 3

精製土器

粗製土器 3　　 6　22　14

1

9　48　　9　11 8　33　49　10 19　 17

1

1

26　40　17　34

1

40　 54　34　43

弥生前期 1 3 2　 1　 1 8 1　 1　 3　 1 1 6　　 3　　　　 1 8　　 7　　 5　　9

弥生中期

弥生後期

須 恵 器

陶 磁 器

1 1　 2　　4

1

2　　3

1

2　 6　 6　 ‾5 1　 4

1

2　 1　　　　 4

1　 2

1

1　 1　 2

1 1　 4　　3　 10

1　　　　 2　 1

黒 曜 石

石 製 品

鉄 関 係

1 1 1

1

1　　　 3 2 1

1

1　　　　 5　　3

1　　　　　　 2

1　 1

C 4 C 5 C 6 D l D 2 D 3 D 4 D 5 D 6 E 3 E 4
合 計 割 合

＿1　 －2　 －3　 －4 －1　 －2　 －3　 －4 ＿1　 －2 ＿1 ＿1　 ＿2　 －3　 －4 ＿1　 ＿2　 ＿3　 －4 ＿1　 －2　 －3　 －4 ＿1　 ＿2　 ＿4 ＿1 ＿4 ＿1

縄 文 早 期

縄 文前 期

縄 文 中 期

縄 文 後 期

1　 3

1 1

6　　 7 6

1

1

1　 1

4　　　　　　　 1

4　　　　 1

4　 1　 6

2

1 1 2

2

1

21

12

0 ．1 ％

0 ．1 ％

1．4 ％

0 ．8 ％

0 0 ％
縄 文 晩 期

突 帯 文

精 製 土 器

7　 1　 3　　 3

1

3　　 4　 1　 3 2　　 8　 4

1

1 02

4

．　 0

6．7 ％

0．3 ％
目

粗 製 土 器 44　 53　 5 8　 3 1 1 6　 25　 1 0　 1 1 3　 1　 6　 4 9 0　 50　 1 2　 28 1 7　 1　 1　 20 11 01 7 2．0 ％

弥 生 前 期 1 4　　 9　　 3　　 5 5　　　 1 1 1

1

7　　 2　　 a　 2

2　　 2　　　　 4

2　　　　 2

2 1

118 7 ．7 ％

弥 生 中 期

弥 生 後 期

須 恵 器

陶 磁 器

4　 10　　 2　　 5

3　 1　 1

11　 3　 1　 1

1

2 1 6　 8　 2　 1

1　 1

1　　　 1 144

3

2

19

9 ．4 ％

0 ．2 ％

0 ．1 ％

1 ．2 ％

15 29 10 0 ．0 ％

黒 曜 石

石 製 品

鉄 関 係

2　 1

1

1　 9　　 2　 1

1　 1

2

1 2　　2　 1

1

1　　　　　　　 2

1　　　　　　 1

2

1

42

14

6

挿表34　黒色土包含層土器・陶磁器観察表

遺物番号

挿図番号
図版番号

遺構 名
種　 類

器　 種

法　 量

（cm ）

形態上の特徴

外　 面　 調　 整
内面調整 内面色調 外面色調 胎土 ・焼成 取上 No． 備　 考 実測者 No．

P o lO3 B －4－2 突帯文 （丑△ 6 ．5 口縁端部 は直立 し丸い。 口縁端部 端部付近を横 にナデ にぷ い黄栓色 にぷ い黄栓色 密 （1 ～ 3 mm 1182 Ⅱ－ C 類 清水－25

55 深鉢 ② ※25 ．8 付近 に下 さが りの無刻み 目突帯を る。以下横方向の ナ 10Y R 6／ 3 10Y R 7／ 4 の砂粒 を含む も しくは

7 もっ。以下斜め方向の ケズ リ状の

ナデ。

デ。 5 mm大の礫有）

・良好

0 － C 類

胎土分析

No．19

P 0 104 C －5－1 突帯文 （彰 △ 6．3 口縁端部 はや や外傾 し丸 い。 口縁 横方 向の比較 的粗 い 橙色 桂色 密 ・良好 779 Ⅱ－ C 類 大角－20

55

7

深鉢 ② ※ 21．6 端部付近 に下 さがりの無刻 み目突

帯 を もっ。以下横方 向の粗いナデ。

ナデ。 5Y R 6／ 6 5Y R 6／ 6 もしくは

0 － C 類
胎土 分析

No．18

P 0 10 5 突帯文 （9 △ 2．5 口縁端部 は直立 し丸い。下 さが り 横方 向のナデか。 にぷい黄 檀色 褐灰色 密 （2 ～ 3 mm 1617 Ⅱ－ C 類 清水－79

55

7

深鉢 の無刻 み目突帯 を もつ。 10Y R 6／ 4 10Y R 4／ 1 の砂粒を少 し

含 む）・や や

不良

P o lO6 C －4－3 突帯 文 （む△ 15．3 口縁端部は外反 し丸い。下さが り 端部 付近を槙にナデ にぷい黄橙色 にぷい黄栓色 密 （1 ～ 3 mm 359 Ⅲ－ C 類 清水－26

55 探鉢 ② ※ 37．8 の無刻み目突帯を もっ。以下横ま る。以下横 方向の粗 10Y R 7／ 4 10Y R 7／ 4 大の石英を多 1233 胎土分析

7 たは斜め方向のケズ リ状のナデ。

煤が多 く付着。

いナデ。内傾接合痕

あ り。
く含む）・良 No．17

P o lO 7 C －3－2 突帯文 （彰△ 6．9 口縁端部は直立 し尖 る。下さが り 横にナデる。内傾接 浅黄色 浅黄色 密 ・良好 708 Ⅱ－ C 類 大角－19

55

7

C －4－4 深鉢 ② ※ 23．5 の無刻み目突帯を もっ。以下横方

向のナデ。

合痕あ り。 2．5Y 7／ 3 2．5Y 7／ 3 940

P o lO8 B －3－4 突帯 文 ① △ 3．9 口縁端部は内傾 して直立 し丸い。 斜め方向の比較的丁 明黄褐色 オ リー ブ黒色 密 ・良好 1910 Ⅱ－D 類 大 角一59

55

7

深鉢 ② ※ 23．6 大 きく突起す る突帯に きわめて浅

い切 り込み状の刻み 目を もつ。以
下横方向のナデ。

寧なナデ。 10Y R 7／ 6 5Y 3／ 2

P 0 109 C －4－1 突帯文 （彰△　 4．0 口縁端部 はやや外反 し丸 い。大 き 端部付近を強 く横 に 橙色 栓色 密 （1 ～ 2 mm 954 Ⅱ－ D 類 清水 －32

55 深鉢 く突起す る突帯 にきわめて浅 い切 ナデる。以下横方向 7．5Y R 6／ 6 7．5Y R 6／ 6 の石英を含む） 胎土分析

7 り込み状の刻み 目を もっ。以下横

方向の ナデ。

の丁寧な ナデ。 ・良好 No．7

P o llO 突帯文 （り△　 2．0 口縁端部 は直立 し外側にやや尖る。 端部付近 を強 く横 に 明赤褐色 明赤褐色 密 （1 ～ 2 mm 68 Ⅱ－ D 類 清水－73

55

7

深鉢 大 きく突起す る無刻 み目突帯 をも

つ。

ナデる。以下横方向

の丁寧 なナデ。

5Y R 5／ 6 5Y R 5／ 6 の砂粒を含む）

・良好

一62－
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第3章　上菅荒神原遺跡の調査

3．弥生土器（中期以降）（挿図51・59・60　挿表33・34　図版10）

壷P0183・184、整Po185～196が出土した。壷は大きく外反しやや下垂する端面に格子状の文様をもっ。聾は

いわゆる逆L字状の口縁部である。これらは概ね弥生時代中期後半のものと考えられる。また後期の土器Po198

も出土している。後期はわずかであるが、中期の土器は全体の9．4％にのぼる。C－3－1・4、C－4－2、C－

5－1グリッドから多く出土しているが、付近から弥生時代の遺構は検出できなかった。その他、工具による連

続刺突文をもっものや赤彩を施すもの、休部片に穿孔する紡錘車の可能性があるものなどが出土した。

4．その他の土器（挿図51・61挿表33・34　図版12）

須恵器が2点出土している。いずれも休部片で外面はタタキ、内面には当て貝痕が残る。一括出土を加えても

3点のみである。古墳時代の土師器類は出土していない。また古代から中世・近世前半まで遺物は全く出土して

いない。

近世後半以降の土器陶磁器は19点出土した。この中にはPo216・217のような近世土師器の灯明皿も含んでいる。

灯明皿はこの他Po218のような施粕陶器のものも出土した。中央に重ね焼きの砂が付着する。

この他の陶器は、胎土が灰色で陶器質のPo222・223が肥前で18世紀頃。Po219は産地不明。Po220・221はいず

遺物番号
挿図番号
図版番号

遺構名
種　 類

器　 種

法　 量

（cm）

形態上 の特徴

外　 面　 調　 整
内面調整 内面色調 外面色調 胎土 ・焼成 取上No． 備　 考 実 測者No．

P 0 111 F 14 12 突帯文 （D △ 5．8 口縁端部 はやや外反 し丸 い。 わず 端部付近 を横 にナデ にぷい橙色 にぷい橙色 密 （1 mm 前 後 56 Ⅲ一 A 類 清水－24

56 （Ⅱ区） 探鉢 ② ※29．4 か に波状 口縁気味。半 円形 の突帯 る。以下横方 向のナ 7 ．5R 6／ 4 7．5R 6／ 4 の石英を含む） 1214

8 B ＿4 ＿2 に深 いⅤ字状 の刻 み目をもっ。以

下斜 め方向 のナデ。薄 ぐ煤付着。

デ。指頭圧痕 あ り。 ・良好

P 0 112 B －4 －2 突帯文 ① △ 8．5 口縁端部 は直立 しやや尖 る。半 円 横 または斜 め方 向の にぷい黄栓色 にぷい黄褐色 密 （1 ～ 2 mm 1185 Ⅲ －A 類 清水－23

56 探鉢 ②※ 32．8 形 の突帯 に深 いⅤ字状 の刻 み目を ナデ。 10Y R 7／ 3～ 10Y R 5／4 の石英を多 く 1213 胎土分析

8 もつ。以下横方 向のナデ。 赤褐色

5Y R 4／ 6

含む雲母有）

・良好

16、17 No．22

P 0 113 C －2 －4 突帯文 ① △ 3．3 口縁端部 は直立 し丸 い。半 円形 の 横方 向の粗 いナデ。 にぷい褐色 にぷい黄橙 色 密 （1 ～ 2 mm 1070 Ⅲ－ A 類 清水－64

56

8

深鉢 突帯 にⅤ字状 の刻 み目をもっ。突

帯 の上側 には指頭圧痕 が顕著 にみ

られ る。以下横方 向のナデか。

条痕後 ナデか。 7 ．5Y R 5／ 4 10Y R 7／4 の砂粒を多 く

含む）・良好

P o 114 C －4 －1 突帯文 ① △ 3．2 口縁端部 は直立 し丸 い。三角形～ 横方 向の粗 いナデ。 にぷい赤褐色 にぷい赤褐色 密 （1 mm 大 の 955 Ⅲ －A 類 清水－37

56

8

探鉢 半 円形 の突帯 にⅤ字状 の刻 み目を

もっ。 やや波状 口縁気味。以下横

方 向のナデ。

5Y R 4／ 4 5Y R 4 ／ 3 砂粒を多 く含

む）・良好

胎土分析

No．1

P 0 115 突帯文 （彰△ 3．5 口縁端部 は外傾 し丸 い。半 円形 の 横方 向の条痕。 灰褐色 にぷい赤褐色 密 （1 mm 前 後 215 Ⅲ －A 類 清水－8 1

56

8

探鉢 突帯 に浅 い切 り込 み状 の刻 み目を

施 す。器壁 は 4 mm程度 で薄 い。以

下横方 向のナデ。

7．5Y R 4／ 2 5Y R 5 ／ 4 ～

灰褐色

7・5Y R 4／ 2

の砂粒を含む）

・良好

P o 116 突帯文 （彰△ 3．2 口縁端部 は直立 し丸い。半 円形 の 端部付近 を横にナデ にぷい黄橙色 にぷい黄橙色 密 （1 ～ 2 mm 1618 Ⅲ－A 類 清水－80

56

8

深鉢 突帯 に浅いⅤ字状の刻み目を施す。 る。以下 横方向の条

痕。

10Y R 7／ 4 10Y R 6／ 4 の石英を多 く

含む）・良

P o 117 突帯文 （丑△ 2．9 口縁端部は直立 しやや尖 る。半円 横方向の条痕。 明黄褐色 明黄褐色 密 （1 ～ 2 mm 67 Ⅲ－ A 類 清水－68

56

8

探鉢 形 の突帯に浅いⅤ字状の刻み 目を

斜めに施す。

10Y R 7／ 6 10Y R 7／ 6 前後の石英を

含む）・良好

P o l18 C 1413 突帯 文 ① △ 7．7 口縁端部 は直立 し丸い。半円形の 端部付近を強 く横 に にぷ い黄栓色 にぷ い黄橙色 密 ・良好 508 Ⅲ－ A 類 清水－65

56

8

探鉢 無刻み 目突帯を もっ。以下横方向

の粗いナデ。

ナデ る。以下横方向

の粗 いナデ。

10Y R 6／ 4 10Y R 6／ 4

P 0 119 C －4－3 突帯文 （丑△ 5．8 口縁端部 はやや外反 し丸 い。半円 端部付近を強 く槙 に にぷ い黄樟色 にぷ い黄橙色 密 （1 ～ 2 mm 20 Ⅲ－ A 類 清水－31

56

8

深鉢 形の無刻み 目突帯を もっ。以下横

方向の粗 いナデ。

ナデ る。以下横方向

の粗 いナデ。

10Y R 7／ 4 10Y R 7／ 4 大 の石英 を多

く含む）・良

P 0 120 C －5－4 突帯文 （丑△ 3．1 口縁端部 は外傾 し丸 い。三角形の 端部付近を槙 にナデ 明黄褐色 明黄褐色 密 ・良好 797 Ⅲ－ B 類 大角－46

56

8

探鉢 突帯に深 い切 り込み状の刻み 目を

もつ。以下横方向の粗いナデ。

る。以下横方向のナ

デ。

10Y R 7／ 6 10Y R 7／ 6

P o 12 1 C －2－2 突帯 文 （丑△ 6．7 口縁端部 は直立 し丸 い。三角形の 横方向の条痕。 浅黄栓色 浅黄橙色 密 （1 mm 前 後 1596 Ⅲ－ B 類 清水－39

56 深鉢 無刻み 目突帯を もっ。以下横また 10Y R 8／ 3 ～ 10Y R 8／ 3 ～ の石英を含む） 胎土分析

8 は斜め方向の条痕。 8／ 4 8／ 4 ・良好 No．3

P 0 122 突帯 文 ① △ 3．8 口縁端部 は直立 し丸い。三角形の 横方向の条痕。 橿色 にぷ い黄橙色 密 （2 ～ 4 mm 413 Ⅲ－ B 類 大角－35

56 深鉢 やや鋭い無刻み 目突帯を もっ。 7．5Y R 7／ 6 10Y R 7／ 4 の石英を含む）

・良好

P o 123 突帯文 ① △ 2．7 口縁端部 は外傾 しやや尖 る。三角 横方向の粗いナデ。 樟色 にぷ い黄橙色 密 （1 mm 前 後 413 Ⅲ－ B 類 清水－75

56

8

探鉢 形の無刻み 目突帯を もっ。器壁 は

5 mm程度で薄い。突帯下側以下 に
煤付着。

5Y R 7／ 8 10Y R 6／ 4 の砂粒を含む）

・良好

P o 124 D －4－1 突帯文 （丑△ 6．6 口縁端部 は外反 しやや尖 る。三角 端部付近を強 く横 に 灰黄褐色 にぷ い黄橙色 密 ・良好 1535 Ⅲ－ B 類 大角－18

56

8

深鉢 （診※ 32．6 形の無刻み 目突帯を もっ。以下横

方向の比較的丁寧な ナデ。

ナデ る。 以 下 横 方

向の比較的丁寧な ナ

デ。

10Y R 6／ 2 10Y R 7／ 4

－64－
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第3章　上菅荒神原遺跡の調査

遺物番号

挿図番号
図版番号

遺構名
種　 類

器　 種

法　 皇

（cm ）

形態上 の特徴

外　 面 調　 整
内面調整 内面色調 外面色調 胎土 ・焼 成 取上 No． 備　 考 実測者 No．

P o 125 C －2－2 突帯文 （D △ 3．9 口縁端部 はやや外傾 し尖 る。三角 端部付近 を横 にナデ 明黄褐色 明黄褐色 密 （1 ～ 2 mm 743 Ⅱ－ B 類 清水－51

57 深鉢 形 の無刻 み目突帯 をもっ。以下横 る。以下横方 向のナ 10Y R 7／ 6 10Y R 7／ 6 大の石英 を含 胎 土分 析

8 方向 の丁寧 なナデ。 デ。 む）・良 No．9

P 0 126 C －3－2 突帯文 （丑 △ 6．9 口縁端部 は外傾 し丸 い。下 さがり 端部付近 を槙 にナデ 橙色 灰黄褐色 密（1 ～ 2 mm 724 Ⅲ－ C 類 清水－28

57 深鉢 ② ※ 30．6 ～三角形 の突帯 に切 り込 み状 の深 る。以下横方 向のナ 7 ．5Y R 6／ 6 10Y R 4／ 2 大 の石英 を多 胎土 分析

8 い刻 み目を施 す。以下横方 向の粗

いナデ。

デ。指頭圧痕 あり。 く含 む）・良

好

No．20

P o 127 B －5－2 突帯文 （彰△ 3．3 口縁端部 は外反 し丸 い。下 さがり 端部付近 を横 にナデ 浅黄色 浅黄色 密（1 ～ 2 mm 889 Ⅲ－ C 類 清水－34

57

8

探鉢 ～三角形 の無刻 み目突帯 をもっ。 る。以下不定方 向の

ナデ。

2 ．5Y 7／ 4 2．5Y 7／ 4 石英 を含む）

・良好

P o 128 B －4－1 突帯文 （彰 △ 7．0 口縁端部 は外反 しやや尖 る。大 き 横方 向のケズ リ状 の 明赤褐色 にぷい赤褐色 密 ・良好 39 Ⅲ－ D 類 清水－22

57

8

深鉢 （診※ 30．0 く突起す る突帯 に切 り込 み状 の刻

み目を施す。以下横方 向のケズ リ

状 のナデ。休部～ 口縁端部 に煤付

着。

ナデを交互 にする。 5Y R 5／ 6 5Y R 4／ 4

P o 129 B －4－2 突帯文 （む△ 3．4 口縁端部 は外反 しやや尖 る。大 き 横方 向の条痕。 橙色 橙色 密（1 ～ 2 mm 4 05 Ⅲ－ D 類 清水－43

57

8

深鉢 く突起す る突帯 にⅤ字状 の刻 み目

を施 す。以下横方 向のナデ。

7 ．5Y R 6／ 6 7．5Y R 6／ 6 の石英を多 く

含む）・良好

1332

P o 130 C －3－1 突帯文 （彰△ 4 ．3 口縁端部 は外傾 しやや尖 る。半 円 横方 向の条痕 かまた にぷい黄褐色 にぷい黄 褐色 密 ・良 1096 胎土分析 清水－46

57 探鉢 形 の突帯 にⅤ字状 の刻み目を施す。 は後 ナデ。指頭圧痕 10Y R 5／ 4 ～ 10Y R 5／ 4 ～ No．30

8 波状 口縁 か。以下丁寧 なナデ。 あ り。 黒褐色　 3／ 1 黒褐色　 3／ 1

P 0 13 1 突帯文 の （彰△ 3．3 三角形 の突帯 にⅤ字状 の刻 み目を 横方 向の丁寧 な筋 状 灰 黄褐色 黒褐色 密 ・良好 215 清水－193

57

8

装飾部 か 施 す。突帯 を弧 状 に貼 り付 け、内

側 にへラ措 きの直線 的な文様 を施

す。

のナデ。 10Y R 4／ 2 10Y R 3／ 1

P 0 132 C －3－3 精製浅鉢 （彰△ 3．5 口縁端部 は外傾 し丸い。 3 本の沈 横方 向のナデ。一部 にぷい黄橿色 にぷい黄橙 密 （1 ～ 3 mm 677 清水－90

57

8

D －3－2 も しくは

波状 口縁

の探鉢

② ※ 18．3 線 を波状 に施文 する。 欠けている

部分 が波状 か。

剥落のため著 しい。 10Y R 7／4 10Y R 7／ 4 大の石英を多

く含 む）・良

好

1431

P 0 133

57

8

C －4－1 精製鉢 （D △ 5．3 屈 曲部。丁 寧な横方 向の ミガキま

たはナデ。

横方向の ミガキ。 栓色

7．5Y R 6／ 6

橙色

7．5Y R 6／ 6

密 ・良好 97 1 清水－127

P 0 134 D －3－1 精製鉢 ① △ 5．6 屈 曲部上下 と も丁寧な横方向のナ 横方向の比較的粗い 明黄褐色 明黄褐色 密 ・良 649 清水－128

57

8

デ。 ナデ。 2．5Y 7／ 6 10Y R 7／ 6

P0 135 C －2－4 粗製深鉢 ① △ 5．2 横方 向の比 較的丁寧な条痕地に外 横方向の条痕。 明褐色 黒色 密 （1 ～ 2 mm 1072 清水－108

57

8

体部 面 か ら円孔を穿っ。補修孔か。 7．5Y R 5／ 6～

黒褐色

2．5Y 3／ 1

2．5Y 2／ 1 の砂粒を多 く

含む）・良好

Po 136 C －2－4 粗製 浅鉢 （9 △ 3．2 口縁端部は外傾 し丸い。横方向の 横方向の比較的粗い 明赤褐色 橙色 密 （1 ～ 2 mm 245 胎土分析 清水－53

57

8

D －3－1 もしくは

波状口縁

の深鉢

やや粗いナデ。 ナデ。 5Y R 5／ 6～

橙色

7．5Y R 7／ 6

2．5Y R 7／ 6 ～

褐色

10Y R 4／ 4

の砂粒を含む）

・良好

642 No．28

P o 137 B －5－3 粗製探鉢 ① △ 5．5 口縁端部は外傾 し丸い。横または 横方向の粗 いナデ施 にぷい黄桂色 にぷい黄橙色 密 （3 mm 大 の 8 70 胎土分析 清水－40

57
8

斜め方向の条痕後一部ナデ。煤付

着。

す。 10Y R 7／ 4 10Y R 7／ 4 石英を少量含

む）・良好

No．29

P o 138 D －3－1 粗製探鉢 （彰△ 3．1 口縁端部 は外傾 しやや尖 る。横方 横方向のやや粗いナ 橙色 橙色 密 （1 mm 前 後 630 清水－76

57

8

向のナデ。器壁 は約 5 mmで薄い。 デ。 5Y R 6／ 8 5Y R 6／ 8 の石英を含む）

・良好

P o 139 粗製探鉢 （丑△ 3 ．0 口縁端部 は直立 し丸 い。横方向の 横方向の ナデ。 にぷ い黄桂色 橙色 密 （2 ～ 3 mm 64 清水－74

58

8

ナデ。 10Y R 6／ 4 2．5Y R 6／ 8～

7．5Y R 7／ 6

の砂粒を含む）

・良好

P 0 140

58

8

D －3－2 粗製深鉢 ① △ 2．7 口縁端部 はわずか に内湾 し丸 い。

横方向 のナデ。

剥落 のため不明。 明褐色

7．5Y R 5／ 6

明赤褐色

5Y R 5／ 6

密 ・良好 652 清水 －77

P 0 14 1 B －3－3 粗製深鉢 （丑△ 3．1 口縁端部 は直立 し丸 い。横方 向の 縦 または横方 向のナ にぷ い黄褐色 にぷい黄褐色 密 （1 ～ 2 mm 279 大 角－44

58

8

ナデ。 デ。 10Y R 5／ 4 10Y R 5／ 4 の砂粒を含む）

・良好

P o 142 B －5－3 粗製探鉢 ① △ 2．3 口縁端部 は直立 し丸 い。 ご くわず 横方 向のナデ。 橙色 橙色 密 （1 ～ 2 mm 384 清水 －78

58

8

かに波状。横方 向のナデ。一部 に

煤付着。

7．5Y R 6／ 6 7 ．5Y R 6／ 6 の砂粒を含む）

・良好

P o 143 B －5－2 粗製深鉢

粗製深鉢

① △ 3．2

（彰△ 2．0

口縁端部 は直立 し丸 い。縦方 向の 横方 向のナデ。

剥落 のため不 明。

橙色 桂色 密 （1 ～ 2 mm 824

413

清水 －38

大角 －42

58

8

P o 144

58

条痕後横方 向のナデか。指頭圧痕

あ り。煤付着。

口縁端部 はわずかに内傾 し丸 い。

ナデか。

7．5Y R 6／ 6

にぷ い黄橙色
10Y R 7／ 4

7．5Y R 6／ 6

にぷ い黄橙色
10Y R 6／ 4

大 の砂粒 を含

む）・良好

密 ・良好

P o 145 D －3－2

C －1－3

B －5－2

D －5－4

粗製深鉢

粗製探鉢

粗製深鉢

粗製深鉢

（り△ 3．1

① △ 3．5

（丑△ 2．9

（丑△ 2．9

口縁端部 は直立 し丸 い。横方 向の 横 または縦方向 のナ にぷ い褐色 にぷ い褐色 密 （1 ～ 2 mm 589

320

1374

438

大角 －41

清水 －45

清水 －83

清水－72

58

8

比較 的粗 いナデ。 デ。 7．5Y R 5／ 4 7．5Y R 5／ 4 の砂粒を含む）

・良好

P 0 146 口縁端部 はわずかに外反 し丸 い。 横方 向のナデ。

横方 向の粗 いナデ。

端部付近面取 り状 に

にぷ い黄橙色 橙色 密 （1～ 2 mm の

58

8

横方 向のナデ。 10Y R 7 ／ 4 ～

6／ 3

7．5Y R 6／ 6 ～

6／ 8

石英、5mm大 の

礫有）・良好

P o 147 口縁端部 はわずかに内湾 し丸 い。 灰黄色 灰黄色 密 （1 ～ 5 mm

58

8

横方 向の粗 いナデ。 2 ．5Y 7／ 2 2 ．5Y 7／ 2 の砂粒 を多 く

含 む）・良好

P o 148 口縁端部 はわずかに外傾 し丸い。 黄灰 色 橙 色 密 （1 mm 前 後

58
8

横方 向のナデ後縦方向のナデ。 ナデる。 以下横方 向

のナデ。

2．5Y 4／ 1～

浅黄 色　 7／ 3

7．5Y R 7／ 6 の砂粒を多 く

含む）・良好

1

1

l

．

1

1
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第3章　上菅荒神原遺跡の調査

遺物番号
挿図番号
図版番号

遺構名
種　 類

器　 種

法　 量

（cm ）

形態上の特徴

外　 面　 調　 整
内面調整 内面色調 外面色調 胎土 ・焼成 取 上 No． 備　 考 実測者 No．

P 0 149

58

8

粗製探鉢 （彰△ 2．6 口縁端部 はわずか に外傾 し丸 い。

横方向の比較的粗 いナデ。

斜め方向の ナデ。 にぷ い褐色

7．5Y R 5／ 4

にぷい褐色

7 ．5Y R 5／ 4

密 ・良好 365 大角－49

P o 150 D －4＿1 粗製鉢 （り△ 3 ．2 口縁端部 はわずか に内湾 し丸 い。 斜 めまたは横方向 の にぷ い黄褐色 にぷい褐色 密 ・良好 416 大角－47

58

8

縦 また は横方向の丁寧 なナデ。 ナデ。 口縁端部 に少

量 の炭化物付着。

10Y R 5／ 3 7 ．5Y R 5／ 3

P o 151 B －5 －3 底部 （丑△ 2．5 接地面付近が外 にふ くらむ不安定 立 ち上が りはナデか。 灰 オ リーブ色 にぷい黄 色 密 （1 ～ 2 mm 850 清水－2 1

58

9

③ ※ 3 ．2 な平底。立 ち上が り付近 は斜 め方

向の ナデか。

5Y 6／ 2 2．5Y 6／ 3 の石英を含む）

・良

P o 152 底部 ① △ 1．9 接地面付近がわずか に外方向 に張 剥落 のため不 明瞭。 灰黄褐色 橙 色 密 ・良好 8 胎土分析 大角－17

58

9

（診 ※ 7．4 り出す不 安 定 な平底 。 底面 は不

定方向、立 ち上が りは横方向 のナ

デ。

10Y R 6／ 2 5Y R 6／ 6 No．42

P 0 153 C －4 －1 底部 ① △ 3 ．4 接地面付近がわずか に外 に張 り出 底面 は 1 方 向、立 ち 橙色 橙 色 密 （1 mm 前 後 970 清水－12

58

9

③ ※ 8 ．0 す平底。立 ち上が りは横方向 のナ

デ。底面～立 ち上が りに煤付着。

上が りは斜 め方 向の

ナデか。

7 ．5Y R 7／ 6 7．5Y R 7／ 6 の石英を多 く

含む）・良

P o 154 B －5 －2 底部 ① △ 4 ．8 ・接地面付近が わず かに外 に張 り出 立 ち上 がりは槙 また 褐色 明赤褐色 密 （1 ～ 3 mm 839 清水－5

58 B －5 －3 （診※ 7．2 す不安定 な平底。立 ち上 がりは横 は斜 め方 向の粗 いナ 7 ．5Y R 4／ 3 5Y R 5／ 6 大の石英を多 873

9 または斜 め方 向のナデが連続する。 デ。 く含む）・良 874

P 0 155 C －4 －1 底部 （む△ 1．7 接地面付近 が大 き く外 に張 り出す 底面 は不定方 向のナ にぷい黄桂色 にぷい黄橙色 密 ・良好 28 大角－9

58

9

③ ※ 7．6 平底。底面 は不定方 向のナデ。 デ。 10Y R 7／ 2 10Y R 6／ 3

P 0 156 B ＿4－2 底部 （丑△ 1．8 接地面付近 が大 き く外 に張 り出す 底面 は不定方 向のナ 褐灰色 橙色 密 ・良好 1181 清水－15

58
9

③ ※ 9．0 平底。底面 は不定方 向のナデ。 デ。 7．5Y R 5／ 1 5Y R 7／ 6 1521

P 0 157 C －3－2 底部 （彰△ 3．2 接地面付近 がやや外側 に張 り出す 底面 は不定方向、立 明赤褐色 明赤褐色 密 （2 ～ 3 mm 31 清水－17

58

9

③ ※ 10．6 平底。底面 は不定方 向のナデ。立

ち上 が りは斜 め方 向の粗 いナデ。

ち上が りは斜め方向

のナデ。立ち上が り

に炭化物付着。

5Y R 5／ 6 5Y R 5／ 6 大の石英 をわ

ずかに含む）・

良

P o 158

58

B －3－3 底部 （彰△ 1．5

（紗※ 8．6

接地面付近 がやや外 に張 り出す平

底。底面 は不定方 向のナデ。

剥落のため不明。 にぷい黄橙色

10Y R 5／ 4

橙色

7．5Y R 7／ 6

密 ・良好 1176 大角 －13

P 0 159 C －4－2 底部 （丑△ 2．0 接地面付近 が外に張 り出す平底。 底面は斜め方向のナ にぷ い褐色 明黄褐色 密 ・良好 1585 大角 －12

58

9

（諺※ 8．2 底面 は不定方向、立ち上が りは横

方 向のナデ。
デ。 7．5Y R 6／ 3 10Y R 7／ 6

P o 160 底部 （彰△ 2．9 接地 面付近がほぼ直立す る平底。 底面は 1 方向、立ち にぷ い桂色 にぷ い橙色 密 （石 英、 輝 18 胎土分析 清水 －3

58

9

③ ※ 7．7 底面は 1 方向の引 っ掻 き状の痕あ

り。立ち上が りは横方向のナデ。

指頭圧痕がみ られ る。底面および

立ち上が りに煤付着。

上が りは横方向の粗

いナデ。

7．5Y R 7／ 4 7．5Y R 7／4 石 を含 む）・
良好

No．45

P o 161 C －3－2 底部 ① △ 1．7 接地面付近が張 り出す平底。底面 底面 は不定方向の ナ 橙色 桂色 密 ・良好 702 胎土分析 大 角－5

58

9

③ ※ 7．2 は不定方向、立ち上が りは横方向

のナデを施す。

デ。 5Y R 7／ 6 5Y R 7／ 6 No．40

P 0 162 C －1－3 底部 ① △ 2 ．2 接地面付近がわずか に張 り出す平 底面～立 ち上が りに 栓色 橙色 密 （1 ～ 3 mm 768 清水－20

58 ③ ※ 10 ．2 底。底面 は不定方向、立 ち上が り

は横方向 のナデ。

か けて不定方向 のナ

デ。

2．5Y R 7／ 6 2 ．5Y R 7／ 6 の石英を含む）

・良好

P 0 163 C －3 －1 底部 ① △ 2．4 接地面付近が外傾す る平底。底面 底面～立 ち上 がりに にぷい橙色 赤橙色 がか っ 密 ・良好 1092 大角一7

58 ③ ※ 8．0 は剥落 のため不 明、立 ち上 がりは

・縦方 向のナデ。

かけて 1 方向のナデも 7 ．5Y R 7／ 3 た明黄 褐色

10Y R 7／ 6

P o 164 C －3－3 底部 （彰△ 2．2 接地面付近 がやや外側 に張 り出す 底面 ～立 ち上 が りは 橙 色 橙色 密 ・良好 180 大角－4

58

9

③ ※ 10．0 平底。底面 は不定方 向のナデ。立

ち上 が りは斜 めまたは横方 向のナ

デ。

1 方 向のナデ。 7．5Y R 7／ 6 7．5Y R 7／ 6

P0 165

58

B －2－2 底部 （9 △ 2．1

③ ※ 7．4

接地面 付近 がはぼ直立 する平底。

底面 は不定方 向のナデ。立ち上が

りは斜め方向のナデか。

剥落のため不明。 にぷい黄橙色

10Y R 7／ 4

にぷい黄栓色

10Y R 7／ 4

密 ・良好 232 大角－16

P 0 166 C －4－1 底部 （む△ 3．5 接地面 付近が外傾す る平底。底面 底面 は不定方向、立 橙色 橙色 密 （1 ～ 2 mm 950 清水－9

58

9

（諺※ 7．0 は不定方向のナデ。立ち上が りは

斜め方向のナデ。

ち上が りは斜め方向

の粗いナデ。

2．5Y R 7／ 6 2．5Y R 7／ 6 の石英を含む）

・良

P 0 167 ・C －4－1 底部 （丑△ 3．5 接 地面付近が外傾す る平底。底面 底面は不定方向、立 橙色 橙色 密 （1 mm 前 後 27 胎土分析 清水－4

58

9

C －4－3 ③　 7．2 は不定方向のナデ。立ち上が りは

斜 め方 向の比較的粗いナデ。底面

および立ち上が りに煤付着。

ち上 が りは斜め方向

のナデ。

2．5Y R 6／ 6 2．5Y R 6／ 6 の砂粒を多 く

含む）・良

496 No．43

P 0 168 C －2－1

C －4－2

D －3－1

底部

底部

底部

（彰△ 4．2 接地 面付近がほぼ直立する平底。 立ち上 が りは縦方 向 淡黄色 淡黄色 密 （3 mm 前 後 1018 胎土分析 清水一6

清水－16

清水 －13

58

9

③ ※ 7．2 底面 は不定方向のナデ。立ち上が

りは横方 向のナデ。

のナテデ。 2．5Y 8／ 3 2．5Y 8／ 3 の石英を多 く

含む）・良

1602 No．44

P o 169 ① △ 2．8 接地 面付近がわずかに突出す る平 立ち上が りは縦また にぷい黄橙色 にぷ い黄橙色 密 （1 ～ 2 mm 529

620

58

P o 170

（診※ 9．3

（丑△ 1．7

底。立ち上が りは斜め方向のナデ。

接地面付近が外傾す る平底。立ち

は斜め方向のナデ。

底面 は不定方向のナ

10Y R 7／ 2

橙色

10Y R 7／ 2

明黄褐色

の石英を多 く

含む 2 mm大の

雲母有）・良

密 （1 ～ 2 mm

58

9

③ ※10．2 上が りは横方向のナ デか。 デ。 5Y R 6／ 8 10Y R 7／ 6 の石英を含む）

・良

－68－
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挿図58　黒色土包含層土器実測図（7）

Pu用2

」　召。皿

遣物番号
挿図番号
図版番号

遺構名
種　 類

器　 種

法　 皇

（cm ）
形態上の特徴
外　 面 調　 整

内面調整 内面色調 外面色調 胎土 ・焼成 取上No． 備　 考 実測者No．

P o 171・B ＿4－2 底部 （彰△ 4 ．1 接地面付近が外傾す る平底。円盤 底面～立 ち上が りに 橙色 檀色 密 （1 ～ 4 mm 993 清水 －2
58 ③　 8 ．4 状の底部に積み上げ る。立ち上が か けて不定方向の ナ 7．5Y R 6／6 7．5Y R 6／6 の石英を多 く 1517
9 りは緩やかであ る。底面 は不定方

向のナデ。指頭圧痕。立ち上が り

は縦方向のナデまたは横方向の ミ
ガキ。

デか。 含む）・良 1519

P o 172 C －4－3 底部 （丑△ 2．8 接地面 付近がわずかに張 り出す平 底面～立ち上が りに 明黄褐色 明黄褐色 や や密 （2 ～ 509 胎土分析 清水－8
58 ③ ※ 9．8 底。 立ち上が りは緩 やかであ る。

底 面は不定方 向のナデ。指頭圧痕。

立 ち上 が りは横方 向のナデ。

かけて不定方向のナ

デ。立ち上が り付近

に煤付着。

10Y R 7／6 10Y R 7／6 3 mm大の石英

を多 く含む）・

良

No．41

れも肥前とみられる。Po220の内底には菱形の粕切れがあり、重ね焼きの台の痕跡と考えられる。磁器はいずれ

も染め付けで、Po224は胎土は良いが発色が青黒い。絵付けも大まかである。P0225・226はいずれも肥前で18～
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遣物番号
挿図番号

図版番号

遺構名
種　 類

器　 種

法　 量

（cm）

形態上 の特徴

外　 面　 調　 整
内面調整 内面色調 外面 色調 胎土 ・焼成 取上 No． 備　 考 実測者 No．

P 0 173 B －5－1 弥生前期

－＝ヒ宝亘

（彰△ 2．2 口縁端部 は外反 し丸 い。 口縁部 に 横方 向の密な ミガキ。 明赤褐色 樟色 密 （1 ～ 2 mm 840 遠賀川系 清水－9 1

59

9

② ※ 15．2 横方 向の密 な ミガキ、頸部 に 2 本

以上 の横方 向の沈線 を施 す。

2．5Y R 5／ 8 7．5Y R 6／ 8～

にぷい黄 桂色

10Y R 7／ 4

の砂粒を含む）

・良好

P o 174 C －3－2 弥生前期

＝土ご璽E

（D △ 6．7 口縁部 は外反 し丸 い。肩部 に ミガ 横方 向の比 較的粗い 橙色 橙色 密 ・良好 707 遠賀川系 大角－3 1

59

9 ‾

（診※ 22．0 キによる下側 の低 い段 を もっ。横

方 向の粗 い ミガキ。

ミガキ。 7．5Y R 6／ 6～
褐灰色

4／ 1

7．5Y R 6／ 6～

褐灰色

4／ 1

胎土分析

No．33

P o 17 5 C －3－3 弥生前期

＝土ご璽E

（丑△ 9．2 口縁部 は外反 し角張る。 肩部 に段 ナデか。剥落のため 橙色 明赤褐色 密 （1 mm 前 後 694 遠賀川系 清水－92

59 C －3－1 ② ※ 20．6 は もたない。 ロ縁部横 、肩部 斜め 不明。 7．5Y R 7／ 6 5Y R 5／ 6 の砂粒を多 く 1113 胎土分析

9 C －3－2 方 向のナデ。 含む）・良 1929 No．36

P o 176 D －3－3 弥生前期

＝ゴこご宣E

① △ 3．3 口縁部 は外 反 しやや角張る。槙方 横方向の ミガキか。 にぷい橙色 にぷい橙色 密 ・良好 570 遠賀川系 大角－30

59 ② ※ 14．4 向のナデか。 7．5Y R 6／ 4 7．5Y R 6／ 4 胎土分析

No．35

P o 177 C －5－2 弥生前 期 ① △ 4．1 横方向のナデ。縦 ・横方向の沈線 横方向のナデか。 樟色 橙色 密 （1 ～ 2 mm 450 遠賀川系 清水－110

59

9

壷休部 と斜格子文を施す。 7．5Y R 6／ 6 7．5Y R 6／ 6 大の石英を含

む）・良好

P o 178

59

9

C －4－2 弥生前期

壷休部

（彰△ 3．5 2 本以上の沈線の下 に綾杉文を施

す。

斜め方向のナデか。 樟色

5Y R 6／ 6

橙色

5Y R 6／ 6

密 （1 mm 大 の

石英 を多 く含

む）・良

1341 遠賀川系 清水－103

P 0 179

59

9

C －4 －3 弥生前期

－＝ヒ璽E

① △ 3．1 2 本以上の沈線の下 に斜格子文、

さらに上 に 1 本以上の沈線 あり。

間 に斜 めの線が入 る。

横方向 のナデか。 桂色

5Y R 6／ 8

橙色

5Y R 6／ 8

密 ・良 5 12 遠賀川系 清水 －154

P 0 180 C －5－2 弥生前期 （彰 △ 12．5 接地面付近 はわずか に張 り出す。 不定方向 のナデ。体 にぷい黄橙色 明黄褐色 密 （1 mm以 下 271 遠 賀川系 清水 －192

59 ＝土ご宝E ③　　 5．0 上 げ底で、休部 は丁寧 な ミガキ。 部下半 には指頭圧痕 10Y R 6／ 4 10Y R 6／ 6 ～ の砂粒を含む） 364 胎土分析

10 上か ら 2 条 ・ 2 条 ・ 3 条 ・ 2 条 の

4 段 の横方向 の沈線 の間 に 2 本線

の連続す る重弧文、 3 本線 の鋸歯
状文 などを措 く。上 の沈線上部 に

有軸 の木葉文 を措 く。

が顕著 にみ られる。 赤褐色

2 ．5Y R 4／ 6 ～

黒色

5Y 2／ 1

・良 No．31

P 0 181 C －4－1 弥生前期 ① △ 7．9 口縁部 は緩 かに外反 し、面をもっ。 不定方 向のナデ。指 橙色 明赤褐色 密 （1 ～ 2 mm 951 遠賀川系 清水－27

59 襲 ② ※ 38．8 面 には縦方 向の刻 み目を施 す。横 頑圧痕 あ り。 口縁部 7．5Y R 6／ 6 5Y R 3／4 大の砂粒 を多 952 胎土分析

9 方 向に幅広 の沈線 を 3 本施 す。調

整 はナデか。外面全体 に煤付着。

付近 に煤付着。 く含 む）・良

好
No．32

P 0 182 弥生前期 （彰△ 1．8 ロ縁部 は緩 やかに外反 し丸 くおわ 横方 向のナデか。 にぷい褐色 にぷい褐色 密 （1 mm 大 の 68 遠賀川系 清水－105

59

9

賓 る。端部 に浅いⅤ字状 の刻 み目を

施 す。以下横方 向の条痕 またはナ

デか。

7．5Y R 5／ 4 7．5Y R 5／ 4 砂粒を含む）・

良好

P o 183 C －3－1 弥生 中期 （丑△ 1．7 口縁部 が大 きく外反 し面 を もつ。 口縁部横方 向、頚部 浅黄色 浅黄色 密 ・良 1103 清水－97

59

10

＝土ご宣E ② ※ 14．4 面 には単 線による斜格子文を施す。

頚部 は横方向のナデか。

縦方向のナデ。 2．5Y 7／ 4 2．5Y 7／ 4

P 0 184 D ＿5＿1 弥生中期 （彰△ 1，0 口縁部が大 きく外反 し面を もつ。 口縁部横方向のナデも 浅黄橙色 浅黄桂色 密 ・良好 427 清水－102

59

10

壷 ② ※13．4 面に は単線に よる斜格子文がわず

かにみ られ る。頸部 は横方向のナ

デか。

10Y R 8／ 4 10Y R 8／ 4

P 0 185 C －3 －4 弥生中期 ① △ 3°．8 口縁部 は外側 に屈曲 し端部 は拡張 口縁部横方向のナデ、 橙色 橙色 密 ・良好 1137 清水 －93

59

1・0

聾 ② ※ 16 ．4 す る。 口縁部 は横方向 のナデ、頸

部下 には縦パ ケ目が残 る。

屈曲部以下 ケズ リ。 7．5Y R 7／ 6 7．5Y R 7／ 6

P o 186 C －4－1 弥生 中期 （丑 △ 3．8 頸部 から屈 曲 し水平方 向に広 い面 口縁部 ～頸部横方 向 黒褐色 にぷい黄褐色 密 ・良好 94 6 大角一29

59

10

C －3－4 襲 （塾※ 10．4 をもつ。 口縁部 ～肩部横方 向のナ

デ。

のナデ。以下横方 向

のパケ目。

10Y R 3／ 1 10Y R 6／ 3 1138

P 0 187 D －3－3 弥生 中期 （彰△ 7．5 口縁部 は逆 L 字状 に屈 曲 し、端部 口縁部横方向のナデ。 黄桂 色 黄 橙色 密 ・良 12 清水－88

59

10

襲 ② ※ 21．2 はやや平坦面 を もっ。 口縁部横方

向のナデ。屈 曲部以下縦方 向のパ

ケ目。最大 径上にわずかに刺突文。

屈 曲部以下縦方 向の

パケ目か。剥落 のた
め不明。

10Y R 8／ 6 10Y R 8／ 6 60

P 0 188 C －5－1 弥生 中期 ① △ 2．9 口縁 部は逆 L 字状に屈 曲 し丸 くお 口縁部 ～屈 曲部以 下 にぷい黄橙色 にぷい黄桂色 密 ・良好 783 清水－100

59 嚢 ② ※ 16．4 わる。 口縁部横方 向のナデ。屈 曲

部 以下縦 方向のパケ目か。

横方 向のナデ。 10Y R 6／ 4 ～

7／4

10Y R 6／ 4 ～

7／4

P 0 189 C －3－1

C －3－1

C －5－1

C －3－4

弥生 中期 （丑△ 1．9 口縁 部は逆 L 字状に屈曲 し丸 くお 口縁部横方向のナデ。 明黄褐色 明黄褐色 密 ・良好

密 ・良好

密 ・良好

密 （1 mm 程 度

1117

1088

776

1135

清水－98

大角－53

清水－95

大角－54

59 聾 （診※ 17．8 わる。口縁部～屈曲部 以下横方 向

のナデか。

屈 曲部以下斜 め方 向

のパケ目か。

10Y R 7／ 6 10Y R 7／ 6

P o 190 弥生 中期 （彰△ 3．6 口縁部は逆 L 字状に屈曲 し丸 くお 口縁部横方向のナデ。 にぷい黄桂色 にぷい黄橙色

59 整 ② ※ 15．4 わる。口縁部横方向のナデ。屈曲

部以下縦方向のパケ目。

屈曲部 以下 斜め方 向

のパケ目。

10Y R 7／4 10Y R 7／ 4

Po 191 弥生 中期 （彰△ 2．．4 口縁部は逆 L 字状に屈曲 し、口縁 口縁部～屈曲部以下 樟色 桂色

59

10

聾 ② ※ 22．6 端部はやや面を もっ。口縁部～屈

曲部以下横方向のナデ。

横方向のナデ。 7．5Y R 7／ 6 7．5Y R 7／ 6

P o 192 弥生中期 （丑△ 4．2 口縁部 は逆 L 字状に屈曲 し、端部 ロ縁部横方向のナデ。 黒褐色 黒褐色

59

10

寮 ② ※ 17 ．0 は面を もつ。 口縁部横方向のナデ。

屈曲部以下縦方向のパ ケ目。

屈曲部以下ケ ズリ後

横方向のナデ。

10Y R 3／ 1 10Y R 3／ 1 の砂粒を含む）

・良好

1
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挿図59　黒色土包含層土器実測図（8）

19世紀頃と考えられる。またPo228は陶器摺鉢で石見付近産の可能性がある。遺構外遺物と合わせてみても概ね

18世紀頃のものが最も多くみられる。また摺鉢類は棚田の盛土の下から出土していることから18～19世紀頃に付

近の棚田は開発されたことが予想できる。

鉄製品は鉄釘が出土しているが図化できなかった。その他鉄棒も若干含まれ、分析の結果たたら生産による可

能性が高いとの結果を得た。結果については考察に「上菅荒神原遺跡鉄棒分析」として掲載されている。たたら

がいっ開始されたかは明らかではないが、陶磁器類は18～19世紀のものがわずかではあるがみられることから、

棚田の開発とともにたたら生産が近世後半から付近の主な産業として発展したのであろう。

－71－
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遺物番号
挿図番号
図版番号

遺構名
種　 類

器　 種

法　 量

（cm ）

形態上の特徴

外　 面　 調　 整
内面調整 内面色調 外面色調 胎土 ・．焼成 取上 Nn 備　 考 実測者 No．

P 0 193 C －2－4 弥生中期 （彰△ 3．0 口縁部は逆 L 字状に屈曲 し、端部 口縁部碇方向のナデ。 橙色 橙色 密 ・やや不良 50 清水－104

60 嚢 ② ※ 24．6 に面あ り。口縁部横方向のナデ。

屈曲部以下縦方向のパケ 目痕。

屈曲部以下剥落のた

め不明。

7．5Y R 7／ 6 7．5Y R 7／ 6

P o 194 C －4－2 弥生中期 （り△ 2．3 口綾部は逆 L 字状に屈曲 しやや丸 口縁部～屈曲部以下 浅黄色 橙色 密 ・良 527 清水－99

60

10

嚢 ② ※ 17．2 く肥厚。口縁部横方向のナデ。屈

曲部以下縦方向のパケ 目痕。
横方向のナデ。 2．5Y 7／ 3 7．5Y R 7／ 6

P 0 195 B －3－2 弥生 中期 ① △ 5．1 口縁部 は逆 L 字状に屈曲 しやや上 口縁部～屈曲部以下 明黄褐色 明黄褐色 密 ・良好 1149 清水－96

60

10

襲 （診※ 14．8 に拡 張する。口縁部横方向のナデ。

屈 曲部 以下縦 方向のパケ 目。
横方向のナデ。 10Y R 7／ 6 10Y R 7／ 6

P o 196 C －5－1 弥生 中期 （か△ 1．8 口縁部 は逆 L 字状に屈曲 しやや上 口縁部～屈曲部以下 明黄褐色 明黄褐色 密 ・良好 787 清水－94

60
10

襲 ② ※ 24．6 に拡張 する。 口綾部横方向のナデも 横方向のナデ。 10Y R 7／ 6 10Y R 7／ 6

P o 197 C －3－1 弥生体部 （丑△ 5．7 横方 向のナデの上 か ら 4 個 1 組 の 縦 方向のパケ目後ナ にぷい褐色 にぷい黄橙色 密 ・良 1078 大角－48
60 刺突文 を休部 に対 し斜 めに施 す。 デ。 7．5Y R 5／ 4 10Y R 6／ 4

P 0 198 弥生後期 ① △ 2．3 複合 口縁 に 6 条以上 の平行線 を施 剥 落のため不明。 にぷい黄褐色 暗褐色 密 （1 mm 前 後 215 清水－10 1
60

10

襲 す。突 出部以下 は横方向のナデか。 10Y R 5／ 4 10Y R 3／ 3 の砂粒を含む）

・良好

P 0 199

60

10

D －3－1 弥生休部 ⑤ △ 2．9

⑥ △ 3．7

横方 向のナデ後 4 個 1 組 の刺突文

を休部 に対 し斜 めに施 す。 中央付

近 に内面 か ら穿孔 を試 みた痕。

ナデか。 明黄褐色

10Y R 6／ 6

明黄褐色

10Y R 6／ 6

密 ・良 119 清水－106

P 0 200

60

10

D －2－3 紡錘車か ⑤ △ 2．7

⑥ △ 2．8
比較 的円形 に近 い。両面 か ら穿孔

するが、 中心 がややずれている。

横方 向のパケ目か。 明黄 褐色

10Y R 7／ 6

明黄褐色

10Y R 7／ 6

密 ・良 657 清水－109

P 0 201 C －3－3 弥生底部 （丑△ 2．5 立 ち上 が りは縦方 向の ミガキ後 ナ 底面 ～立 ち上 が りに 灰色 灰～浅黄 橙色 密 ・良好 671 大角－15
60

10

② ※ 5．6 デ。指頭圧痕 あり。 かけ不定方 向のナデ

か。

5Y 5／ 1 5Y 6／ 1～

10Y R 8／ 3

P 0 202 C －3－4 弥生底部 ① △ 2．9 底面 ナデ。立 ち上が りは縦方 向の 底面 ～立 ち上 が りに 暗灰黄色 暗灰黄 色 密 ・良 1131 清水－1
60

10

③ ※ 6．4 ミガキ後 ナデ。 かけ縦方向のナデか。 2 ．5Y 5／ 2 2．5Y 5／ 2

P 0 203 D －4 ＿1 弥生底部 ① △ 2．3 底面 ナデ。立 ち上が りは縦方 向の 底面～立 ち上 が りに 浅黄色 浅黄色 密 （1～ 4 mm の 420 清水－11

60

10

③ ※ 10．0 パ ケ目後 ナデ。 かけ指頭圧痕が顕著。 2 ．5Y 7／ 3 2 ．5Y 7／ 3 石英 を含 む）

・良

P 0 204 C －6 －1 弥生底部 ① △ 4 ：7 底面 ナデ。立 ち上が りは縦方向 の 立 ち上が りに縦方 向 橙色 桂色 密 （1～ 2 mm大 1387 清水 －7
60

10

③ ※ 8．4 パ ケ目。 のパ ケ目。 7．5Y R 7／ 6 7 ．5Y R 7／ 6 の石英を含む）

・良

P o 205 C －5－2 弥生底部 （む△ 3．3 底面 ナデ。立 ち上が りは幅広 の縦 立 ち上が りは横方向 黄栓色 褐灰色 密 ・良好 48 5 大 角－1

60

10

③ ※ 7．2 ミガキ。 のナデ。 10Y R 8／ 6 10Y R 4／ 1

P 0 206 C －3－2 底部 ① △ 2 ．9 接地面付近が張 り出す平底。底面 立 ち上が りは横方向 褐灰色 黄桂～黒褐色 密 ・良好 703 大角 －6

60

10

③ ※ 7 ．2 ナデ。立 ち上が りは横方向のナデも の ナデ。 5Y R 5／ 1 7．5Y R 7／ 6～

5Y R 3／ 1

P o 207 D ＿4－1 弥生底部 ① △ 3 ．0 接地面付近がわずか内傾す る。立 立 ち上が りは横方向 褐灰色 にぷ い橙色 密 （0．5 ～ 1 mm 97 清水－14
60

10

③ ※ 5 ．6 ち上が りは縦パ ケ目後横方向の ナ

デか。
の ナデ。 5Y R 5／ 1 7．5Y R 7／ 3 大 の砂粒 を含

む）・良好

P o 208 C －3－4 弥生底部 （9 △ 2．8 接地面付近がやや内傾す る平底。 立 ち上が りは斜め方 褐灰色 浅黄橙色 密 （1～ 4 mm の 1177 清水－18
60

10

③ ※ 4 ．6 立ち上が りは幅広の縦方向の ミガ

キ。

向の ナデ。 10Y R 5／ 1 10Y R 8／ 3 石英 を含 む）

・良

P 0 209

60

10

C －3－2 弥生底部 （彰△ 4 ．2

③ ※ ‘9 ．0
底面ナデ。立 ち上が りは幅広の縦

ミガキ。

剥落のため不明。 褐灰色

10Y R 6／ 1～

浅黄橙色 8／ 3

黄橙色

10Y R 8／ 6

密 ・良好 1478 大角－3

P o 210 C －5－1 弥生底部 （彰△ 3 ．8 立ち上が りは幅広の縦 ミガキ。接 立 ち上が りは縦方向 にぷ い黄橙色 にぷ い黄橙色 密 ・良好 795 大角 －2

60

10

③ ※ 5．2 地面付近 は密な横方向の ミガキ。 のパ ケ目後丁寧 なナ

デ。

10Y R 7／ 3 10Y R 7／ 4

P o 211 B －2 －3 弥生底部 （り△ 3．4 底面ナ デ。立 ち上が りは縦方向 の 立 ち上が りは縦方向 褐灰色 にぷ い黄橙色 密 ・良好 10 52 大角 －8

60
10

③ ※ 6．6 ミガキ後横方向の ナデ。 のケズ リ後 ナデ。 10Y R 4／ 1 10Y R 7／ 2～

褐灰色 5／ 1

P o 212 弥生底部 （彰 △ 2．7 縦方向の ミガキ後接地面付近様方 立 ち上が りは斜 め方 褐灰色 褐灰色 密 ・良好 68 大角－11
60

10

（診 ※ 4 ．2 向のパ ケ目痕。 向の ミガキか。 7．5Y R 4／ 1 7．5Y R 5／ 1

P o 213 B －4 －3 弥生底部 ① △ 3．0 やや不安定な平底。立 ち上が りは 立 ち上が りは横方向 褐灰色 橙色 密 ・良好 905 大角－14
60

10

③ ※ 5．0 斜めの ナデ。 のナデ。 5Y R 5／ 1 7．5Y R 7／ 6

P 0 214 C －3－2

C －2－1

C －3－4

C －4－2

弥生底部

弥生底 部

土 師器

① △ 2．6 接地面付近がわずか に張 り出す平 底面 は不定方向のナ 橙色 橙色 密 ・良好

密 ・良好

密 ・良好

密 ・良好

310

1602

1391

1124

540

365

在地

在地

大角－10

清水－112

大角－77

大角－78

60

10

③ ※ 4 ．3 底。立ち上が りは横方向のナデ。 デか。 5Y R 6／ 6 5Y R 6／ 6

P o 2 15 （丑△ 1．6 底面ナデ。立ち上が りは斜めの ミ 立ち上が りは横方向 明赤褐色 明赤褐色

60

10

③ ※ 5．6 ガキ。器壁は 4 ～ 6 mmで薄い。 のナデか。剥落のた

め不明

5Y R 5／ 6 5Y R 5／ 6

P o 2 16 （り△ 1．4 口縁部はやや外反 して開 く。回転

○

回転ナデ。 厚 く煤付 明黄褐色 明黄褐色

6 1

12

灯 明皿 ② ※ 6．8 ナデ。・厚 く煤付着。 着。 10Y R 7／ 6 10Y R 7／ 6

P 0 2 17

61

12

土 師器

灯 明皿

（丑△ 0．8

（沙　 3．9

底面 は回転 糸切 り。 2 ヶ所煤付着。 底面 は回転 ナデ。 2

ヶ所煤付着。

橙色

7．5Y R 6／ 6

檀色

7．5Y R 6／ 6

P o 2 18 施粕陶器 （彰　 2．5 径 の小 さな底面 か ら大き く開 く。 鉄粕 を施 す。底面 は 施 和 ：暗赤福 露胎 ：にぷい 緻密 ・軟質 産地不明 大角－57
6 1

12

灯 明皿 ② ※ 9．3

③ ※ 3 2

口縁部 のみ鉄粕。 以下 は露胎。底

面 は回転 糸切 りか

やや粕 が落 ちる。重

ね焼 きか

色

5Y R 3／ 3

黄樫色

10Y R 7／ 4

肥前か

P 0 2 19

6 1

12

施粕陶器

皿 か

°

① △ 1．7

② ※ 11．4

′　ヽ　　　　　　　　○

口縁部 は浅 く大 き く開 く。寓胎。

C〉

緑灰色 の粕がかかる。 施粕 ：オ リー

ブ灰色

10Y 6／ 2

露胎 ：灰白色

7．5Y 8／ 1

緻密 ・軟質 産地不明 大角－75

ー72－
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挿図60　黒色土包含層土器実測図（9）

遺物 番号
挿 図番号
図版 番号

遺 構 名
種　 類

器　 種

法　 皇

（cm）

形 態 上 の特 徴

外　 面　 調　 整
内面 調 整 内面 色 調 外 面 色 調 胎 土 ・焼 成 取 上 No． 備　 考 実 測 者 No．

P 0 2 2 0 C －3－3 施 粕 陶 器 （9 △ 5．7 や や 短 い簡 形 の休 部 。 休 部 は 内湾 灰 白色 の粕 に 白色 粒 粕 薬 ：灰 白色 断面 ：浅 黄 色 撤 密 （砂 粒 を 307 産地 不 明 大 角 －56

6 1

1 2

碗 ② ※ 10．6 し灰 白色 の和 。 が混 じる。 2 ．5Y 7／ 1 2 ．5Y 7／ 3 少 量 含 む ） ・

軟 質

肥 前 か

P 0 2 2 1 C －4 －4 施 粕 陶 器 （彰 △ 3．0 高 台 は比 較 的 高 くケ ズ リ出 す。 底 底 面 に菱 形 の わ ず か 施 軸 ：オ リー 露 胎 ：に ぷ い 緻 密 ・軟 質 22 肥 前 大 角 －58

6 1 碗 ④　 5．0 面 は約 2 mmで 非 常 に薄 い。 緑 灰 色 な軸 切 れ。 トチ ン痕 ブ灰 色 褐 色

12 の粕 に貰 入 。 高 台 付 近 は寓 胎 。 か。 10Y 5／ 2 7 ．5Y R 5／ 4

P 0 2 2 2 染 め付 け ① △ 6．7 胎 土 の た め青 磁 状 に み え る素 地 に 口縁 端 部 に わ ず か に 施 粕 ：灰 色 断面 ：黄 灰 色 緻 密 ・硬 質 139 1 肥 前 大 角 －67

6 1

1 2

碗 ② ※ 11．0 口縁 部 付 近 2 本 、 底 部 付 近 1 本 以

上 の圏 線 。 粕 に は貰 入 。 陶胎染 付。

鉄 錆 付 着 。 10 Y 6／ 1 2 ．5Y 6／ 1

P 0 2 2 3 染 め付 け ① △ 2．5 胎 土 の た め青 磁 状 に み え る素 地 に 口縁 端 部 に わ ず か に 施 粕 ：灰 白色 断面 ：灰 色 緻 密 ・硬 質 215 肥 前 大 角 －66　 －

61

1 2

碗 ② ※ 11．0 横 ・斜 め方 向 の文 様 を施 す。 陶胎

染 付 。

鉄 錆 付 着 。買 入 あ り。 7 ．5Y 7／ 1 5 Y 6／ 1

P 0 2 2 4 C l 5 12 染 め付 け ① △ 3．0 細 く高 い高 台 を ケ ズ リ出す 。 高 台 口縁 部 付 近 2 本 、 見 施 粕 ：灰 白色 断面 ：灰 白色 緻 密 ・軟 質 448 産 地 不 明 大 角 一60

6 1

1 2

皿 ② ※ 9．8

④ ※ 5．5

部 内 面 も施 粕 。 口縁 部 に風 景 、 底

面 中 央 に点 の染 め付 け。

込 み付 近 1 本の 圏線。

底 面 中央 に文 様 。

10Y 8／ 1 10 Y 8／ 1 在 地 か

P o 2 2 5 染 め付 け （り △ 3．8 口縁 部 は直 立 し尖 る。 口縁 部 に風 ロ縁 端 部 付 近 の み貫 施 軸 ：灰 白色 断 面 ：灰 白色 緻 密 ・硬 質 67 肥 前 大 角 －68

6 1

1 2

猪 口か ② ※ 7．2 景 の染 め付 け。 入 あ り。 10Y 7／ 1 5 Y 7／ 1

P o 2 2 6

6 1

1 2

白磁 皿 ① △ 3．0 口縁 部 は内 湾 し丸 くお わ る。 体 部

下 半 は露 胎 か 。

施 粕 ：明緑 灰

色

10G Y 8／ 1

断 面 ：灰 白色

N 8／ 0

緻 密 ・硬 質 125 5 肥 前 大 角 －76

P o 2 2 7 C 1 3 11 施 粕 陶 器 （丑 △ 1．6 底 面 は ナ デ。 立 ち上 が り は横 方 向 底 面 ナ デ。 露 胎 。 に ぷ い赤 褐 色 灰 黄 色 緻 密 ・軟 質 1119 産 地 不 明 大 角 －72

6 1

1 2

大 瓶 又 は

徳 利 底 部

（諺 ※ 14．4 の ナ デ。 立 ち上 が り お よ び底 面 縁

に薄 く施 粕 す る。

5Y R 5／ 4 2．5Y 7／ 2 中 国地 方

P o 2 2 8 C －2－2 施 粕 陶 器 （丑 △ 3．5 口縁 端 部 に中 央 のや や くぼ む突 起 わ ず か に摺 目 の痕 あ 施 粕 ：黄 褐 色 断 面 ：にぷ い 緻 密 ・軟 質 756 産 地 不 明 大 角 －79

6 1

1 2

摺 鉢 ② ※ 32．0 を め ぐ らす 。 粕 は薄 い。 り。 2 ．5Y 5／ 4 赤 褐 色

5Y R 4／ 3

中 国地 方

P 0 2 2 9 B －2－2 施 粕 陶 器 （9 △ 9．5 口縁 部 を折 り返 して貼 り付 け る。 縦 、 斜 め方 向 の密 な 施 粕 ：に ぷ い 断面 ：灰 オ リ 緻 密 ・軟 質 10 5 9 近 代 以 降 大 角 －61

6 1

1 2

摺 鉢 ② ※ 32．2 光 沢 の あ る粕 を施 す 。 摺 目。 赤 褐 色

5Y R 4／ 3

ー ブ色

7 ．5Y 6／ 2

－73－



第3章　上菅荒神原遺跡の調査

くく‥「‾‾‾‾ク
Po216

「
Po220

二「

〒≡茎諾4

＼」＝＝クpo217

∈二二一一」　　　♂

＼ ・ヽ〆．・・・ll

：．W

l

　　　」＼－＼＿－＼
1。m　＼

挿図61黒色土包含層土器実測図（10）

挿表35　黒色土包含層石器観察表

遺物番号
挿図
番号

図版
番号

遺構名 種　　 類
法　　　　 量

（cm）
形　 態　 上　 の　 特　 徴 重　 量 石　　 材 取上 No． 実 測者 No．

S　 25 62 11 B －4 －1 石鍍 ⑤ 1．8　 ⑥△ 1．1 ⑦　 0 ．3 挟 り長 4 mm／全長 18 mm で、挟 りの深度は 0．22、

接点 間は 10 mm である。 断面は レンズ状で、内外

面 と もに中央部 まで連 続する細部調整を施す。

△　 0．3 g 黒曜石 1331 西川 5

S　 26 62 11 B －6－2 石嫉 （9 1．4　 ⑥ 1．4　 ⑦　 0．3 挟 り長 4 mm ／全長 14 mm で、挟 りの深度 は0 ．29、

幅と長 さがほぼ同 じ長さ。断面は レンズ状で、

調整は内外面 ともに非連続の細部調整を施す。

0．4 g 黒曜石

隠岐久見産

同定 No．2

1515 西川 3

S　 27 62 11 C －2－4 石錐 ⑤　 2．9　 ⑥ 1．0　 ⑦　 0．7 断面は菱形で、先端部に明瞭 に磨滅痕が残 る。

先端部の断面 は楕円形。

1．9 g 黒曜石 1067 西川 2

S　 28 62 11 － 加工 片 ⑤ 1．5　 ⑥ 1．4　 ⑦　 0．2 左面の下側に連続す る細かな調整痕 あり。 0．5 g 安山岩 27 1 西川 1

S　 29 62 11 C －4－3 打製石斧 ⑤ 12．1 ⑥　 6 ．0　 ⑦ 1．6 撥形。 ほぼ完存。 180 g 半花崗岩 （アプライ ト） 497 清水 －124

S　 30 62 11 C －2－1 打製石斧 ⑤△ 7．8　 ⑥　 5．6　 ⑦　 2．1 短冊形の先端部付近。 △　 120 g 半花 崗岩 （アプライ ト） 1196 清水 －126

S　 31 62 11 打製石斧 ⑤△ 8．0　⑥　 8 ．0 （争 1．8 短冊形の先端部付近。 △ 120 g 結晶片岩

械標石 の結 晶
2 15 清水 －125

S　 32 62 11 D －3 －1 磨製石斧 ⑤ 13．3　⑥　 6．3　 ⑦　 3．7 断面 は楕円形を呈す。 508 g 閃緑岩 150 5 清水 －123

S　 33 62 11 C －2－4 磨製石斧 ⑤△ 6．5　⑥ ・6．0　 ⑦　 3．2 太型蛤刃石斧。断面 はやや側線部が細い楕円形。 △　 225 g 閃緑岩 1063 清水 －122

S　 34 62 11 D －3＿1 敲石又 は

磨石

⑤　 8．0　⑥　 8 ．4　 ⑦　 4．8 2 ヶ所 に敲 き痕。 また は磨石 と して使用か。 480 g 閃緑岩 1503 清水 －119

S　 35 62 11 D －3－3 敲石 ⑤ 11．2　⑥△ 7．6　 ⑦　 6．0 1 ヶ所 に敲 きによる窪み あり。 △　 720 g 粗粒黒雲母花崗岩 582 清水 －115

S　 36 63 11 D －3－2 磨製石斧

又は磨石

⑤△ 14．7 ⑥　 7．3　 ⑦　 5．9 石斧を磨石 に転用か。先端部 に磨 り痕 あり。風

化がすすむ。

△　 980 g 細粒花崗岩 ・

角閃石 を含む

655 清水－171

S　 37 63 11 －
磨石 ⑤ 10．0　 ⑥　 9 ．3　 ⑦　 4．3 側面に磨 り痕が認め られ る。 560 g 閃緑岩 1626 清水－1・14

S　 38 63 11 ・C －2－4 砥 石 ⑤ 10．2　 ⑥　 6 ．6　 ⑦　 3．9 端に磨 りによ る断面 Ⅴ字状の溝が 1 条 ある。 670 g 流紋岩 48 清水－117

S　 39 63 11
－

石錘 ⑤　 8．5　 ⑥　 5 ．9 （診　 2．4 両面か らの打ち欠 きにより紐掛 け部をっ くる。 160 g 細粒花崗岩 365 清水－177

S　 40 63 11 C －6－1 石錘 ⑤　 7．8　 ⑥　 6 ．4　 ⑦　 2．2 両面か らの打ち欠 きにより紐掛 け部をっ くる。 140 g 細粒閃緑岩 1304 清水－172

S　 41 64 11 C －5－2 石錘 ⑤　 8．8　 ⑥　 5．5　 ⑦ 1．9 両面か らの打ち欠 きにより紐掛 け部をっ くる。 135 g 細粒花崗岩 1216 清水－179

S　 42 64 11 D －3－2 石錘 ⑤　 7．3　 ⑥　 5．9　 ⑦ 1．5 両面 また は片面か らの打 ち欠 きにより紐掛 け部

をっ くる。

120 g 半花崗岩 （アプライ ト） 576 清水－173

S　 43 64 1 1 C －5－1 石錘 ⑤　 7．9　 ⑥　 6．1 ⑦ 1．6 両面か らの打 ち欠 きにより紐掛 け部 をっ くる。 120 g 雲母片岩 78 1 清水 －174

S　 44 64 11 C －1－3 石錘 ⑤　 8．6　⑥　 5．0　 ⑦ 1．6 両面か らの打 ち欠 きにより紐掛 け部 をっ くる。 116 g 結 晶片岩 159 1 清水 －176

S　 45 64 11 －
石錘 ⑤　 5．4　 ⑥　 7．0　 ⑦ 1．7 片面か らの打 ち欠 きにより紐掛 け部 をっ くる。 86 g 玄武岩質安 山岩 6 7 清水 －183
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第8節　黒色土包含層
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挿図62　黒色土包含層石器実測図（1）
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挿図63　黒色土包含層石器実測図（2）

5．石器（挿図51・62～64　挿表33・35　図版11）

黒曜石石嫉・石錐、安山岩剥片石器、打製石斧、敲石、磨製石斧、磨石、砥石、石錘が出土した。このうち石

錐S27は先端部に明瞭な擦り痕が残る。石錘S39～48は全て2方向の打ち欠き石錘である。他の石錘も含め16点
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挿図64　黒色土包含層石器実測図（3）

が出土しているが有溝石錘はSK－08のS2の1点のみである。石材は鑑定の結果を記しているが、黒曜石と安

山岩を除きいずれも日野川流域にみられる石材で、S31の打製石斧と遺構外ではあるがS51の石錘の結晶片岩の

ように上流の日南町多里付近で産出する石材もみられた。遠賀川系土器は出土しているものの石包丁などの稲作

に深く関わる石器類は確認していない。
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第3章　上菅荒神原遺跡の調査

遺物番号
挿図
番号

図版
番号

遺構名 種　　 類
法　　　　 量

（cm ）
形　 態　 上　 の　 特　 徴 重　 量 石　　 材 取上 Nn 実 測者 Nn

S　 46 64 ．11 D －5－4 石錘 ⑤　 8 ．3　 ⑥　 6．5　⑦ 1．3 打ち欠 きで紐掛け部をつ くるよ うだが剥離のため不明砲 ） 85 g 細粒花崗岩 440 清水－180

S　 47 64 11 －
石錘 ⑤　 6．0　 ⑥　 4．8　 ⑦　 2．0 両面か らの打ち欠 きによ り紐掛け部をっ くる。 84 g 閃緑岩 1393 大角－82

S　 48 64 11 B －5－4 石錘 ⑤　 6．4　 ⑥　 4．2　 ⑦ 1．7 両面または片面か らの打ち欠 きによ り紐掛 け部をっくる。 61 g 細粒閃緑岩 1378 清水－182

挿表36　遺構外出土土器・陶磁器観察表

遺 物番 号
挿 図番 号
図版番 号

遺 構 名
種　 類

器　 種

法　 皇

（cm ）

形 態 上 の 特 徴

外　 面　 調　 整
内 面 調 整 内 面 色 調 外 面 色 調 胎 土 ・焼 成 取 上 No． 備　 考 実 測 者 Nn

P 0 230 I 区 一 粗 製 深 鉢 ① △ 5．2 横 方 向 の 比 較 的 粗 い ナ デ の 素 地 に 斜 め 方 向 の粗 いナ テ㌔ にぷ い褐 色 にぷ い褐 色 密 ・良 8 清 水 －14 5

65

12

括 休 部 半 裁 竹 管 状 の 細 い 工 具 で 斜 め また

は 横 方 向 の 文 様 を 施 す 。

7．5Y R 5／ 4 7．5Y R 5／ 4

P o 231 I 区 一 弥 生 中 期 （丑 △ 1．9 下 垂 す る面 に 斜 め 方 向 の 単 線 に よ 口縁 部 横方 向 のナ デ。 橙 色 にぷ い黄 橙 色 密 ・良 好 5 大 角 －55

65

12

括 ＝量ゴ璽E ② ※16．8 る文 様 を 施 す 。 7．5Y R 7／ 6 10Y R 7／ 2

P 0 232 I 区一 染 め 付 け （D △ 3．3 胎 土 の た め 青 磁 状 に み え る素 地 に 口縁 端 部 に鉄 錆付着 。 施 粕 ：灰 色 断 面 ：灰 色 緻 密 ・硬 質 9 肥 前 大 角 －65

65

12

括 碗 ② ※11．0 風 景 ？の 文 様 を 施 す 。 陶 胎 染 付 。 7．5Y 6／ 1 7．5Y 6／ 1

P 0 233 I 区 一 染 め 付 け （彰 △ 4．7 胎 土 の た め 灰 白 色 にみ え る素 地 に 施 粕 ：灰 白色 断 面 ：灰 白色 緻 密 ・軟 質 9 産 地 不 明 大 角 －69

65

12

括 碗 （診 ※ 9 ．4 枝 と花 の 文 様 を 施 す 。 や や 黒 ず ん

だ 染 め 付 け。

2．5Y 7／ 1 2．5Y 8／ 1 1258 肥 前 か

P 0 234 工区 一 染 め 付 け （丑 △ 2 ．0 口縁 部 は浅 く大 き く開 く。 素 地 は や や 緑 色 に近 い発 色 施 粕 ：灰 白色 断 面 ：灰 白色 緻 密 ・硬 質 8 肥 前 大 角 －64

65
12

括 皿 ② ※ 15．0 白磁 。 で 横 方 向 の染 め付 け

あ り。

10Y 7／ 1 N 8／ 0

P o 235 I 区 一 染 め 付 け （丑 △ 2．4 低 い高 台 を ケ ズ リ出 し、 立 ち上 が 見 込 み は露 胎 。 立 ち 施 粕 ：明 オ リ 断 面 ：灰 白色 緻 密 ・硬 質 8 肥 前 大 角 －62

65

12

括 皿 か ④ ※ 4 ．4 り は大 き く開 く。 素 地 は 白磁 。 高

台 部 内 面 は蛇 の 目粕 剥 ぎか 。

上 が り に斜 め方 向 の

緑 色 に近 い染 め付 け。

－ ブ色

2．5G Y 7／ 1

N 8／ 0

P 0 236 I 区 一 青 磁 （丑 △ 3．3 直 立 して 立 ち上 が り丸 くおわ る。 端 部 付 近 は細 か な貰 施 粕 ：灰 オ リ 断面 ：灰 白色 緻 密 ・硬 質 9 肥 前 か 大 角 －63

65

12

括 碗 ② ※ 11．2 端 部 付 近 は細 か な貴 人 。 入 。 ー ブ色

7 ．5Y 5／ 3

7 ．5Y 7／ 1

P 0 237 I 区 一 青 磁 （彰 △ 3．8 直 立 して 立 ち上 が り丸 くお わ る。 口縁 端 部 に鉄 錆 。 施 軸 ：灰 オ リ 断面 ：灰 色 緻 密 ・硬 質 9 肥 前 大 角 －70

65

12

括 碗 ② ※ 10．8 以 下 横 方 向 の文 様 。 陶 胎 染 付 。 ー ブ色

7 ．5Y 6／ 2

7．5Y 6／ 1

P 0 238

65

12

I 区 一
括

白磁

猪 口か

① △ 2．3

② ※ 7．0

や や 内 湾 しなが ら立 ち上 が る。 施 粕 ：灰 白色

N 8／ 0

断面 ：灰 白色

N 8／ 0

緻 密 ・硬 質 9 肥 前 大 角 －74

P 0 239 I 区 一 陶 器 （9　 9．6 器 壁 は厚 い。 立 ち上 が り は ナ デ、 ．雑 な ナ デ。 備 前 に比 に ぷ い赤 褐 色 に ぷ い 赤褐 色 密 ・良好 3 備 前 大 角 －73

65

12

括 摺 鉢 ③ ※ 33．4 指 頭 圧 痕 。 底 面 に融 着 物 付 着 。 ベ胎 土 は悪 い。 5Y R 4／ 3 5Y R 4 ／ 3

P 0 240 I 区 一 陶 器 ① △ 3．5 底 面 は 回転 糸 切 り。 立 ち上 が りは 目 が菱 形 に な る よ う 明赤 褐 色 明 赤 褐 色 密 ・良 好 9 産 地 不 明 大 角 －71

65

12

括 摺 鉢 （諺 ※ 10．4 回転 ナ デ。 に 2 回 の摺 り目 を 入

れ る。

2．5Y R 5／ 6 2．5Y R 5／ 6 中 国 地 方

P 0 24 1 Ⅱ 区一 粗 製 鉢 （彰 △ 2．8 口縁 端 部 は水 平 方 向 に屈 曲 す る。 槙 ま た は斜 め方 向 の に ぷ い 赤 褐 色 に ぷ い 赤 褐 色 密 ・・良 好 11 清 水 －111

65

13

括 ② ※ 10．0 横 方 向 の ナ デ。 比 較 的粗 い ナ デ。 5Y R 4 ／ 4 5Y R 4／ 4

挿表37　遺構外出土石器観察表

遺物番号
挿図
番号

図版
番号

遺構名 種 類
法　　　　 量

（cm ）
形　 態　 上　 の　 特　 徴 重　 量 石　　 材 取上No． 実測者 No．

S　 49 65 13 調査区内一括 凹石 ⑤　 7．9　 ⑥　 6 ．9　 ⑦　 4．2 円礫の中央付近 にわずか な窪み あり。 3 10 g 石英斑岩 1 清水－113

S　 50 65 13 調査区内一括 凹石 ⑤ 12．8　 ⑥ 10 ．5　 ⑦　 6．0 円礫の中央付近 に窪み あり。 1240 g 石英斑岩 1 清水－121

S　 5 1 65 13 I 区一括 石錘 ⑤　 7．0　 ⑥　 4 ．8　 ⑦ 1．9 両面か らの打 ち欠 きにより紐掛 け部 をっくる。 8 1 g 結 晶片岩 57 清水 －181

S　 52 65 13 Ⅱ区一括 敲石 ⑤ 10．9　 ⑥　 8．5　 ⑦　 6．0 1 ヶ所 に敲痕 あり。 8 00 g 閃緑岩 58 清水 －118

第9節　遣構外の遣物

遺構外の遺物として線刻のある縄文土器の休部片Po230、弥生土器壷の口縁部、陶磁器等がある。Po239は鉢

の底部で、胎土は若干悪いが備前の可能性がある。陶磁器類は陶器と磁器がある。このうちPo232・237は灰色の

陶器質の胎土に染め付けを施す。肥前で18世紀頃か。Po233は胎土が若干異なり肥前産かは不明。Po234・235は

同一個体の可能性あり。肥前で内面に蛇の目和剥ぎでやはり同時期か。またPo239は備前とみられるが、他は石

見付近産の可能性もあり不明瞭である。

Ⅱ区での出土遺物はPo241が第1遺構面上層から、S52が第1遺構面下の粘土層付近からの出土で、第2遺構

面との問にあたる。この粘土層はI区のDライン付近まで続き次第に薄くなるが、層位的には第2遺構面の暗茶

褐色土包含層付近に相当するものと考えられる。Ⅱ区第1遺構面下では唯一の出土遺物である。

－78－



第9節　遺構外の遺物
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鳥取県教育文化財団調査報告書601999年3月
上菅荒神原遺跡　第4章「考察」

鳥取県出土の木葉文土器について
西川　徹

1　はじめに

弥生時代前期を代表する土器文様の1つに木葉文がある。分布の中心は北部九州から近畿地方に至る瀬戸内海

沿いである。鳥取県内で木葉文が措かれた土器（木葉文土器、以下同様）が出土した遺跡は数少なく、ほとんど

知られていない。そこで、県内出土の木葉文土器を集成し、若干の考察を試みたい。なお、木葉文については幾

っかの分類案が発表されていて木葉文形態の名称もそれぞれ異なるが、本論では工楽氏の分類方法に従い分類を

行うことにする。しかし、出土資料はほとんどが小破片のため、木葉文の全体形や施文方法などが明確なものは

わずかである。よって、以下で記述する木葉文についての解釈は筆者が報告書等に掲載された拓本・写真から判

断した結果であり、事実誤認をしている可能性が含まれることを予めお断りしておく。なお、木葉文の上下関係

は特に断わりを入れていない限り報告書に従った。また、施文具は明らかに員殻が使用されているもののみ記述

し、へラ状工具（1）が使用されていると判断した大部分のものについては特に記述を行っていない。

2　出土した木葉文土器

（1）西大路土居遺跡（1～2）　鳥取市の西大路土居遺跡は鳥取平野南東部の大路山という独立丘陵の北西側

山裾に位置し、墓地造成事業に伴い1996年度に調査が実施された。遺跡からは多くの遺物が出土しているが、そ

の中心は弥生時代中期と古墳時代中期から後期である。そのなかに2点の木葉文土器が存在した。

1は2本ずっの弧線が向き合う無軸木葉文と推測される。縦の区画線（以下、区画線）は認められない。2は

4本の弧線からなる無軸木莫文と推測される。区画線は認められない。両方とも小破片のため明確ではないが、

もう1本程度線が有るようにも見え、有軸木葉文になる可能性も残る。

（2）長瀬高浜遺跡（3～56）　羽合町の長瀬高浜遺跡は天神川河口の砂丘地に位置する古墳時代を中心とする

大集落遺跡である。1978年度以降の下水道整備に関連する天神浄化センター建設に伴う調査で数多くの遺構・遺

物が出土したが、そのなかに木葉文土器も多く含まれていた。

3は1条の上界線と3本の区画線の文様帯に2本ずっの弧線で無軸らしいⅩ木葉文を措く。4は1条の界線と

1本の区画線の文様帯のうち、中央の区画に2単位以上の有軸綾杉文が描かれ、両側の区画には2本ずっの弧線

で無軸らしいⅩ木葉文を描く。5は段の下に1条の上界線と1本の区画線の文様帯に3本ずっの弧線で無軸の木

葉文を描く。6は1条の上界線と1本の区画線の文様帯に3本ずっの弧線で無軸の木葉文を描く。＋（半裁）木葉

文である。なお、前述した5と6は文様がよく似ており、同じ工人によって描かれていると推測される。7は1

条の下界線と1本の区画線の文様帯に3本を基本に一部4本の弧線で無軸の木葉文を描く。8は上1条・下6条

の界線と2本の区画線の文様帯に2～3本ずつの弧線で無軸の木葉形を措く。左側の文様帯には右側と異なる文

様が措かれている。下界線に沿って4本線の重弧文が連続する。9は1条の上界線と1本の区画線の文様帯に3

～5本の弧線で無軸の木葉文を描く。（2）10は2条の上界線と1本の区画線の文様帯に軸線と1本ずっの弧線で木

葉文を措く。図の網掛け部分の2条の上界線と木葉文以外の部分に赤色顔料が塗布されている。他に類例の無い

ものである。11は1条の上界線と2本の区画線の文様帯に軸線と1本ずっの弧線でⅩ木葉文を描く。12は上2条・

下1条の界線の文様帯に軸線と1本ずっの弧線でⅩ木葉文を描く。13は軸線と1本ずっの弧線でⅩ木葉文を描く。

14は1条の上界線と3本の区画線の文様帯に軸線と1本ずっの弧線で木葉文を措く。15は3条の上界線と2本の

区画線の文様帯に共に軸線があり一方は1本ずっ、他方は2本ずっの弧線で2単位の木葉文を措く。同一個体内

に弧線数が異なる木葉文が併存する資料である。16は2条の上界線と2本の区画線の文様帯に4本の線で木葉文

を措く。この内の1本は軸線で、1本と2本の弧線が向き合う17や19の様な形態になると推測される。17は1条

の下界線と2本の区画線の文様帯に軸線と1本と2本の弧線でⅩ木葉文を措く。右区画には無軸綾杉文を措く。

18は2条の下界線と1本の区画線の文様帯に軸線と1～2本の弧線でⅩ木葉文を措く。右区画には綾杉文を描い

ているようで、17と形態が類似する。19は段の下に3本線の重弧文が連続し、その下に1条ずっの上下の界線と

2～3本の区画線の文様帯に軸線と1本と2本の弧線でⅩ木葉文を描く。20はSI169埋土中出土で、上3条・下

1条の界線と3本の区画線の文様帯に軸線と1～3本の弧線でⅩ木葉文を描く。弧線は直線状で軸線を挟んで向

き合って位置せず、軸線の片側のみに描いているようである。21は1条ずっの上下の界線と3本の区画線の文様

帯に軸線と1～3本の弧線でⅩ木葉文を措く。弧線には軸線を挟んで向かい合うものと軸線の片側のみに描くも

のが併存する。22は1本の区画線と軸線と2本ずつの弧線でⅩ木葉文を描く。23はSI94埋土中出土で、1条ずっ

の上下の界線と2本の区画線の文様帯に軸線と2本ずっを基本に一部に1・3本の弧線でⅩ木葉文を描く。24は

3本の区画線の文様帯に軸線と2本ずつの弧線でⅩ木葉文を措く。下の界線は認められない。25は2段の竹管状

刺突文帯を挟む3条の上界線に軸線と2本ずっの弧線のⅩ木葉文を描く。26はSI114埋土中出土で、2段の竹管

状刺突文帯を挟む3条の下界線と1本の区画線の文様帯に軸線と2本ずっの弧線で木葉文を描く。27はSI156埋

土中出土で、1条の上界線に軸線と2本ずっの弧線で木葉文を描く。区画線は無いらしい。28は2条の上界線と
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1本の区画線の文様帯に軸線と2本ずっの弧線でⅩ木葉文を措く。29は2条の上界線に5本の線で1葉を構成す

る木葉文を描く。中央の線は短いが軸線で他は2本ずっが向き合う弧線であろう。30は斜格子文帯を挟む2条の

下界線に軸線と2本ずっの弧線で木葉文を措く。縦の区画線は無い。31は下界線となる削り出し突帯と1本の区

画線の文様帯に5本の線で1葉を構成する木葉文を描く。中央の線は軸線となる可能性がある。区画線を挟んで

木葉文は連続していない。32は1条の下界線と2本の区画線の文様帯に軸線と2本ずっの弧線でⅩ木葉文を措く

。（3）2本ずっの弧線は員施文具によるが、界線や軸線には員施文具の痕跡は認められない。施文具が異なってい

るのであろう。33は1条の上界線と＋状の軸線に2本ずっの弧線を措くもので類例の少ないものである。（4）34も

33と同じく＋状の軸線と1葉は2本ずっ他の3葉は3本ずっの弧線で木葉文を描く。界線が無いため上下が明確

ではなく、Ⅹ状を呈するとの解釈もある。（5）35はSI120埋土中出土で、段の下に2条ずっの上下の界線と3本の

区画線の文様帯に軸線と3本ずっが基本の弧線でⅩ木葉文を描く。36は3条の上界線と3本の区画線の文様帯に

6～7本の線でⅩ木葉文を描く。右側の7本線の1葉は中央の線が軸線で3本ずっの線は弧線と推測される。左

側の6本線の1葉は弧線の向きによって2本と4本のほぼ平行する線に分けられるが、両方ともほぼ同じ位置で

線を繋いでいる。4本線の中央側の線が軸線と推測されるが、この線は他の3本線と揃っていることから一体の

ものと見なすこともでき、2本と4本の弧線が向かい合う無軸の木葉文となる可能性もある。37は2条の下界線

と3本の区画線の文様帯に6本の線で木葉文を措く。このうちの1本は軸線で、2本と3本の弧線が向き合う形

態と推測される。38は2条の下界線と3本の区画線の文様帯に7本の線で木葉文を描く。中央の1本は軸線で、

3本ずっの弧線が向き合う形態であろう。39は上1条・下2条の界線と1本の区画線の文様帯に軸線と2～3本

の弧線でⅩ木葉文を措く。40と41は同一個体と推測されているもので、2条の上界線と2段の竹管状刺突文帯を

挟む3条の下界線の文様帯に軸線と2本ずっの弧線でⅩ半裁木葉文を措く。縦の区画線は無いようである。この

文様帯の下に3本線の連続する重弧文が存在する。確実な半裁木葉文の資料は他に目久美遺跡の87が存在するの

みである。42は1条の上界線と1本の区画線の文様帯に界線に沿う3本線の重弧文と区画線を挟む2本ずっの弧

線を描く対弧文である。43は3条の上界線と4本の区画線の文様帯に界線と区画線に沿って3本線の重弧文を措

く。対弧文を表現しているのであろう。44は無頸壷形土器と報告されているもので、段の下に4本の線で木葉文

を措く。拓本にはもう1～2本の弧線の一部と推測される部分もあり弧線数は増えるかもしれない。器形につい

ては「壷形土器の頸部を失った資料」（6）との意見もあり検討が必要である。54は1条の上界線に4本の線で木葉

文を描く。このうちの1本は軸線であろう。縦の区画線は認められない。（7）55は1条の下界線と2本の区画線の

文様帯に軸線と1本ずっの弧線で木葉文を描く。（8）56は連続した竹管状刺突文を施す貼付け突帯を挟む上下1条

ずっの上界線と1本の区画線の文様帯に、突帯に沿う2本線の重弧文と区画線を挟む3本ずっの弧線で対弧文を
描く。（9）

上記の他に木葉文となる可能性があるものが若干存在する。45はSI156埋土中出土で、1条の上界線と1本の

区画線の文様帯に2本以上の弧線を描く。＋（半裁）木葉文になると推測される。46は1条の上界線と2本の区画

線の文様帯に3本以上の弧線を描くと推測されるもので、形がかなり歪んでいるのは施文具が員のために生じた

現象であろう。47は2段の竹管状刺突文帯を挟む3条の上界線と弧線の一部と推測される1本と2本の線が存在

する。48では上1条・下2条の界線と1本の区画線の文様帯に、4単位の有軸綾杉文を措く区画と4本の弧線ら

しい僅かな線がある。4と同じ文様配列をもっ木葉文であろう。49は1条の上界線に軸線と1本ずっの弧線の木

葉文に推定されているが、左側は1本しか線がなく木葉文とは異なる可能性もある。50は1条の貼付け突帯の下

に1条の圏線と2本線の重弧文を連続して措き、上には2本線の重弧文と1本の区画線と2本の弧線らしい線が

あり対弧文であろう。51は1条の上界線と刺突文帯を挟む2条の下界線に3本の区画線の文様帯に3本ずっの線

をⅩ状に交差させて措く。52は1条の上界線と2本の区画線の文様帯に2本ずっの線をⅩ状に交差させて描く。

53は上1条・下2条の界線と1本の区画線の文様帯に1本ずっの線をⅩ状に交差させて描く。

（3）イキス遺跡（57～65）　倉吉市のイキス遺跡は平野部を望む南北に伸びる舌状丘陵の先端部に位置する遺

跡で、1988年度に耕地造成の目的で調査が実施された。突帯文土器や弥生時代前期の土器片が多く出土している

なかに木葉文土器が存在した。いずれも表面が風化して遺存状態は悪い。

57は1条の上界線と1本の区画線の文様帯に1本ずっの弧線で無軸の木葉文を描いているらしい。58は3条の

下界線と1本の区画線の文様帯に3本ずっの弧線で無軸の＋木葉文を描く。界線の下にも3本線の木葉文らしき

文様がある。59は縦横とも1本の線で＋状に区切った文様帯に3本ずっの弧線で無軸の＋木葉文を描く。60は1

条の下界線と2本の区画線の文様帯に軸線と1本ずっの弧線でⅩ木葉文を描き、木葉文の中央交点に珠点を加え

ている。Ⅹ木葉文に珠点を加える例はきわめて稀であり貴重な資料である。（10）外面には赤彩が施される。61は2

条の下界線と2本の区画線の文様帯に軸線と1本ずっの弧線で木葉文を描く。62は1条の上界線と2本の区画線

の文様帯に軸線と1本ずっの弧線で木葉文を描く。63は1条の下界線と1本の区画線の文様帯に軸線と1本ずっ

の弧線で木葉文を描いているらしい。64と65は2条の上界線と2本の弧線らしい線を措くが、鋸歯文などの一部
で木葉文ではない可能性もある。（11）
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（4）後中尾遺跡（66・67）　倉吉市の後中尾遺跡は高城山から東に延びた舌状台地上の遺跡で、1982年度に圃

場整備工事に伴って調査が実施された弥生時代から古墳時代にかけての集落遺跡である。（12）未報告のため遺構・

遺物の詳細は不明だが2点ある。（13）66は2条の上界線と2本の区画線の文様帯に6本と7本の線で2葉を措き、

木葉形の問には界線に沿って3本線の重弧文を描く。（14）軸線の有無は不明である。区画線は木葉形のために線が

歪んでおり、通常と逆に木葉形が先に描かれた可能性がある。66は中部地域には類例がなく、米子市目久美遺跡

の84～87が類似する。67は2条の上界線に軸線と2本ずっの弧線の木葉文と推測される。

（5）上野遺跡（68～73）　大山町の上野遺跡は大山町内を北流する阿弥陀川によって形成された扇状地の裾部

近い標高約30m付近に位置している。遺跡は第1遺跡と第2遺跡の2地点からなるが、戦後まもなくに耕作等に

伴って発見されたもので、幾度か遺物発見当時の状況や出土遺物の概略などは報告されているが、（15）厳密な出土

状況や遺構との関連性などは不明である。出土土器は弥生前期を主体とするものであり、綾杉文や斜格子文など

が描かれた土器と共に木葉文土器が存在している。木葉文は鋸歯状の陰刻の残る貝殻が施文具として使用されて

いる。68～72は同一個体と推測される。68には2単位の木葉文があり、69と同じく中心の交点部分を通る横線が

存在し共通する。異なるのは木葉文に挟まれて2本線の山形文を措くことで、これは異なった文様を組み合わせ

ることで意図的に装飾性を強調する西部瀬戸内地域の文様配置方法と推測される。（16）文様帯の下界線は貼付け突

帯で、突帯の面上に1条の沈線を入れ綾杉状となる刻みを付ける。刻みは貝殻ではなくへラ状工具のようである。

69は2条の界縁の下に5単位のⅩ木葉文を措く。木葉文には区画線が無いが中央の交点部分を通る横線が存在し、

この横線で上下に分けられる。通常はこのような横線は描かれず特異な例と言える。むしろ上下は別々の単位で、

鋸歯状に配列した木葉形が2段でⅩ状になるように意識的に措いていると考えるべきではなかろうか。Ⅹ半裁木

葉文には縦の区画線がないものもあり矛盾しない。70は2条の上界線と6本の弧線を措く。71は貼り付け突帯の

下界線と6本の弧線を措く。72は中央の交点部分を通る横線とⅩ木葉文を描く。73は軸線と2本ずっの弧線を描

く。軸線はへラ状工具で描かれ68などとは別個体の可能性が指摘されているものである。

（6）塚田遺跡（74）　大山町の塚田遺跡は孝霊山北麓の妻木川に臨む舌状台地上に位置し、圃場整備工事に伴

い1978年度に調査が実施された。弥生中期の土器が中心であるが、そのなかに木葉文土器が1点存在する。74は

＋状の軸線と軸線を挟んで向き合う各弧線の両端との交点が間隔をあけてずれるⅩ3型木葉文で、弧線は3本が

基本だが4本の所が1箇所ある。上下の界線・区画線とも不明のため、報告者は木葉文を＋状に推測しているが、

Ⅹ状の可能性も残る。Ⅹ3型木葉文は県内に類例が無い。

（7）大袋丸山遺跡（75・76）　米子市の大袋丸山遺跡は小松谷川に架かる桜木橋の架け換え工事に伴って調査

が実施された遺跡である。1988年度と1990年度の2回調査が実施されているが、1988年度の調査で突帯文土器や

弥生前期土器が多く出土したなかに1点木葉文土器が含まれる。75は縦横とも1本の線で＋状に4つの小区画に

分けた中に3本ずっの弧線で無軸の木葉文を描く。上下の界線は不明である。75の他にも木葉文を意図している

と推測されるものがある。76は底部脇に2本の縦線と縦線を挟んで2本と3本の斜線を措く。全体形は不明だが

2本の縦線が軸線とすれば斜線は2本と3本からなる弧線となり、長砂第3遺跡の82の様な形態になる。また、

縦線が区画線とすば斜線はそれぞれが1葉を構成する弧線となり、錦町第一遺跡の89の様な形態に復元できる。

どちらの場合も木葉文は底部脇に措かれていて76と矛盾しない。近接する遺跡から類似する木葉文土器が出土し

ていることから76も木葉文土器の可能性が高い。

（8）長砂第1遺跡（77・78）　米子市の長砂第1遺跡は米子市の南側を流れる加茂川の改良工事に伴って1989

年度に調査された低湿地に位置する遺跡である。加茂川のやや下流には弥生時代の水田跡や木製農耕貝類が出土

した池ノ内遺跡や目久美遺跡が存在する。長砂第1遺跡からは弥生時代前期の蛮形土器・壷形土器が多く出土し

たが、そのなかに木葉文を描く2点の襲用蓋形土器が含まれていた。77は天井部に＋状の軸線と1本ずつの弧線

で木葉文を描く。磨滅のため遺存状態は悪い。78も軸線と1本ずっの弧線で木葉文を描いており、77と同じ＋状

になると推測される。共に器形は口縁が大きく開き、器高が高く、つまみ部に1条の沈線を施すものである。

（9）長砂第3遺跡（79～82）　米子市の長砂第3遺跡は道路建設に伴って1997年度に調査が実施され、4点の

木葉文土器が出土した。79は壷用蓋形土器で、つまみを囲む2条の界線の下に放射状に4つの木葉形を描く。軸

線と2本ずっの弧線で木葉文を描くが、軸線は2本で県内には後述する82以外類例の無いものである。口縁外周

に沿って木葉形の問に2本線の重弧文を措く。線は2本が単位で、平行線を意識して丁寧に描いている。80も壷

用蓋形土器と推測されるもので、1本の軸線と左に1本、右に2本の弧線で木葉文を措く。残存部には79の様な

界線は認められない。81は底面に木葉文を描く。1本の軸線と2本ずつの弧線の木葉文で、軸線は短く弧線も雑

である。82は底部脇に軸線と2～3本の弧線で3つの木葉形を描く。軸線には1本と2本のものがある。

（10）目久美遺跡（83～88）　米子市の目久美遺跡は加茂川下流域に存在する遺跡である。下水道管敷設工事に

伴い1994年度に調査が実施された。細長い調査地のため遺構は不明確だが、突帯文土器から弥生時代中期にかけ

ての土器が多く出土しており、なかでも前期の土器が多い。そのなかに5点の木葉文土器がある。83は櫛歯文を

挟む2条の上界線と2本の弧線を描く。弧線の総数や区画線の有無は不明である。84～86は同じ文様形態と推測
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され、1条の下界線に軸線と2本ずっの弧線、界線に沿う木葉形の間に2～3本線の重弧文を措く。残存部に区

画線は認められない。87は上下1本ずっの界線の文様帯に鋸歯状の軸線と軸線の左に1本・右に2本の弧線を描
く。上下の界線に沿う木葉形の問には1～2本線の重弧文を描く。

また、1995年度に道路改良工事に伴って実施された調査では、出土した多くの弥生前期土器の中に「壷形土器

の肩部で木葉文状の文様」をもっものが含まれる。88は遺存状態が悪く文様は不明瞭だが、3条の下界線に沿い

2本線の重弧文を描き、斜行する弧線の一部のような線がある。（17）84～87と文様形態は同じか。

（11）錦町第1遺跡（89）　米子市の錦町第1遺跡は施設建設に伴い1995年度に調査が実施された。弥生時代の

遺物としては中期から後期の土器の出土が多いが若干前期の土器も含まれ、木葉文を描くほぼ完形に復元できる

遠賀川系の壷形土器が出土した。89は肩部の段状の2条沈線下に綾杉文を描き、底部付近に逆八字状に開く2菓

単位の3つの木葉文を描く。いずれも軸線と1本ずっの弧線で木葉文を描き、2葉の間に2本単位の区画線があ

る。さらに、かなり傾いた状態で1葉と区画線と推測されるものがあり、2葉の一方を共有することでもう1単

位の木葉文を表現しようとしたのではないだろうか。

（12）口朝金遺跡（90）　会見町の口朝金遺跡は小規模な平野部とそれに続く谷部との境界部分に位置する。県

道溝口伯太線の道路改良工事に伴い1986年度に調査が実施された。晩期を主体とする縄文土器が多量に出土した

遺跡で弥生土器の量は多くないが、そのなかに1点木葉文土器が存在した。90は3条の上界線と2本の区画線の
文様帯に軸線と1本ずっの弧線で木葉文を描く。

（13）久古第3遺跡（91・92）　岸本町の久古第3遺跡は中国横断道建設工事および県道名和岸本線道路改良工

事に伴い1982年度に調査が実施された。古墳時代の遺構・遺物が中心で弥生時代の遺物は僅かであるが木葉文土

器が1点存在した。91は1条の竹管状刺突文帯を挟む4条の下界線に軸線と2本ずっの弧線で木葉文を描く。（18）

久古第3遺跡久古地区が1989年度に圃場整備工事に伴って調査された。土師器や須恵器が出土遺物の大半を占

めており、弥生土器の量は多くないがその時期は前期のものが中心であり、1点木葉文土器と報告されているも

のがある。92は1条の下界線と2本の区画線の文様帯に4本の線がある。右側3本は弧状、左側1本は直線状で

ある。左の線が軸線ならばその左側に右側3本と向き合う弧線が存在するはずだがその痕跡は認められない。左

の線は右線に対応する弧線と考えることもできるが、数が少なく弧線状のため可能性は低い。区画線の右側にも

左傾きの線が少なくとも2本あり全体では三角状となることは間違いなく、長瀬高浜遺跡の20・21のようなやや
退化した＋木葉文であろう。

（14）上菅荒神原遺跡（93）　日野町の上菅荒神原遺跡は日野川上流域の河岸段丘上にあり、国道建設工事に伴

い調査を実施した。遺跡からは石器類と共に縄文時代早期から突帯文土器期にかけての土器が主に出土したが、

弥生前期の遠賀川系統の土器も若干あり、その中には木葉文土器が1点含まれていた。

93は壷形土器の肩部の破片と推測され、接合はしないが胎土・焼成・モチーフの一部が共通するため同一個体

と推測される底部から胴部にかけての部分も出土し、肩部以下の文様モチーフがかなり明確になっている。2条

の下界線の文様帯に軸線と1～2本の弧線で木葉文を描く。区画線はない。下界線の下には3～5本の平行沈線

を鋸歯状に描く。同一個体と推測されるものにも鋸歯状の平行沈線があり、その下に2条の横線、2本線の連続

する重弧文、3条の横線、鋸歯状に描く3本の平行沈線とその間に1つだけ描かれた下に開く2本線の重弧文、

底部脇に2条の横線を措く。外面はへラミガキ調整後に文様が描かれており、内面はナデ調整である。

3　派生する問題点

鳥取県内からは14遺跡93点の木葉文土器が出土している。この数には疑問の残る資料や同一個体となる可能性

のある資料も含まれているため、実際の個体数はこれよりも減ると恩われる。出土資料の6割は長瀬高浜遺跡か

ら出土しているが、木葉文が描かれている器種をみると無頸壷形土器とされるものが1点ある他はいずれも壷形

土器であり、描かれた箇所も頸部から胴部上半に限られ、きわめて朋IJ的である。それに対し、米子平野の場合

は1遺跡からの出土点数は少なく5遺跡で15点の出土であるが、そのうち蓋形土器が4点、底部脇に描かれたも

の3点、底面に描かれたものが1点と、半数以上の計8点が壷形土器の肩部以外に措かれている。蓋形土器に木

葉文を描く例は近畿地方に多いと指摘されており、（19）底面に施文する例がある（20）など施文箇所に多様性があり米

子平野の遺跡は近畿地方と関係が深い可能性が推測される。

出土した木葉文土器をみると、いくっか注目される点が存在する。21の木葉文には通常の形態の軸線を挟んで

弧線が向き合うものと軸線の一方のみに片寄って弧線を措くものが併存しており、文様が退化して施文工程の簡

略化が始まっていることが分かる。さらに、20では弧線を全て軸線の一方に片寄って描き、木葉文形の意味が失

われ文様形態が変化し始めている。51では3本ずっの線をⅩ状に交差させて描いている。この3本の線を積極的

に解釈するならば、20では直線的ながらまだ弧線として認識することもできた線が、51ではさらに簡略化されて

措かれた結果、軸線と同じくそれぞれの弧線が対角線状に繋がった線となったのではなかろうか。つまり、この

3本の線は軸線と弧線を表現していると考えたいのである。この解釈が許されるならば20の木葉文に続く退化し

た木葉文形態と位置付けられることになる。そして、52の2本ずっの線をⅩ状に交差させて描いたものへ簡略化
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が進み、53のような1本の線でⅩ状に描くだけのものに変化したと推測される。しかし、一貫して上下の界線と

区画線は措いており、線によって1つの文様単位を区画する意識は残っていたようである。

貝殻施文が明確な資料は古くから指摘されていた上野遺跡と長瀬高浜遺跡資料の他には認められなかった。貝

殻施文の木葉文土器は福岡県遠賀川流域以東から山口県響灘沿岸地域にかけての瀬戸内海西部沿岸地域で特に発

達したものであり、盛行した時期もへラ状工具施文の木葉文土器が前期中葉頃なのに対し、やや遅れた前期後妻

頃である。島根県松江市のタテチョウ遺跡・西川津遺跡からも多くの前期土器の中に木葉文土器が含まれるが、

貝殻施文されたものは少なく日本海側の特定遺跡に少量ずっ点在する出土状況である。さらに、33・34のように

＋状の軸線を持っ木葉文っいても山陰地方に多い傾向（21）が指摘されており共通する。

施文具については、大部分はへラ状工具によって描かれたもので、確実に員によって描かれたことがわかるも

のは数少ない。最初に触れたように、へラ描きとされるものの中にもアサリやハマダリなどの員で描かれたもの

が含まれている可能性が指摘されているが、具体的に区別することは難しく、報告書などであまり注意が払われ

ていないのが現実である。そのなかで、36では2本と4本に分けることが出来る弧線が、両方ともほぼ同じ位置

で線を繋いでいる。これはへラ状工具によって描くならば不要な行為であり、伊東照雄氏が想定されているよう

に端部が平滑な二枚貝の腹縁部が施文具として使用された為と推測される。（22）

註

（1）伊東照雄氏は実験により、二枚貝の腹縁部使用で箆

を使用した場合と同様な施文が可能であることを明ら

かにした〔文献24〕。そこで、員なども含めたへラ状

の線が描ける施文具という広い意味で捉えている。

（2）図版では上下が逆になっている。

（3）2本線を区画線・1本線を下界線と判断して、報告

書とは天地方向を変更した。

（4）『朝酌川河川改修工事に伴うタテチョウ遺跡発掘調

査報告書I』島根県教育委員会1979

（5）報告書では＋状だが、高口勝人民〔文献6〕・工楽

善通氏〔文献27〕はⅩ状と判断されている。

（6）文献31註32

（7）報告書に掲載された図版75のPo148と挿図326の拓

本は異なり、拓本は前述した22と同じものであったた

め、拓本ではなく写真に基づいて記述した。

（8）図版74の中で8（Po115）と共に撮影されているが本

文中に実測図や拓本の掲載はない。

（9）図版73にPo78の壷形土器と共に掲載され、竹管状

刺突文を施す貼付け突帯やそれを挟む沈線が共通する

ため同一個体と推測されるが、Po78では突帯下の文

様が鋸歯状の箆措文と推測されている。

（10）文献27　P46

（11）報告書には他にも木葉文土器の可能性があるものと

して1点挙げてあるが木葉文とするには疑問が残るた

めここでは除外した。

（12）文献9

（13）倉吉市教育委員会および調査担当者の森下哲哉氏の

ご好意により拓本の提供を受けた。また、倉吉博物館

の根鈴輝雄氏には情報の提供を受けた。

（14）深澤芳樹氏は文献31註14で深澤分類の箆措縦軸木葉

文と箆措斜軸木莫文が同一個体に併存する例が後中尾

遺跡にあるとされる。66のことであろうが、筆者は区

画線は別にあると解釈しており、深澤氏と異なる。

（15）文献10・11・12

（16）文献24　P253

（17）この土器は通常の木葉文とは文様形態が異なってお

り工楽善通氏〔文献27〕の対弧文の範噂で捉えるべき

ものと考える。対弧文について工楽氏は「方形区画内

を＋またはⅩに区画するものではないから、木葉文の

範時には入らない」としながらも、結果的に木葉文と

類似する文様となることから「変形木葉文とも言い得

る」とその位置づけに躊躇されている。しかし、同じ

く木葉文を検討された深澤芳樹氏〔文献31〕や亀谷尚

子氏〔文献28〕は木葉文の1形態として位置づけられ

ている。ここでは木葉文の範時に含めることにする。

（18）実測図と遺物写真では中央の線の位置が異なり、実

測図では無軸のようにもみえるが、写真から有軸と判

断した。

（19）文献27

（20）文献28

（21）文献32

（22）文献24
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鳥取県出土の木葉文土器について

遣物番号 － 1
（1－88）

文献番号」　 」 ページ番号

o S＝1：3　　10cm

峯ミ：壬．　　轟彗

轟∴享華
図4　木葉文土器集成3

※図は後中尾遺跡を除き各報告書から転載したが、一部改変したものがある。
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上菅荒神原遺跡　第4章「考察」

上菅荒神原遺跡の遺物と遺構

八峠　興

1．遺物

上菅荒神原遺跡出土の縄文土器および弥生土器についてまとめておきたい。表1では暗茶褐色土包含層・黒色

土包含層を加え型式が明らかなものをまとめた。これによると早期の押型文系土器群は、黄島式直前の山形文土

器が1点出土している他は確認していない。SD－02の底面上からの出土である。早期末は繊維土器が114点を

数える。表2では縄文を中心とするものは約50％、条痕を中心とするものは約38％で、表は縄文で裏が条痕のも

のが2．6％である。このうち表裏縄文と表縄文裏条痕は島根県菱根遺跡で出土例があるため菱根式としている。

SK－11がこの時期の可能性のある遺構である。前期初頭の土器では羽島下層2式が1点出土している。また胎

土に繊維を含み端部に隆帯と貝殻による施文をもっものもあり、繊維土器と羽島下層2式の折衷的な要素をもっ

ものと推定している。このように本遺跡では早期末から前期初頭にかけてある程度継続して生活していたことを

窺わせる。これ以降中期前半頃までの遺物は確認していない。中期中葉から後半にかけて船元2～4式、里木2

式（併行を含む）土器が58点出土している。遺構はSK－03を確認している。後期は中津式、布勢式、北白川上

層式など後期前～中葉にかけてわずかではあるが出土する。遺物の遺存状況は良く破片も大きいものが目立っ。

また後期後半から末には馬取式が1点、宮滝式が2点出土する。それ以降は晩期末までの遺物は確認していない。

表1上菅荒神原遺跡の時期別土器一覧表

時　　 期 型　　 式 点　　　 数 主　 な　 遺　 構

縄文時代

早　　 期

黄島直前か 1

115

SD －02

繊維土器 114 SK －11 S D －01・02

前　　 期 羽島下層 2 2 2 SD －01

中　　 期 船元 2 ～ 3 8

58

船元 4 15

里木 2 19 SK －03

後　　 期 中津 1

12

布勢 ・ 4

北白川上層 1

馬取か 1

宮滝 2

晩　　 期 突帯文土器 108 SK －06・16

弥生前期 ． ．133 SK －09

中　　 期 163 SK －15

後　　 期 3

0．5cm1cm　突帯の高さ・
口
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表2　繊維土器の調整別割合

表裏縄文
表縄文

裏 ナデ

表縄文

裏条痕
表裏条痕

52点 5点 3点 37点

45．6％ 4．4％ 2．6％ 32．5％

表条痕

裏ナデ
表裏 ナデ 不　 明

合計

割合 （％）

7点 6点 4点 114点

6．1％ 5．3％ 3．5％ 100．0％

※表1における点数の左側の欄は形式

名の明らかな点数、右側の欄は不明

瞭なものも含めた点数

○Ⅴ字状の刻み目突帯

△　切り目状の刻み目突帯

●　無刻み目突帯

■　無刻み目突帯　口縁端部を押さえる
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図1突帯文土器計測図
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上菅荒神原遺跡の遺物と遺構

縄文時代から弥生時代にかけて最も多くを占めるのが突帯文土器である。口縁部だけで108点を数え、休部片

を含めるとかなりの割合がこの時期に集中しているものと考えられる。遠賀川系土器と同じ黒色土包含層からの

出土である。突帯の形状と位置による分類を図1に図化したが、それぞれのまとまりは指摘できるものの調整や

焼成の差は大きくなく、時期差を想定するのは難しい。この後中期前半までの遺物はなく、弥生時代中期後半の

遺物が比較的多く出土している。遺構はSK－15がある。また後期の土器がわずかに出土している。

このように縄文時代早期末・中期後半・後期前半・晩期末から弥生時代前期・弥生時代中期後半などの定住的

な様相とそれ以外のわずかな生活の痕跡とが交互にみられることから、この地は縄文時代早期から弥生時代後期

まで消長しながら断続的に利用されていたことがわかる。立地状況からみると小河川が大河川に流れ込む小高い

地で、石器や落し穴などの遺構をみる限り狩猟や漁携を行っていた様相が見受けられ、縄文から弥生時代の人々

には重要な位置を占めていたことが考えられる。

2．遺構

今回の調査で確認したピット群から平地住居を復元した。県内ではこれまで報告された縄文時代の住居は竪穴

住居が中心で、平地住居についてはほとんど明らかになっていない。そこで県内での報告例を集め、平地住居と

仮定してその構造や時期について若干の考察を行いたい。

県内の平地住居は本遺跡や新たに復元した遺跡も含め5遺跡を数えるが、現時点ではその全てが鳥取県内でも

中・西部、いわゆる伯書地方に所在する。これは竪穴住居でも同様の傾向がうかがえる。

取木遺跡は倉吉市取木に所在する。縄文時代の遺構としては竪穴住居1棟、礫群2基を検出している。礫群は

いずれも赤変しているものが多くあり、1号礫群から押型文土器が1点出土している。これを挟むようにピット

も検出されており、柱を建てて屋根掛けをした可能性もある。ピット群から壁立式平地住居を2棟復元した。東

側には竪穴住居もあるが、掘り込みが不整で付近にピットもあるため平地住居の想定も可能であろう。

右脇第3遺跡操り地区は泊村操りに所在し、県東部との境付近にある。SI－01は右脇8号墳の約25～30m北

西に位置する。ややいびっな形態で、遺物は付近から石鉱が出土している。右脇8号墳墳丘下ピット群は右脇8

号墳の後円部下にある。古墳の盛土のため掘削を免れたものと考えられる。梁間1問型平地住居1棟と壁立式平

地住居4棟を復元した。建物跡が密集しており本遺跡の住居のあり方と類似する。旧表土中および下層から磨消

縄文土器をはじめ縄文時代後期頃の土器が出土している。付近は日本海を見下ろす丘陵部にあり、SI－01も含

め尾根上に集落が存在していたものとみられる。

鶴田荒神ノ峯遺跡は会見町鶴田に所在する。6基のピットが半円状に並ぶ。内外面に条痕をもっ探鉢が出土し

ており、時期は晩期とみられる。

県内ではこの他に壁を立てる壁立式の竪穴住居も確認されている。壁を立て棟持柱を持たないという点で壁立

式平地住居と共通しているためここで取り上げておきたい。

大塚遺跡は名和町大塚、阿弥陀川河口右岸に立地する。住居の北側には周堤状の高まりが確認されている。中

央に石囲炉をもち壁際に柱穴がめぐる。縄文時代後期の土器が出土している。

泉前田遺跡は米子市泉に所在する。SK－09は中央に楕円形のピットをもち壁際を直径10cm程度の小ピットが

めぐる。底面から石匙が出土しているが時期は特定できない。

平地式住居は県内では早期まで遡るがその多くは後期から晩期にかけてのものである。縄文時代のピット群と

して報告されることが多く、復元によると何回もの建て替えを行ったものとみられる。梁問1問型平地住居は右

脇第3遺跡操り地区でも確認できたが、壁立式平地住居とともに確認されており、これらはほぼ同時期に建てら

れ何らかの関係を持っていたことが想像できる。

主柱2本型伏屋式平地住居は比較的簡単な構造であるため住居であると判断しにくいものと恩われる。県内で

は類例が確認できなかった。・本遺跡では主柱の問に土坑状の掘り込みをもっものもみられ、例えば取木遺跡の集

石炉の覆いなど、調理や貯蔵など用途に応じてその都度建てられたものと推察したい。
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八峠　興

県内の竪穴住居は縄文時代前期からみられ後期のものは調査例も多くなるが、屋内に地床炉または掘り込みの

石組炉をもっものが多くみられる。これに対し平地住居では炉跡が確認されておらず例えば屋外に簡単な覆いを

した炉を設ける可能性や屋外に集石的な炉を設けることも考えられるが、平地住居が竪穴住居とは異なる住居の

様相を示している可能性もあろう。平地住居が比較的容易に用途に応じて建てることが可能であり炉の機能も有

していないとすると、竪穴住居よりも移動に重点をもった住居か季節による住み分けとして使用をしていたこと

も考えられよう。しかしその構造的な性格から竪穴住居ほど遺存状況はよくないため、縄文時代の遺構として検

出される機会は少なく構造も不明な点が多いものと推測する。

このように県内の様相と比較すると本遺跡の壁立式平地住居と梁間1問型平地住居は、構造的には右脇第3遺

跡の墳丘下ピット群に類似する。このピット群は後期と考えられるが、本遺跡では後期の遺物は縁帯文系土器や

凹線文系土器が確認されている。とくに縁帯文系土器は数は少ないものの遺存状態はよい。遺物からみると縄文

晩期から弥生前期の土器が最も多く、遺構もこの時期の可能性が高いが、右脇第3遺跡の例からみると縄文後期

まで減ることも考えられよう。ただし壁立式平地住居は取木遺跡のように縄文早期に潮るものもあり、本遺跡で

行った年代測定でもSB－13については縄文早期の年代が示されており、Ⅱ区の壁立式平地住居については潮る

可能性も否定できない。また主柱2本型伏屋式平地住居については本遺跡の層序と遺物により縄文晩期～弥生前

期と位置付けておきたい。ただし県内では他に類例が少ないためあくまでも現段階での想定であり、今後の調査

の結果によっては変更する必要が生じることも考えられる。
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表3　鳥取県の主な平地住居・壁立式住居

遺　 跡　 名 遺　 構　 名 形　　　　 態 柱穴 ・炉跡 遺　　　 物 時　 期

1 ‘取木遺跡 ピッ ト群
壁立式平地住居

付近 に別棟 の集 石炉 か
壁柱 多数 付近 か ら押型 文土器 早期か

2
右脇第 3 遺跡

操 り地 区
SIO l 壁立式平地住 居 壁柱 多数 付近か ら石嫉 出土 不明

3 ・〝　石脇 8 号墳 墳丘下 ピッ ト群 梁間 1 間型平地住居 主柱　 壁柱 多数 磨消縄 文鉢 後期 前葉

〝　右脇 8 号墳 ′′ 壁立式平地住居 壁柱 多数 ′′ ′′

4 鶴 田荒神 ノ峯遺跡 S I－0 1 壁立式平地住居 壁柱多数 粗製探鉢 1晩期 か

5 大塚遺跡群 第 20 トレンチ竪穴住居 壁立式竪穴住居
壁柱多数

中央 に石 囲炉
粗製土器 後期 か

6 泉 中峰 ・泉前 田遺跡 S K －09 壁立式竪穴住居
壁柱 多数

中央 に ピッ ト
石匙 出土 不 明

7 上菅荒神原遺跡 S B －0 1 ・11 梁 間 1 問型平地住居 主柱　 壁柱 多数 粗製土器
晩期 ～ 弓′

生前 期か

′′ SB －02 ～ 10 ・11～ 16 壁立式平地住 居 壁柱 多数 粗製土 器 ′′

′′ SH －0 1～ 75 主柱 2 本型伏 屋式平 地住居 主柱 2 本 粗製土器 ′′
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上菅荒神原遺跡の遺物と遺構

3．石脇8号墳墳丘下ピット群（復元例）

5．大塚遺跡群

第20トレンチ竪穴住居

O S＝1：100　　　　　　　5m

6．泉前田遺跡　SKO9

図4　鳥取県の主な平地住居・壁立式住居
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